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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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序章









　天てん龍りゆう五八年、一二月三日。

　数分ほど前に時計の針が午前零れい時じを差して、日付は変わった。

　深夜である。だが、箱はこ根ね第だい二に鎮ちん守じゆ府ふ・朱す雀ざく門もんの武道場に皇こう女じよ志し緒お理りと、その騎士である橘たちばな征まさ継つぐ・初はつ音ね、そして〝皇女殿下の指し南なん役やく〟竜りん胆どう先生が集まっている。

　兵たちが武術の稽けい古こに励むための場所。

　指南される内容は日本古来の柔術、空手、拳法、剣術をはじめ、槍そう術じゆつをベースとする銃剣術などである。

　だからだろう。二〇世紀も末だというのに木造建築・板の間の武道場だった。

　しかし、そのおかげで――奇妙な格好をした今宵こよいの客人もまったく浮いていない。

　なんといっても、彼は僧そう形ぎようなのである。白しら木きの杖つえと編あみ笠がさまで持参している。時代劇の世界から抜け出てきたような風ふう体ていなのだ。

　僧形の人物はひどく瘦やせている。しかも、かなりの老齢だ。

　その名も《明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひで》。またの名は天てん海かいだと、本人が申告していた。

「我が主あるじ……神しん君くん家いえ康やす公こうは隠居の身」

　明智光秀ないし天海僧そう正じようが言う。

「表舞台に出てくるつもりなど、とっくに捨てておられる……。が、どうしても皇女殿下が神君との対面を望まれるのであれば、まあ」

　徳とく川がわ家康とその腹ふく心しん・天海僧正こと明智光秀。

　彼らこそが橘征継の記憶を奪った仕掛け人であると竜胆先生から聞かされて、皇女志緒理は是ぜ非ひお目にかかりたいと即座に言った。

　その日の夜、瘦せた老僧がふらりとやってきたのである。

「居場所をお教えしてもかまわない。そのように命じられて、拙せつ僧そうは参った次第で……」

「ならば、わたくしの都合がつき次第、すぐにうかがわせていただきます」

　志緒理は即座に答えた。

「やはり……皇こう都との何処いずこかにお住まいなのですか？」

「左さ様ようでござる。さすが殿下は話がお早い。拙僧の言うことがなくなり申した」

　にたりと天海僧正が笑った。

　どこか一ひと癖くせある、曲くせ者ものという風ふ情ぜいの笑みだった。

　そして、まだ誰も想像していなかった。これからはじまる皇都東京を巡る騒乱――今の短いやりとりもその先ぶれであるという事実に……。
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　一二月六日、土曜日。

　臨りん済ざい高校学園祭とリチャード獅し子し心しん王おうによる箱はこ根ね強襲、その四日後であった。

　本来、関東将しよう家けの領地であった箱根だが、すでに〝租そ借しやく地ち〟として東海道将家に貸与されることが決定していた。

　租借期間は五年。その間、箱根一帯の行政・司法・警察・軍事、さらに徴ちよう税ぜいなどがことごとく東海道の管かん轄かつ下かに置かれる。

　すでに箱根領内から関東の関係者および東方ローマ軍の退去がはじまっている。

　衛えい青せい将軍も東京方面に帰還していた。

　現在、箱根を統すべる最高責任者は橘たちばな征まさ継つぐだった。

　近日中に老練な騎き士し侯こうがひとり選抜され、城じよう代だいの任に就つく予定なのだが、今のところは〝皇こう女じよ殿下の騎士〟〝新しん撰せん組ぐみ副長〟が暫ざん定ていの城代であった。

　エドワード黒王子、リチャード獅子心王はいまだ伊い豆ず半島に待機中。

　二大英国騎士の脅きよう威いにそなえるため、征継は箱根～駿河するがのどこかに身を置きつつも、〝それ以外の土地〟に出撃することも視野に入れて、あえて箱根城代にはならない。

　その方針のもと、東海道将家は新体制を急ピッチで準備していた。

　だが、一二月六日。

　この日の朝、征継は箱根の地にも駿河の地にもいなかった。

　洋上――小さな釣り船に乗り、冬の駿河湾へ繰り出していたのである。

「この時期の駿河湾ではヤリイカ、メバル、太刀たち魚うお、カサゴ、ヒラメあたりを狙ねらえます」

　征継は朝七時の日光を釣り船の上で浴びていた。

　海上を吹く風は強くもなければ弱くもない。が、やはり冬の海風は冷たく、容よう赦しやなく骨身を凍こごえさせにくる。

　ウインドストップ仕様のダウンジャケットで、征継はしっかり防寒していた。

　そのうえで持参したマイロッドを袋から取り出そうとする。釣りバカというほどではないが、まあまあ得意な方なのだ。

「俺が独自に仕入れた情報では、今年はアマダイが例年よりもよく釣れるらしい。ゆきがけの駄賃として調達したいところです」

「征継さま。一応、断っておきますと」

　右隣にいる藤ふじの宮みや志し緒お理り――皇こう国こくの皇女殿下があきれ気味に言った。

「今日、この船に乗った目的はもちろん海釣りではございません」

「しかし殿下」

　口をはさんだのは征継の左隣にいる東海道総そう督とく・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かである。

「実は私も竜りん胆どう老師から言いつけられておりました。海に出るなら、今夜の肴さかなをなにか見つくろってこいと」

　勇ましい女おんな武む者しやでもある立夏。彼女はいつも銘めい刀とう・鬼おに切きり安やす綱つなを振るう両手で、今は釣り船屋から借りた竿さおの準備をしていた。

「先方との約束まで、まだ時間もあります。しばらくはよいのでは？」

「仕方ありませんね……。まあ、釣り船に乗って何もしないというのもそれはそれで不自然ですし。偽ぎ装そう工作の一環ということにいたしましょう」

　皇女殿下はため息をついた。

　尚、やたらと高貴な肩書きの女子ふたりもダウンジャケットを着こんでいた。彼女たちはさらに毛糸の帽子、ネックウォーマー、手袋まで身につけている。もちろん海風の冷たさに対処するためだ。

　いつもとちがい、珍しくラフな格好の皇女と女総督だった。

　駿河市の西を流れる安あ倍べ川かわ沖で、小さな釣り船は停止している。征継と女子ふたりのほかは船長（実は東海道将家の軍人である）しかいない。

　北東を見やれば、朝日を浴びて富士山のシルエットが光り輝いていた。

　そうして、釣り糸を海にたれること四〇分ばかり。

「釣りは御用邸のある日につ光こうの中ちゆう禅ぜん寺じ湖こでマス釣りをして以来、二回目です」

　と、告白した志緒理が一種のビギナーズラックでスルメイカを引き当て、おおあわてで船上に取りこんだところで。








[image: ]









　視力抜群の征継は西の方角を見やり、つぶやいた。

「どうやら向こうも到着したようだ」

　一隻のクルーザーがこちらに向かって接近中だった。

　西――焼やい津づ港こうのある方角から、やってきたようだ。ただし、そちらは現在、静岡エリアの西半分を実効支配した維新同盟の管轄下にある。

　そのクルーザーの舳へ先さきには、征継の旧知が立っていた。

　二〇代後半とおぼしき青年で、海釣り向きとは言えない服装をしている。

　気品ある格こう子し柄がらのツイードジャケット、その下にセーターとネクタイ、ベージュ色のスラックス。頭には山高帽という装よそおいだ。エドワード朝と呼ばれた二〇世紀初頭の英国では、このような格好で紳士たちはアウトドアスポーツに励んだ。

　この青年の名も――奇くしくもエドワードである。

　ただし、生まれは一四世紀。プランタジネット朝の英国王太子その人だった。

「……あちらも姫を連れてきたか」

　黒王子ブラツクプリンスの隣に立つ美女を見つめて、征継はつぶやいた。

　漆しつ黒こくのコートを着ている。つばのない毛皮の帽子もかぶっているが、こちらも黒い。まるで喪も服ふくだった。そのうえ魔女じみた妖気までまとう……。

　うわさどおりの外見なので、初対面の征継にもすぐにわかった。

　プリンセス・エレノア。藤宮志緒理と同じく、聖せい獣じゆうの血をひく姫君である。




「単刀直入に言ってしまうと」

　エドワード黒王子はてらいのない口調で言った。

「維新同盟……ではなく。われわれ大英帝国の目的は皇こう国こく日本のどこかで眠るはずの聖獣・オオクニヌシノミコトだ。日本の領土や富にも興味がないわけではないが、まあ、そちらは本筋ではないということだね」

　クルーザー船内のキャビンに、一同は会していた。

　エドワード王子とプリンセス・エレノア。釣り船から乗りうつってきた藤宮志緒理、秋ヶ瀬立夏、橘征継。英国・東海道の要人たちである。

　この会談の場所と日程、極秘のうちに打ち合わせされた。

　電話や無線、手紙、随ずい獣じゆうによる伝令などよりも〝遥はるかに機密性の高い通信手段〟によって、両陣営はやりとりを繰りかえしたのである。

　ついに対面した英国軍の総大将へ、藤宮志緒理が問いかける。

「英国の聖獣である黄金三頭獅子スリーライオンズさまはもう長くない……そういうことですか？」

「その辺の解釈はおまかせしよう、日本の皇女殿下どのプリンセス」

「エドワードさま。どうか志緒理とお呼びください」

「それはうれしい申し出だ。では、そうさせてもらおうか」

　和なごやかな雰囲気だが、これは両国の未来を決めかねない密談だ。

　皇女志緒理とエドワード黒王子。両陣営のスポークスマン同士が言葉を重ね、ほかの面メン子ツはそのやりとりをじっと見守っている。

「実はね、志緒理。僕らは千年の歴史を持つという京都――畿き内ない将家の本拠地で何か決定的な情報が得られるのではと、期待していたんだ。だが、それはかなわず、謎を解く鍵かぎは全て皇こう都と東京の女じよ皇おう陛へい下かがにぎっているとだけ判明した」

「はい。わたくしも大おお国くに主ぬしの命みことについては、さほど存じあげません」

「しかし、ね。藤宮志緒理は天てん龍りゆう公こうの血けつ脈みやくにつらなる少女であり、そのうえ君ほどの霊能を持つ姫は……きわめて稀まれだ」

　エドワードはまっすぐ志緒理の目をのぞきこみ、微笑ほほえんだ。

「僕らとしては、君と東海道の諸君にガイド役を頼みたいとも思うのだけどね」

「でもエドワードさま。カエサル公ごと皇都東京を攻略して、必要な全てを入手するというのが正攻法ではございませんか？」

「無論、そのとおりだとも。われわれもできれば、そこをめざしたい」

　ちくりと皮肉っぽく釘くぎを刺さされて、黒王子は苦笑いする。

「だがローマ帝国の国こく父ふどのが相手である以上、正攻法とはまたべつの選択肢も持っておきたいのさ。それに東京攻略のあと、現女皇である照てる姫ひめどのがわれわれに協力的な態度を取ってくれるかは……不明だ」

「あと志緒理さま。肝かん心じんな問題点がひとつございます」

　最初のあいさつ以降、英国のエレノア姫はずっと沈黙してきたのだが。

　口元に蠱こ惑わく的な妖あやしい微笑を浮かべて、ついに発言した。

「われわれ英国陣営は若じやつ干かんの疑いを持っているのです。すなわち、照姫さまがこの問題に関する適切な助言役となれるほど――巫女みことして卓越された御方であろうか、と」

「了解いたしました。みなさまはそのような理由から」

　英国人たちの言い分を聞き終えて、志緒理は言う。

「わたくしども東海道に、畿内将家の代わりを頼みたいとおっしゃるのですね？」

「代わりだって？　いいや、とんでもない」

　エドワードはすぐさまかぶりを振った。

「君たちならば、畿内将家など比較にならないほどのパートナーになってくれると確信しているよ。黒王子と呼ばれる者として、そして英国軍の騎兵長官として断言しよう」

「ならば、エドワード王子」

　今度は東海道総督である立夏が割りこんだ。

「われわれがパートナーないし貴公らのために走る馬だとして、鼻先にどのようなニンジンをぶらさげてくれるおつもりか？」

「まあ、最低でも維新同盟が占せん拠きよする東海道の領地を全て返還……」

　エドワードは数えあげていく。

「しかるべき賠償金。畿内将家の領地を割かつ譲じようもしくは租借。あとはそうだな、今の女皇陛下とカエサル公の役どころに皇女志緒理と秋ヶ瀬総督を充あてる――ああ、いや。この問題を語るのは時期尚しよう早そうというやつだな」

　暗あんに志緒理を次の女皇にと言いかけて、エドワードは微苦笑した。

　さすが貴公子というところか。まだ捕らえてもいない狸たぬきの皮を数えることは、この密談の品位を下げると思ったのだろう。

　とはいえ不敬であり、不ふ祥しようなコメントである。

　だが、志緒理も立夏も反発しない。むしろエドワードとエレノアの日本国女皇への非礼を鷹おう揚ように受け入れて、和やかな雰囲気を維持している。

　たがいの思おも惑わくと利害の一致点を確認し合う。それが目的の密談なのだ。

　だから、多少のブラフを交えつつも、誰もが本音を取りつくろわない……。

「ひとまず心底を見せ合ったということで、今日のところはお開きにしておこうか」

　唐突にエドワードが言った。

「おたがい、船遊びに興じていられる時間もすくないはずだ。細かな話し合いや調整は例の方法でやりとりすればいい」

　例の方法。電話や手紙などより遥かに機密性の高い通信手段。

　そのことを口にしてから、黒王子は征継に声をかけた。

「橘征継。君のところにあずけた方の彼女は元気かな？」

「ああ。多少とまどうこともあるようだが、まあ問題ないだろう」

「それを聞いて、安心した」

　今日、はじめてエドワードと言葉を交わした。

　外交や政治の場では、征継よりも皇女殿下や東海道総督が意見を述のべるべきなのだ。そこが黒王子――大英帝国軍の極東艦隊を全権委任された英えい傑けつとのちがいでもあった。橘征継はどこまでも皇女に仕つかえる一部将なのだ。

　そして、海上の極秘会談がお開きになりかけたとき。

　金髪の英国魔女が不意に咳せきこみはじめた。志緒理がハッとする。

「エレノアさま!?」

「だ、大丈夫ですわ。ご心配なさらずに……」

　エレノアは白いハンカチで口元をおさえたのだが。

　その布が赤く――血の色で汚れていく。そういえば、エレノアの妖精じみた美び貌ぼうは驚くほど色白で、病的な白さだとさえ言える。

　不吉な一幕を前にして、志緒理はささやいた。

「エレノアさま。だいぶお体に……ご無理がかかっているようですね」

「一目でおわかりになるとは、さすが志緒理さまですわね」

　不安げな志緒理に対して、エレノアの方はどこか不ふ遜そんだった。

　体の不調が明るみに出たというのに、サロンでの優雅なひとときよろしく、くすりと微笑んでみせる。ただし、その表情に精気はとぼしい。

「お察しのとおりですわ。我が父・黄金三頭獅子スリーライオンズより魔女の秘力をたまわった代償として、わたくしはずいぶんと寿命を削けずっているのです」

「……そうだろうとは、予想しておりました」

　聖獣の血脈につらなる姫たちには特権がある。

　奇跡を願えば、神に等しき聖獣たちがそれをかなえてくれる。ただし代償として、寿命をいくらか削らなければならない。皇女志緒理もこの特権を行使して、復活者リザレクト・橘征継を招来したし、箱根の四し神じんも手中におさめた。

　だが、考えてみれば。

　エレノアの授かった奇跡はさらにすさまじいのだ。

　彼女は高貴なる魔女として騎士侯の心をたぶらかし、意のままに操るという。鳥獣に姿を変えてしまうという。そして、それらの魔力をいつでも気の向くままに行使できる。ただ一度きりの奇跡を願ったのではない。

「ふふふふ。あと一、二年も保もてば、よい方なのでしょうね」

　己おのれの死期を語りながら、エレノアは妖しく笑ってみせた。

　不気味なほどの余裕を目まの当たりにして志緒理は瞠どう目もくし、秋ヶ瀬立夏は不審そうに「ほう」と眉まゆをひそめている。

　征継は純粋にいぶかしがり、そして黒王子ブラツクプリンスエドワードは――

「…………」

　無言で肩をすくめて、軽くため息をついた。

　この件を愉快には思っていないが、仕方ないことと割り切っている体ていで。

「本当にご安心ください。このエレノアが道半ばで斃たおれたとしても、わたくしの仕事はべつの者につつがなく引き継がれる予定です。みなさまとの共闘にはなんら影響しないと断言させていただきますわ」

　まわりの反応を気にせず、さらりとエレノアは言う。

　今は密談を重ねている段階。英国と東海道が共闘するかはまだ不鮮明だ。だから、これは仮想敵への牽けん制せいでもあった。

　己が死しても、代役はすぐにやってくるのだという……。
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「じゃあ、征まさ継つぐくんは当分の間」

　橘たちばな征継の数少ない友人のひとり・小お此この木ぎ泰たい世せいは言った。

「駿河するが市と箱はこ根ねを行ったり来たりなんだ。いそがしいね」

「いや、そうでもないぞ」

　征継はあっさりと否定した。

　一二月六日の昼すぎ。私立臨りん済ざい高校の生徒会室である。英国との早朝会談を終えたあと、こちらに立ちよったのだ。

「たしかに移動の手間はあるが……結局、実戦が起きないかぎり、騎き士し侯こうの俺がやる仕事はたいしてない。だから、こうして待機時間中に」

　生徒会室の机に広げた資料を征継は見まわした。

　今週頭、学園祭のなかで開催されたミスコンテストの報告書である。

「学校まで来て、ミスコンの事後処理を済ますこともできる」

「東海道どころか日本きっての騎士侯さまがこんな適当でいいのかなあ。一応、土ひじ方かた歳とし三ぞうの再来なんて言われてるのに」

「べつにいいだろう。力というのは、ここぞというときに出すものだ」

　生徒会副会長にして社会派男子高校生の友人へ、征継はのんびりと言った。

　たまに『わたしは常に天下国家のことを考えて行動している。一瞬も気を抜かずに』などと仰ぎよう々ぎようしく喧けん伝でんする輩やからがいる。

　だが、そんな妄もう言げんは口にすればするほど胡う散さんくさい。

　征継は重々しくつぶやいた。

「どんな人間にもオンとオフの区別は必要だ」

「征継くんの場合、ちょっとはっきりしすぎだけどねえ」

「それより泰世。ミスコンの投票結果は事前の予想どおりだったようだな」

「うん。皇こう女じよ殿下と秋あきヶが瀬せ総そう督とくへの投票は無効になるって事前に注意しておいたけど、やっぱり結構な数の票がそっちに流れちゃってたね」

「無効票の集計結果がないようだが？」

「本当はカウントしてみたいって実行委員の意見もあったんだけど、ぼくの権限でやめてもらったよ。その辺をはっきりさせると、厄やつ介かいな火種になりそうな気がして。志し緒お理りさまと立りつ夏か総督の名前が書かれた投票用紙は全て焼却しちゃった」

　思し慮りよ深ぶかげな顔で、泰世はコメントした。

「もしかして、ダメだった？」

「いや、賢明な判断だったと思う。女性……特に高貴な女性同士の間では、いさかいの種は作らないに限る。細心の注意を払って」

　前世では、その関係で痛い目に遭あったのかもしれない。

　征継の言葉には、口にした自分でも意外なほど実感がこもっていた。

「東海道将しよう家けの現体制があと一〇〇年も続くとしたら、おまえの処置はいずれ建国の礎いしずえとして讃たたえられるようになるかもしれん」

「はははは。それはさすがにオーバーじゃない？」

「いいや。高貴な出自の女性はたいがい実家もそれなり以上の権勢を持つ。最悪、門もん閥ばつ同士のいさかいに発展して、国が傾くぞ」

　警告してから、征継は衛えい青せい将軍のことを思い出した。

　古代中国――漢かん帝国の大将軍。数日前、箱根で東海道軍と共闘したあと、東京方面へ帰還していった。

　彼の姉は貧家の生まれながら皇帝の寵ちよう愛あいを受け、皇こう后ごうにまで登りつめた。

　漢帝国では、しばしば『どこの馬の骨ともしれない娘』が皇帝の正せい妃ひになったと教えてくれたのは、博識な皇女志緒理である。皇后の実家が力を増し、国政を牛ぎゆう耳じるほどの派閥になることを防ぐためだという。

　必要なときは、いつでも皇后一派を排除できるように……。

「あー。そういえば日本でも藤ふじ原わら家けの摂せつ関かん政治とかあったもんねえ」

　泰世が感心した体ていで言った。

「一族の娘を常に天皇陛へい下かのお相手として送りこんで、お世継ぎを生ませて、藤原家の権力を五〇年も維持させて」

「ああ、そういうことだ」

「この前のミスコン優勝者は一般庶しよ民みんの女子だから、とりあえずお家騒動の心配はないんじゃないかな？　ほら、名古屋の芸能事務所にスカウトされたっていう……」

「順当すぎる結果だな」

「だねえ。でも、あの娘こも困ってるみたいだよ。本当なら名古屋が東海道の州都なのに、もう一カ月以上も維新同盟に乗っとられていて……芸能活動どころじゃないって」

「…………」

　名古屋をはじめとする東海道西部は、英国軍のレギオンによって陥かん落らくさせられた。

　今朝、征継たちはその総大将と会談してきたばかりである。

　大英帝国軍と畿き内ない州軍より成る維新同盟は騎士道協定を遵じゆん守しゆしているため、東海道州民への弾圧などは行われていない。すくなくとも表面上は。だが、それでも州民は自由に遠出することもままならず、一日ごとにストレスをつのらせているはずだ。

　彼らに忍耐を強しいるのにも限界がある。

　なにより大都市にして一大工業地帯でもある名古屋周辺は、東海道にとって失うわけにはいかない経済的な要地である。英国側と共闘するにしても、そうでないとしても、そろそろ奪還のために動くべき時期ではあった。

　これが維新同盟と東海道将家、二国間だけの抗争なら話は単純なのだが。

　ユリウス・カエサル――東方ローマ帝国がどう動いてくるか。そこを考えながら、征継はぼそりと言った。

「まあ、そろそろだな」

「えっ？」

「俺たちもそうだが、わざわざ日本まで来たカエサル元げん帥すい――あちらもそろそろ下準備を終えて、動き出す頃合いだ。もうすこしで状況が大きく変わってくるぞ」

　予言のようにつぶやく征継だった。

　あの大英雄と直じかに対面した経験が確信させるのである。

　おそらく橘征継以上にオンとオフの区別がはっきりしているはずの男は、今までのらくらとオフを楽しみながらも、着々と仕込みを進めていたはずだと。




「征継さまはどちらへ行かれたのでしょう？」

「あっ、はい。さっきお兄さまから電話がありました。学校の方でこの間の学園祭の事後処理をしてから、寮へもどるって」

　臨済高校の学生寮のひとつ、黒くろ百合ゆり寮りよう。

　皇女志緒理のために改築された寮舎である。しかし、ここ半月。女主人はほとんど箱根に詰めていた。

　留守がちだった〝我が家〟の大広間で、志緒理はひさしぶりにくつろいでいた。

　すぐそばで紅茶の給仕をしてくれるのは、もちろん専属女官にして直属の騎士侯・橘初はつ音ねであった。いつもどおり和服＋袴はかまのはいからさんスタイルだ。

「でも姫様」

　ポットから紅茶をとぽとぽカップへ注ぎつつ、初音が言う。

　愛用の椅い子すに腰かける主人の前で、アフタヌーンティーを準備中なのだ。

「大英帝国の王子さまたちと手を組むかもしれないのって、変な気分です。もう何カ月も敵同士として戦ってきたのにって」

「逆を言えば、まだ半年も戦っていない相手です」

　厳寒の海上から、暖房の利きいた室内へ。

　無事に帰還した志緒理はとっくに着替えを済ませ、上品なブラウスにスカートという通常どおりの私服姿にもどっていた。

　あたたかい紅茶を手に取り、口元へ運ぶ。

「不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきというほどでもないでしょう」

「それはそうですけどー」

「呉ご越えつ同どう舟しゆう。昨日の敵は今日の友。隙すきを見せれば寝首をかかれる。裏切り御免。全て戦国の慣らいです。ここはマキャベリズムに徹してください」

「了解しました！　あれですね、『裏切りは女のアクセサリー』！」

「……ええ。たぶん合っていると思います」

　のちに世界的怪盗紳士の三代目が仕事仲間とする美女の名言だと教えられても、元ネタがわからないため志緒理は首をかしげるのだが。

　ともあれ、順応性の高い女騎士侯へ、さらに言って聞かせる。

「もちろん英国は維新同盟の黒幕ですし、利害が一致するからといって、能天気に共闘できる相手ではありません。でも……戦後を見据えると」

　いつのまにか、東海道将家の軍師的役割まで担になうようになっていた。

　その役割と、皇こう国こく日本の皇女という立場が志緒理に『戦後』を強く意識させる。戦場で敵軍に勝つだけがいくさではない。

　戦前の準備と戦後処理までふくめて、指導者は考えねばならないのだ。

「このあたりで一度、手を結んでおきたいのです」

「そうなんですか？」

「はい。わたくし、これでも欲張りですから」

　くすっと不敵に微笑ほほえんでから、志緒理はつぶやいた。

「この国の頂点をめざす以上、本当の意味でのトップになるつもりです。カエサル公のひもつきの分際で天てん下か人びとを気取っている――東京の高官たちと同じことをするなんて、絶対に御免ですもの」

「あー……たしかに」

　毒を利きかせた女主人の言葉に、初音が苦笑いする。

「皇こう城じようのえらい人たち、特に高等女官のおばさんとかって不思議なくらい態度が大きいですものねー。初音も女官見習いをやってたときに結構びっくりしました。カエサルさんがその気になったら、かんたんに失業させられちゃうはずなのに」

「皇城という狭い世界で権勢をにぎった弊へい害がいでしょう」

　志緒理はさらりと言った。

「外から見たら、自分たちがどれほどちっぽけな存在かを自覚していないのです」

「あれですね。ＰＴＡの親同士で権力争いしちゃう、みたいな」

「なかなか上手うまい喩たとえですね……。ええ、レベルとしては大差ありません。ただ――現時点では、われわれ東海道将家も似たような存在です。せいぜいカエサル公に便利遣づかいされる猟犬という程度の役どころでしょう」

　自戒をこめて、さらにつぶやく。

「その立場から脱却するために、大英帝国を上手く利用すべきなのです」

「あちらのお目当ては……なんとかーっていう昔の聖せい獣じゆうさまなんですよねえ？」

「はい。一九二〇年頃から第二次世界大戦の末期にかけて、大日本帝國政府が奉じていた聖獣です。大おお国くに主ぬしの命みことの情報を集めるためにも」

　ここ数日、ずっと思案していた計画を志緒理は語った。

「近いうちに皇都へ帰省したいところですね」

「姫様が東京に、ですか!?」

「皇こう家けの秘事を探るのであれば、わたくし以上の適任者はいないと思いますし……それに、あちらには神しん君くん家いえ康やす公こうもいらっしゃると」

「あー。この間、天てん海かいさんも言ってましたものねえ」

　明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでの別名を、初音は口にした。

　本ほん能のう寺じの変。天下人であった織お田だ信のぶ長ながを家臣の明智光秀が討った事件である。

　光秀はこの後、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしとの決戦に敗れ、敗走のさなか非業の死を遂とげた。それが一応の定説である。しかし、ひとつ伝説があった。

　明智光秀はひそかに落ちのび、第二の人生を歩みはじめた。

　その名も南なん光こう坊ぼう天海。天てん台だい宗しゆうの高僧ながら徳とく川がわ家康に仕つかえ、ブレーンとして江え戸どの都市計画や宗教問題にたずさわったという。

　数日前、伝説こそが真実であったと、本人の口から明かされたわけだ。

　そして復活者リザレクト〝橘征継〟招来の折には、志緒理の前に現れた……。

「おしのびで帰京しても皇城への出入りなどで不自由します。やはり皇女として、公式な形でもどりたいのですが。いい口実がなくて、すこし困っています」

　女じよ皇おう照てる姫ひめにも、高等女官らにも志緒理はうとまれている。

　そのうえ『駿河に隠居する』と公言して、皇都を去ったという事情もある。大手を振って里帰りしづらい境遇なのだ。

　しかし、悩む女主人へ初音があっけらかんと言ってのけた。

「そんなのかんたんですよ、姫様！」

「どういうことでしょう？」

「思い切って、悪役になっちゃえばいいんです♪」

「悪役？」

「はい。実は昨日、皇城で女官をやってる友達から手紙が来たんです。向こうはもうすぐ女皇陛下のお誕生日でパーティーだから、準備でいそがしいって」

　志緒理はハッとした。すっかり忘れていた。

　女皇陛下の誕生日は一二月一六日なのだ。この日は国民の祝日である。

「ちなみに招待状、姫様のところには……」

「もちろん、来ておりません」

「でも、呼ばれてなくてもパーティーへ押しかけたっていいはずですよねえ」

「ま、まあ、わたくしは皇家の一員ですし、今は東海道将家が後ろ楯だてです。なにより箱根での功績もありますから、先方もはっきり断れないとは思いますが」

　志緒理は眉まゆをひそめた。

「呼ばれてもいないパーティーに押しかけるだなんて、それではわたくし、おとぎ話の悪い魔女ではありませんか」

「どうせ女皇陛下にはきらわれてるわけですし、いまさら気にしなくても♪」

　主あるじの逡しゆん巡じゆんを、軽やかに初音は切り捨てた。

「空気の読めない人のふりして、招待されてもいないパーティーに図々しくお邪魔しちゃえばいいんですよお」

「ううっ。背に腹はかえられないというやつですね……」

　だが、初音の主張はもっともだった。

　格好の口実が目の前にある以上、利用しないのは愚おろかしい。今さら皇城での評判を気にするほど、そもそも好感度は高くない。

　数カ月ぶりの帰省を決心して、大きくうなずく志緒理だった。
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　さて。

　ミスコンの事後処理を終えたあと、征まさ継つぐは寮へ帰る予定だった。

　そちらで一休みしてから、箱はこ根ねへもどるつもりなのだ。伊い豆ず半島に盤ばん踞きよする英国勢と密談が進行中とはいえ、それを一〇〇％当てにするのは愚かしいし、目もつ下かの総司令官として箱根駐ちゆう留りゆう部隊を監督する責任もある……。

　しかし、今。

　征継は予定外の寄り道をしていた。

「こんな山道で車を止めて、どういうことだ？　立りつ夏かどの？」

「単なる気まぐれといいますか……急に休憩したくなったのです」

　訊たずねてみたら、東海道総そう督とくは澄まし顔で答えてみせた。

　今朝の海上密談でも使っていたダウンジャケットを着たままで、まだいつもの軍服姿にはもどっていない。腰から下は丈たけの短いスカートに黒いタイツという格好だ。

　尚なお、征継の方は詰め襟えりの学生服に着替えている。

「それに、ここはどう見ても俺の帰り道とはちがうようだが」

「すこし回り道をしただけです。このままでも問題なく帰れます」

　三〇分ほど前だ。用事を済ませて学校から出たところで、秋あきヶが瀬せ立夏とその愛車である国産スポーツ車が待ちかまえていた。

　しかし、寮まで送ってくれると言ったくせに。

　立夏の運転する車は見当ちがいの山道へ入りこみ、人ひと気けもなければ人家も見かけないあたりまで来て、ようやく停車したのである。車の往おう来らいもほとんどないため、脇わき道みちでエンジンを切っていても誰かの迷惑にはならないだろう。

　そして、立夏がおもむろに問いただしてきた。

「征継どのの方こそ、どういうおつもりですか？」

「どうとは？」

「駿河するがで一泊もしないまま、箱根へ帰るとおっしゃったことです」

「妥だ当とうな行動だと思うが？　それなりに余裕があるとはいえ、俺はまだ箱根の暫ざん定てい城じよう代だいだからな。正式な城代が赴ふ任にんするまで、あそこを長く空あけるべきじゃない」

「そこは同感です。ただ」

　停止中の車内。助手席にすわる征継を、立夏がにらみつける。私服のダウンジャケット姿で運転席にいるため、大学生のようにも見える。

「そうであっても一泊くらいするなどして、旧交をあたためてもいいのでは？」

「大丈夫だ。ちょうど今、学校で友人と会ってきた」

「あなたと親しい人間は学校の外にもいるはずでしょう？」

「たしかにそうだが、これ以上の滞在は東海道の武人としては問題行動になる。州民だけでなく総督閣かつ下かにも申し訳が立たない」

「そんな文句をつける総督など、放っておけばいいでしょう」

「今の発言が外に洩もれたら、とんでもない不ふ祥しよう事じになるな」

「ご覧のとおり今は軍服も脱いで、プライベートな時間です。征継どのが野や暮ぼな真似まねをしないかぎり、妙な問題にはなりません」

　つんと険のある表情で、立夏はつっかかってくる。

　せっかく征継が駿河に帰ってきたのに、いっしょに過ごせる時間がすくなくて、拗すねて、怒っている――いや。もちろん、そうではない。

　征継はわずかに唇くちびるをゆがめて微笑し、不機嫌な女総督を見つめた。

　すると、急に立夏はつんけんした物言いをやめた。

「でも……征継どのの言い分もたしかに理解できます。多少の埋め合わせをする誠意があれば、あなたの友人も納得してくれるのではないでしょうか？」

「なるほど」

　うなずく征継と、いたずらっ子めいた目つきの立夏。

　助手席と運転席のふたり。それぞれの顔が自然と近づき、唇を寄せ合っての語り合いになり、ひとつに合わさる。ひさしぶりの口づけだった。

　しばらく唇を重ねてから、くすっと立夏が微笑ほほえみかけてくる。

　拗ねたふりをして、適当ないちゃもんをつけて、悪ふざけをしていたのだ。甘あま嚙がみのようなものだ。しばらくぶりの逢おう瀬せにスパイスを利きかせようとした悪戯いたずら心ごころ。立夏の雰囲気から、そのあたりはとっくにわかっていた。

　一線を越えて、絆きずなが深まった同士だからこその悪ふざけ。

　立夏はさっと助手席の方へ体を動かして、すわる征継の膝ひざの上にまたがり、距離を一気に縮めてきた。当然、抱き合う格好になる。

「今夜、征継どのを独占できないのなら」

　これまでと一転して、征継を愛いとおしげに見つめる立夏だった。

「今ここで、すこしお時間をいただいてもよろしいですか？」

「もちろんだ」

「ついでに、私の霊れい液えきをすこし融ゆう通ずうしていきましょう」

「いつもすまないな。立夏どのにはずいぶんと世話になってばかりだ」

「その礼はほかの者に取っておいてください。私はまあ、言ってしまえば征継どのの身内のようなものですし、それに――」

　ここからはもう言葉を使わなくてもいい。

　ふたたび立夏が顔を近づけてきたので、征継はすぐさま彼女の唇をふさいだ。接せつ吻ぷんしながら強く彼女のふとももを撫なでて、その熱を感じとろうとする。

　征継と唇を合わせながら、立夏はもぞもぞ手と体を動かして、ダウンジャケットを脱いだ。

　その下は白いワイシャツだった。

　シャツのうすい生き地じ越しに立夏の肢し体たいと熱い体温を押しつけられて、征継の冷たい心身に霊液のエッセンスが伝わりはじめた。

「……征継どの。も、もうすこし身軽にしていただけますか？」

　軽く照れながら要請する立夏がひどく愛らしい。

　征継は「ああ」とうなずきながら、彼女のワイシャツのボタンをもうふたつほど外して、胸元の谷間がはっきり見えるほどにはだけさせた。

　それから、おもむろにスカートの方へと手をのばした……。




　橘征継に霊液を補給させる儀式。

　補給源となる少女たちに、すくなからぬ体力の消しよう耗もうを強しいる。

　そしてこのときの秋ヶ瀬立夏はひととおり事を終えたあとで、すぅすぅと寝息を立てはじめてしまった。

　東海道総督としての激務続きで、疲れが溜たまっていたのだろう。

　助手席にすわる征継によりかかるように身をあずけ、うたた寝している。いそがしい合間を縫って、立夏は会いにきてくれたのだ。

　今、凜り々りしい女総督はワイシャツに下着だけという格好である。

　スカートとタイツは、征継が脱がせたのだ。素足とふとももの白さがまぶしい。
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　そんな立夏を起こさないよう、征継は右手だけ動かして、隣の運転席から詰め襟の学ランを拾いあげた。

　儀式の途中で、征継も上着を脱いだのだ。

　これを毛布代わりに、眠る立夏の上にかけてやる。

　そのまましばらくの間、彼女を抱きしめつづけていたのだが。征継の方もだんだん意識がぼんやりとしてきた。

　眠くなった、わけではない。征継はハッとした。

　山道に停めた車内で秋ヶ瀬立夏と抱き合っていたのに、いつのまにか眠れる女騎き士し侯こうも車も消失している。

　まわりの景色が――草原のまっただなかに変わっていた。

「俺の過去……前世で見た風景、なのか？」

　疑問形でつぶやく。しかし、確信があった。

　まちがいない。俺はこの風景をたしかに知っていると。

　地平線の先まで続く草原。見わたすかぎり、人工物は存在しない。どこまでも開けた世界の空はひたすらに高く、青く、神こう々ごうしい。

　浮き雲を運ぶ風はおだやかながら冷たく、乾ききっている。

　ひさしぶりに、かつての記憶を幻視しているのだ。霊液補給の直後で神秘力が高まったせいだろう。あとは――

「過去の己おのれについて知ろうと、まじめに考えはじめたからか」

　神しん君くん家いえ康やすと天てん海かい僧そう正じようの秘術によって、征継の記憶は封じられたという。

　その話を聞いて以来、思うようになった。そいつらから記憶を奪いかえせば、俺は今までよりも強い力を使えるようになると。

　ひそやかな決意が失った記憶を呼び起こしているのかもしれない。

「記憶はなくとも……ちゃんとなつかしいものだな」

　この草原こそが己のルーツであり、全てはここからはじまった。

　ふつふつとそういう実感がこみあげてくる。しかも開きかけた記憶の扉から、次々となつかしい人々の面おも影かげがこぼれ落ちてくる。

　――厳しく、雄お々おしく、智恵深い主君の背中。

　――共に血と汗を流した盟友たちの猛たけ々だけしい雄ゆう姿し。

　――血を分けた兄弟たち。絆を分かち合った義兄弟たち。

　――将である己に命と武運を託たくして、どこまでも、地の果てまでもついてきてくれた兵士たち。生涯のうちで数えるほどしか敗北を知らない己に黒星を付けた敵国の勇将。男どもは狼おおかみのように獰どう猛もうで、女たちは牝め鹿じかのようにたおやかだった……。

「なるほど」

　かすかに頰ほおをゆるめて、苦笑いする。

「そういうことだったのか」

　はじめて幻視を見た直後、征継は皇こう女じよ志し緒お理りに語った。

　自分はどうも無能な主君に仕つかえていたようだと。たいして食糧も持たされずに遠征へ送り出されたときの記憶をかいま見たせいだ。

　糧りよう食しよくもろくに調達できないくせに軍を動かす王など、ろくなものではない。

　あのときはそう思った。しかし今、ようやくわかった。

　かつての己が若かりし頃に仕えた国は――おそろしく貧しかったのだ。そのうえ敵も多かった。糧食や軍資金の用意ができなくとも、戦わなければ滅ぼされる。だからこそ兵は飢うえと渇かわきをけなげに堪こらえつつ、将たる己に尽くしてくれた……。

　己の主君はむしろ稀き代たいの傑けつ物ぶつだったというべきだろう。

　そういう逆境にも屈せず、何度負けても不死鳥のごとく再起し、徐々に版はん図とを広げていったのだから。

　そして、若じやく年ねんの頃から王に仕えてきた己は、やがて歴戦の勇士となった。

　つきしたがう軍団もすさまじい強兵に成長した。あらゆる艱かん難なん辛しん苦くに耐えて、一いつ糸し乱れぬ動きで全軍が躍動し、己の采さい配はいによく応こたえてくれた……。

　苦難と激闘、栄達と栄光の日々。何もかもひどくなつかしい。

　だが――征継の心は満たされない。

　ふたたびほろ苦く微笑する。どれだけなつかしくとも、具体的な名前や顔などは一切思い出せない。そこが歯がゆい。

「これが封印の術というわけか」

　徳とく川がわ家康と明あけ智ち光みつ秀ひでの仕掛けによる呪術だという。

　やはり、全てはそこを破るところからなのだ。ゆっくりとかぶりを振る。なつかしい人々の面影はきれいに消え失せていった。

　橘征継はひとりきりで草原のまっただなかに立っている。

　詰め襟の学ランを着て、腰には日本刀――銘めい刀とう・和泉いずみの守かみ兼かね定さだを下げている。

　記憶を失い、皇こう国こく日本のプリンセスに仕える復活者リザレクト。それが今の己だ。かつて旋風ふきすさぶ草原で勇名を馳はせた将はもういない。

「やはり昔の名――俺が何者だったかを思い出さないと駄目か」

　ぼそりと、ひとり征継はつぶやいたのだが。

　そのときだった。腰の銘刀・和泉守兼定がぶうんと震えた。

「なに？」

　征継はいぶかしがる。

　振動の瞬間、土ひじ方かた歳とし三ぞうの銘刀がささやいたようにも感じたのだ。『そいつはどうだかな……』などと、男らしい美声で。

「？」

　征継はじっと腰の鞘さやを眺めた。

　和泉守兼定は何の反応も示さない。今のささやきはただの勘ちがい、か。あるいは幻視のなかにいるからこその幻聴だったのか。

　ともあれ征継は目を閉ざし、荒涼たる草原を視界から追い出しにかかった。

　数時間前、友人の小お此この木ぎ泰たい世せいに語った。維新同盟によって引きおこされた日本の内戦、もうすこしで状況が大きく変わるだろうなどと。

　そろそろ現実にもどるべきだった。

　その時にそなえて、準備をはじめるために。




　尚。

　英国・東海道の密談から三日後に、橘征継の予想は的中する。

　一二月九日。

　この日の未明、皇都東京で日本国の土台を揺るがす大事件が起きるのだ。しかし、征継の予想とすこし異なる点があった。

　事件の当事者たちの名前に《ユリウス・カエサル》はなかったのである。

　のちに『一二・九事件』と称されるようになる大事変。

　主役の名は日本国の現女じよ皇おう・照てる姫ひめであった。

　すくなくとも、表面的には――。




　　　　　　　　　４




　ずんっ。ずんっ。ずんっ。ずんっ。

　ずんっ。ずんっ。ずんっ。ずんっ。ずんっ。ずんっ。

　重々しい足音がアスファルトで舗ほ装そうされた大道をひっきりなしに揺るがしている。

　甲かつ冑ちゆうをまとい、銃じゆう槍そうで武装した青き巨人兵――皇こう国こく日本の主力騎たるレギオン〝神かむ威い〟の軍団が行進中なのだ。

　皇こう都と東京をななめに横切る国道二四六号線での光景だった。

　一二月九日の――午前三時である。深夜であった。昼間の喧けん噪そうがうそのようにしんと静まりかえっている……本当なら、そういう時間帯なのだが。

　重厚な足音を立てて、三〇騎前後の神威が行進していた。

　地名でいえば青あお山やま界かい隈わい。

　日本国女じよ皇おうの住まい・皇こう城じようの外縁部である。

　神威が往ゆくのは路上だけではない。皇城上空にも五〇騎以上。空中で静止し、威圧するように銃槍の先を地上へ向けるグループもいれば、ゆっくりと皇城のまわりを周回しているグループもいる。

　ぶあつい雪雲でおおわれた冬の夜空には、粉雪が舞っている。

　星も見えない夜。しかし都心部だけあって、夜道を照らす街灯は多い。決して無む明みようではないため、深夜でも青きサムライたちの雄ゆう姿しはしっかり見てとれる。

　……一体、何事がはじまったのか？

　夜中だというのに、往おう来らいに出た少数の都民が首をかしげている。

　異状に気づいて、寝床や深夜営業中の店てん舗ぽなどから出てきたのだ。だが、ほとんどの人々が理解していた。

　これはまちがっても軍事パレードなどではない。

　きわめて不吉で、恐るべき緊急事態なのだと。

　レギオン・神威の軍勢はその巨体と禍まが々まがしい雄姿で周囲を圧倒しつつ、しかし、発砲などは一切しないまま、統制の取れた動きで皇城を――

　包囲中だった。

　神威を指揮する騎き士し侯こうらも、もちろん近くにいる。

　軍用車両や翼よく竜りゆうに乗る彼らの間では、せわしなく伝令の管くだ狐ぎつねが行き来していた。

『警視庁本庁舎、制圧完了。現時点では抵抗者なし』

『同じく関東州軍・市いちヶが谷や衛え府ふ、制圧完了』

『皇城近衛このえ府ふ、完了。近衛大将・武たけ田だ卿きようを拘こう禁きん』

『関東将しよう家け、新しん宿じゆく屋敷を制圧。北きた澤ざわ総そう督とくの確保には失敗。追跡の手配を頼む』

『これより皇城一いちノの宮みやに参さん内だいする。女皇陛へい下かにお目通りを願い、われらの壮そう挙きよへのご承認を賜たまわりたき旨むね、申し奉たてまつる……』

　皇城周辺に神威の兵団が現れた――だけではない。

　歩兵と装甲車両より成る地上部隊も、東京各地で〝行動中〟だった。

　軍・警察・官公庁それぞれの中ちゆう枢すう部ぶを押さえ、東京行政府と関東将家、そして皇城の要人らをすみやかに、可能である限りは穏おん便びんに拘束するために。

　この夜、東京では――

　クーデターが勃ぼつ発ぱつしていたのである。




　寝室の外から、ばたばたと激しい足音が聞こえてくる。

　皇国日本の女皇である照てる姫ひめはクイーンサイズのベッドの上で掛け布団をどかして、ゆっくりと上半身だけ起こした。

　腰から下は、まだ布団に入ったままだ。

　ほんの三〇秒前に覚醒したばかりだった。それまでずっと熟睡していた。

　不穏な物音でめざめた……のではない。照姫の守護神というべき存在が念波を発して、警戒をうながしたのである。

　枕元の時計を見る。もうすぐ午前四時だった。

　日本国女皇の寝室だけあって、広い間取りだった。照姫は知らないが庶しよ民みんの――それも富裕な一家が暮らす４ＬＤＫのマンションなどより、ひとまわりは広いのだ。

　その一角に据えた天てん蓋がい付きのベッドが彼女の寝床なのである。

　まず布団から出なくてはと考えた矢先。

「困ります！　なかでは女皇陛下がおやすみに！」

「さ、さがってください――きゃああっ!?」

　ドアのすぐ外で、若い女官たちが大声を出している。

　身近な用を足す『掌しよう侍じ』の役目、照姫は十代の少女のみにまかせている。

　中年以上の者はそばに置かない。女官たちは年功序列で官位を上げ、無自覚な尊大さが鼻につくようになっていく。身近にいられると腹立たしいのである。

　そして、がちゃりとドアが開いた。

　ふたりの若い女官を押しのけて、軍人三名が入室してきた。

　いずれも高級士官用の黒い皇国軍服を着ていた。さすがに女皇の御前へ罷まかり越すだけあって、銃器は持っていない。しかし。

　三名とも、腰に鞘さや入いりの軍刀をつるしていた。

（……皆、ずいぶんと若い）

　ふと照姫は思った。軍人は三名とも若かった。二十代から三十代だろう。先頭に立つ者には見覚えがある。たしか近衛府所属の――騎士侯だったはずだ。

　眉まゆをひそめつつ、照姫は声をかけた。

「そなたはたしか……」

「は。御統みすまると申します」

　深夜の訪問をそらぞらしく詫わびたりはしない。

　なかなかに実直な顔つきと態度だ。そこは感心した照姫だが、ひそめた眉と険けわしい表情を和なごませはしない。

　皇城の内外に戦闘態勢のレギオンと兵士が集つどっていると。

　主君である照姫にしか感知できない念波で、守護者が警告を発している。

　一体、何事が進行中なのか？

　経験のすくない彼女にはすぐに呑のみこめない。だが、女皇としてのプライドがある。弱気を見せるわけにはいかなかった。

　ボロが出てはいけないと、あえて言葉をすくなくして下問する。

「……子し細さいを聞きましょう」

「女皇陛下に皇城よりの退避をご承しよう諾だくいただきたく、罷り越しました」

　何を言うのか、あらかじめ思い定めていたのだろう。

　すらすらと御統騎士侯は奏そう上じようをはじめた。

「謹つつしんで申し上げます。我が皇国は今、未み曾ぞ有うの国難に瀕ひんしております。維新同盟なる賊軍によって国土を陵りよう辱じよくされるのみならず、畏おそれ多くも陛下のおそばにまで奸かん臣しん、軍賊がはびこり、安楽をむさぼっているのです」

「……奸臣？」

「は。御お内ない儀ぎの高級女官。近衛府ならびに関東将家の重臣、元げん老ろうら。彼奴きやつらは皇国の臣として為なすべきことを為さぬ――ばかりか、為そうとする気き概がいすらなく、ただ隣国ローマの言うがままにしているだけ。この奸賊どもを排除し、神しん州しゆうたる皇国日本を護ご持じするため、われらは憂ゆう国こくの同志と共に決起いたしました」

　国の行く末を憂うれい、あるべき姿にもどそうとする国こく士しの熱弁にも聞こえるが。

　照姫は彼の言い分を頭のなかで整理する。

　つまり、これは謀む反ほんなのだ。

　今、女皇照姫のまわりにはべる高官らは結局のところ、皇国の保護者カエサル公とローマ帝国の走そう狗くに過ぎない。自みずから国を救済しようという気概も見けん識しきもなく、いたずらに齢よわいを重ね、自尊心を増しただけの年寄りばかりである。

　そこで、近衛府と関東将家の若手騎士侯が立ちあがったのだ。

　老害どもの手中から女皇という『玉』を奪い取り、自分たちの手で日本を動かすための大義名分をととのえ、ローマとも新たな関係を築いていこうと。

「御み統すまるとやら。そなたと志こころざしを同じくする騎士侯は……」

「私をふくめて七名おります。近衛府からは布ふ木き、衛え寺でら、無む道どう。関東将家からは輪わ志し戸ど、惣そう社ざ、母ぼ間まが馳はせ参じました」

「……七名」

「さらに近衛府第一師団、関東州軍第三師団の地上部隊とも協力し、皇城周辺と新宿・渋しぶ谷や地区にレギオン三〇〇騎を展開中です」

　国士となるべく、七人の騎士侯が立ちあがった。

　照姫は思し案あんする。関東将家と近衛府には、彼ら以外の騎士侯がまだ三〇名近くいる。どこまで勝算があって、今回の謀反を企くわだてたものだろう？

　……ずっと皇城の奥で鬱うつ屈くつした心を持てあましてきたせいか。

　照姫はひねくれ者の自覚を持つ少女であり、しかも冷れい笑しよう癖へきまであった。

　今回の謀反、先行きは決して明るくない。物事を斜はすに見る彼女の目には、どうしてもそう映ってしまう。

（騎き力りよく一千を超す復活者リザレクトでもいるなら、ともかく……）

　照姫は急いで記憶力を呼び起こそうとした。

　さっき聞いた七人の騎士侯、いずれも――五〇から八〇といった騎力の持ち主、だった気がする。そこまで思い出して、舌打ちしたくなった。

（これが藤ふじの宮みやの志し緒お理り殿下なら！）

　プラチナブロンドを天てん龍りゆう公こうより受け継ぐ姫。

　父親の身分はさほど高くない。高等女官らはそれだけで見くだしている。

　だが、照姫は知っている。これが志緒理なら、東京近辺に待機する騎士侯それぞれの騎力程度――きっと全て記憶していると。

　しかも、努力して丸暗記するのではない。

　そうした数字を、すこし見聞きするだけで自然と覚えてしまう質たちなのだ。

　生まれながらの女皇と不遇の皇こう女じよという差はあれど、同じ皇こう家けで育った同士。しかも年齢が近い。ある意味では、幼なじみのような関係だとも言える。

　だから、皇女志緒理の聡そう明めいさを誰よりも承知しているのである。

「陛下。ご聖せい断だんを頂ちよう戴だいしたく存じます」

「…………」

　反射的に、照姫は舌打ちしそうになった。

　つつしみ深く堪こらえたものの、つい目の前の騎士侯をにらんでしまう。

　要請の形を取っているが、実質的には脅迫だ。照姫の返答がどうであろうと、彼らは女皇を寝間から連れ出すつもりで押しかけたはずだった。

　そうでなければ、こんな強引すぎる訪問はすまい。

　世間知らずの女皇であっても、さすがにその程度はわかる――。

（なんと無礼な！）

　己おのれの眉み間けんに険しいしわが生まれていると、照姫は自覚した。

「陛下」

　御み統すまる騎士侯から、重ねて声をかけられる。

　あいかわらずの非礼。彼らの暴走は国を憂える情熱ゆえと思えば、ある程度の寛容さを示してやりたい気持ちもあったのだが。

　照姫は怒りゆえに、その選択肢を捨てた。

　この者たちに然しかるべき報むくいを下さなければ、女皇の威厳に傷がつく。

　しかし、こういう局面で自分たちが頼り切ってきた東方ローマ元げん帥すいは――不在だった。太平洋上の防衛線を再検討すると言って、小お笠がさ原わら諸島まで視察に赴おもむいている。

　今、己の行く末は自分で決めないといけない。

「…………」

　照姫はすこしの間だけ瞑めい目もくし、ひそやかに決断した。

「お願いいたします。よきようになさってくださいませ」

　ぼそりと、つぶやく。

　それを受けて、御統騎士侯が身を乗り出した。

　自分たちに向けての言葉だと――勘ちがいしたのだ。しかし、女皇からの要請を受け取るものはほかにいた。

　寝室の奥にわだかまる闇から、ひとりの人間がやにわに抜け出てきた。

　随ずい獣じゆう・管狐が瞬間移動するかのごとく、忽こつ然ぜんと……。

　彼がまとう軍服はカーキ色だった。皇国日本の黒いそれではなく、大日本帝國時代の軍装である。軍帽をかぶり、両目のあるべき眼がん窩かは青い光を放っている。

　体つきはがっしりとして、顔つきも力強かった。

「将まさ門かどさま！」

　目を輝かせる照姫の前で、《平たいらの将門》は腰に手をやった。

　そこには鞘ごとの日本刀がつるされている。銘めい刀とう・孫まご六ろく兼かね元もと。皇城の武器庫で眠っていた業わざ物ものを、照姫が自ら授けたのだ。

　藤宮志緒理の騎士《土ひじ方かた歳とし三ぞう》が和泉いずみの守かみ兼かね定さだを使うと聞いたためである。

『南な無む……』

　燃える瞳ひとみの復活者リザレクトは腰の刀をあざやかに引き抜いた。

　その唇くちびるから洩もれ出る声はくぐもっており、地の底から響いてくるようにも感じる。唱える言葉も尋じん常じようではない。

『南な無む……八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ……』

　武家の守護神へ捧ささげる咒じゆ言ごんだった。

　その神名のもと、帝國軍服の魔人は銘刀を振りあげる。

「なにやつ!?」

　御み統すまる騎士侯が腰の軍刀を引き抜いた。

　いっしょに寝間へ押し入ってきた軍人ふたりも同様に抜く。三人の若手騎士侯は皆、顔を引きつらせていた。突然の敵出現をまったく察知できなかったからだ。

　その驚きよう愕がくにつけこみ、魔人は仕掛けた。

　ぬるり――と。

　おそろしく速いくせに、蛞蝓なめくじが這はうように音もなく。
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　騎士侯三人の間近まで踏み込むなり、『ひゅるんっ』と木の枝でも振るように銘刀・孫六兼元を横よこ薙なぎに一いつ閃せんさせた。

　銘刀の切っ先は、大きな半円を宙に描いた。

　その半円によって、騎士侯三人がかまえていた軍刀は――三振りとも、なかばあたりで断ち切られてしまった。

　木刀ではない。どれもれっきとした鉄剣である。

「「「!?」」」

　鉄をも斬きり裂く魔剣の技に、騎士侯三人が愕然とする。

　その隙すきに、魔人・平将門は孫六兼元を立てつづけに三度振るう。『ひゅるり、ひゅるり、ひゅるり』という軽やかな太刀たちさばきだった。

　得え物ものを失った騎士侯三人は――あっさり、袈け裟さ懸がけに斬り捨てられた。

　肉が無惨に割れ、血しぶきが舞う。

　ばた、ばた、ばたと倒れていく。皆、即死であった。

「きゃああああああああああああああっ!?」

　寝室の外から一部始終を見とどけた女官ふたり。

　彼女たちの悲鳴だった。だが照姫は冷徹に言いわたす。

「下がりなさい。わたくしと――この御方をふたりだけにするのです」

「は、はいっ」

　女官のひとりがこくこくとうなずく。

　震えるばかりの相方を引っぱって、寝室の前から速歩きで去っていく。素直だった。城の内外での騒乱、今の斬り合いで狼ろう狽ばいしたのだろう。

　照姫と魔人・平将門はふたりきりとなった。

　就寝中だったせいで、照姫はナイトガウンしか着ていない。

　しかし、恥ずかしさはなかった。いつも着替えや湯ゆ浴あみのときは女官に手伝わせて、平気で裸をさらしていたからだ。

　近年では、皇家の姫も当たり前にひとりで着がえたりする。

　だが、照姫はわずか三歳で皇国日本の女皇となった。至尊の存在として生まれ育ち、身のまわりの雑用は全てひとまかせにして生きてきたのである。

「さきほど、御おん身みは警告をくださいましたね？　この者たちの仲間が……皇都中にあふれかえっているのでしょう？」

『…………』

　軍服の魔人は無言だった。眉ひとつ動かさない。

　だが、照姫にはかすかにうなずいたようにも思えた。招来に成功して以来、ずっと口を利いてくれないのだ。

　それでも、照姫の言葉は向こうに通じているらしい。

『南……無……』

　不気味なうめき。

　承諾の意志を示していると、照姫には直感できる。

「あなたの主あるじとして、指令を下します。その者らを蹴け散ちらしてください」

『…………』

「もし、今のままでは力が足りないというのであれば、わたくしの命を多少削けずってもかまいません。あなたに――全てを託たくします」

『…………』

　魔人・平将門。彼の燃える瞳が輝きを増した。

　照姫より全権を託されて、持てる全ての力を解きはなつべく念を高めている。荒ぶる御み霊たまとして、覚醒をはじめたのである。








第二章
魔人覚醒
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　一二月九日――。

　皇こう都と東京は夜明け前から混乱のまっただなかにあった。クーデター勢力の仕掛けた念ねん導どう攪かく乱らんは、皇こう城じようのある青あお山やま界かい隈わいから半径七〇キロ以内をその影響下に置いていた。

　該がい当とうエリア内では無線・念ねん波ぱの使用が不可能となる。

　さらに、クーデター勢力は都心部にある電話基地局も無力化させていた。

　実は一二月九日の深夜三時頃から、都内はテレビジョン電波の受信も電話通信もままならない緊急状況下にあったのだが。

　冬の朝日が昇ってくるまで、まだ数時間はかかる。

　時間帯のおかげで、都民の混乱は比較的すくなかった。

　せいぜい『深夜番組が途中で映らなくなった』『夜よ更ふかししての電話がいきなり断線してしまった』程度のトラブルだろう。

　ただし、例外はあった。

　クーデター勢力がレギオンと地上部隊を展開させていた地域である。

　皇城。近衛このえ軍および関東州軍の都内拠きよ点てん。警視庁。東京行政府の本庁舎など。

　それらの周辺では夜明け前から、激しい戦闘がはじまっていた。クーデター勢力ひきいる神かむ威いの各部隊が襲撃されたのだ。

　当然、異状に気づいて外へ出た周辺住民は戦闘を目撃することになる。

　クーデター側の神威を襲う者。それもまたレギオンだった。しかも、神威とは似ても似つかない型である。

　そのレギオンはカーキ色で、鋭角的なシルエットが猛もう禽きん類るいを思わせる。

　名は〝零れい式しき〟。まぎれもなく日本国所属である。ひきいる武将の名は《平たいらの将まさ門かど》。女じよ皇おう照てる姫ひめの懐ふところ刀がたなにして、守護者であった。




　多くのレギオンがそうであるように、零式も〝銃じゆう槍そう〟を主武装とする。

　長い銃身の下に銃剣を取りつけ、連射速度は一秒間に一〇発ペース。実弾ではなく熱線を放ち、レギオンの甲かつ冑ちゆうをも灼やき溶かす。

　接近戦と銃撃戦の双方で運用できる。それが銃槍だった。

　カーキ色の零式たちも当たり前のように撃ちまくる。狙ねらいは適当でいい。秒間一〇発の連射を雨あられとばかりに敵へ浴びせて、無力化する。

　敵側の神威も同じく、銃槍の連射でどうにか応戦するのだが――

　クーデター勢力が兵を送りこんだ全ての地域で、零式は圧倒的に優勢だった。

　いずれの場所にも、神威の三倍もの零式が投入されたからだ。クーデター側は数と火力の差をくつがえせない。

　青きサムライたちは為なす術すべなく、各地で蹂じゆう躙りんされていく。

　それはいずれも、小戦闘という規模の局地戦だった。

　数にすれば三〇対九〇や六〇対二〇〇といった兵力でのぶつかりあいだ。

　数千騎のレギオンが相打つような大会戦ではないが、平将門ひきいる『女皇の近衛兵団』のデビュー戦であった。

　そして戦場には、痛ましい悲鳴もひっきりなしにこだまする。

「きゃああああっ!?」

「あああああああああああっ！」

「ぅぅぅぁぁぁぁ……ぅぅぅぅぅぅ……」

「あ……ああ……」

「誰か助けて！　助けて！　助け……て――」

　有翼巨兵とも呼ばれるレギオンは自じ律りつ行動する巨人だ。

　自みずからの判断で戦闘し、その身に心らしきものも宿している。巨大な仮面の奥では瞳ひとみが輝き、吠ほえ声や《戦場の歌ウオークライ》という詠えい唱しようまで口元から発する。

　しかし、悲鳴はあげない。涙も流さない。

　このとき都内各地で絶叫し、嗚お咽えつし、逃げまどっていたのは人間たちだった。

　青山や市いちヶが谷やなど戦場となった近辺に在住していた人々である。

　一二月九日、夜明け前の早朝。彼らは大量のレギオンが戦闘駆動する気配や銃槍の連射音などで、異状に気づいたのだ。

　あわててテレビやラジオをつけても、無反応――。

　ひとりで、あるいは家族とともに外へ出て、避難をはじめても、そこは熱線が飛び交う戦場である。流れ弾によって木造・鉄筋問わず、あらゆる建物がふきとばされていく。

　出火やガス爆発も起きる。

　燃えひろがる焰ほのおと煙がさらに彼らを苦しめる。

　今回のクーデター鎮ちん圧あつをするため、零式が投入された各戦闘。

　そのほとんどが地上戦であった。

　クーデター勢力は都心部に点在する東京の要地を押さえるため、神威数十騎ずつを選定した各地へ送りこんだ。制圧ミッション成功後も、クーデター軍の神威は目標建造物を地上でとりかこみ、あるいは低空から監視していた。

　そうした状況で、零式軍団による強襲を受けたのである。

　当然、市街――それも東京という人口密集地帯での市街戦となる。

　戦術的には小規模でも、数十から一〇〇騎以上のレギオンが銃撃戦を繰りひろげれば、街のひとつやふたつ、かんたんに壊滅してしまう……。




「将門さま――ですか？」

「…………」

　皇城地下に位置する水すい霊れい殿でん。

　照姫はうずくまり、神秘力の源みなもとである青い霊れい液えきにつかっていた。

　武家屋敷などが一いつ棟とうまるごと入るほどの広さではあるが、鎮ちん守じゆ府ふ地下の広壮すぎる水霊殿よりもだいぶ小さい。

　皇こう家けの姫のみが使用できる聖域だから、規模は必要ないのだ。

　青い液体で満たされた霊液槽そうの中心にある赤鳥居。そのすぐそばでうずくまっていた照てる姫ひめはゆっくりと、震える足で立ちあがる。

　まだ体に力がもどっていない。震えはそのせいだった。

「将門さま？」

　霊液槽の外で念が揺らぐのを感じて、ふたたび声をかける。

　数箇所で燭しよく台だいのロウソクが燃える以外、光源はない。だが、そのうす暗い一角で念がうごめき、人の姿に変へん化げするのを照姫は見とどけた。

　現れたのは、帝國軍服をまとう魔人・平将門その人である。

　照姫は全裸であったが、例によって羞しゆう恥ち心しんはない。

　いにしえの武人と皇こう国こくの現女じよ皇おう、まっすぐ向き合う形になった。

「…………」

　平将門が唇くちびるをかすかに動かすが、声になっていない。

　自分の霊的資質が低いから聞こえないのか。邪じや推すいしてから、照姫は思い直した。より力のある姫でも同じかもしれない。

　とりあえず恨うらみ言ごとはひかえて、ひとりごとをささやく。

「言葉をしゃべれないというのは、不便なものですね」

「ならば……私めが、ご報告を」

　突然の声に、照姫は心底びっくりした。

　見れば、平将門のななめうしろにいつのまにか軍人が立っていた。

　皇国日本の黒い軍服を着ている。将門がまとう大日本帝國時代のカーキ色ではない。この若い将校の顔――見覚えがあった。

「そなたはたしか……御統みすまるとやら！」

「は」

　驚きよう愕がくを悟られないよう、照姫は精一杯の澄まし顔を取りつくろった。

　なるべく女皇の威厳を出そうとして、尊大に問いただす。

「なぜ、ここにいる？　そなたは先ほど、まちがいなく――」

「将しよう門もん公こうのお手にかかり、討ち死にいたしました。が、公の手足となるべく冥めい府ふより……呼びもどされたのです。今より私めは将門公の部将にございます」

　とんでもない告白だった。

　たしかに御統騎き士し侯こうの顔色、生前（？）よりもずいぶんと青白い。

　そのうえ、両目の眼球は禍まが々まがしい赤色に染まっている。

（本当に死し人びとか化け物のようだわ）

　照姫は啞あ然ぜんとして、将門の顔もちらりと見つめた。

　尋じん常じようならぬ両目は炯けい々けいと青く輝き、その眼光のせいで顔がよく見えない。だが、あいかわらず無表情であることは容易に想像できた。

　照姫はそっとため息をつき、気持ちを切りかえた。

　平将門。皇都東京を守護するための切り札であり、ただの復活者リザレクトではないという。

　死人を甦よみがえらせるくらいの荒技は当然と、割り切らなくては。

「失礼しました。報告とやらを聞きましょう」

「御ぎよ意い。皇都制圧をもくろんだ一党……かつての我が盟友らは、将門公配下の零式が全て粛しゆく清せいいたしました」

「こんな短い間に……さすがですね」

　死人となった御み統すまる騎士侯に向けて、照姫はうなずきかけた。

「では地上にもどります。手を貸しなさい。わたくしは少々……疲れています」

「おまかせを。将門公になりかわり、陛へい下かの御恩へ報むくいる所存にございます」

　二時間ほど前、照姫は平将門に覚醒をうながした。

　だが、やはりというべきか。『皇都東京の守護神』を完全な形で覚醒させるには、最後の一押しが必要だった。

　そこで照姫はこの水霊殿へ降りて、祖父・天てん龍りゆう公こうへ祈願したのである。

『将門公の眠れる力を呼び起こし給たまえ』と。その甲斐かいあって、ついに将門は覚醒を遂とげ、零式なるレギオンをいきなり大量に召集してみせた……。

　しかし代償として、照姫はごっそりと身中の力を失った。

　おそらく、これが〝命を削けずる〟ということなのだろう。この二時間、霊液槽でうずくまる以外は何もできなかった。すこし回復できたのは、青い霊液が神秘力と生命力を補充してくれたおかげである。

　だが、それにしても。

　自分は何年、何十年分の寿命を失ったのか。

　まだ両足が小刻みに震えている。生命力の消しよう耗もうと、死への恐怖ゆえである。

　しかし、これで自分は前へ、今までとちがう世界へ進むことができる。照姫の心に後悔はない。すくなくとも、今のところは。
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　一二月九日未明に発生したクーデター未み遂すい。

　その鎮ちん圧あつは不気味なほど迅じん速そくに進められ、朝にはすっかり収束していた。

　東京一帯に仕掛けられた念ねん導どう攪かく乱らんもつつがなく解除され、テレビやラジオは一斉にニュースを発信しはじめた。『一部の騎き士し侯こうが畏おそれ多くも謀む反ほんを企くわだてたものの、女じよ皇おう陛へい下かとその親衛隊が獅し子し奮ふん迅じんのはたらきでこれを征せい伐ばつした』と。

　報道陣にニュースを提供したのは、皇こう城じようの報道担当チームである。

　公共の電波は、女皇を〝救国のヒロイン〟と礼らい賛さんするニュースで埋め尽くされた。

　だが――。

　皇城のある青あお山やま一帯。市いちヶが谷や。行政機関の集まる永なが田た町ちようなど。

　東京都心部の各地でレギオン同士による激しい地上戦が行われたのだ。

　破壊され、炎上した区画はいち早く封ふう鎖さされたものの、もとの街並みが跡形もなく蹂じゆう躙りんされたことは外からでもうかがい知れる。

　なにより戦場とその周辺では、すくなくない数の犠牲者が出ている。

　テレビをつければ、ほぼ全てのチャンネルで女皇を異様なほどに賛美するニュースを垂れながしている。諸悪の根源はクーデターの首しゆ謀ぼう者しやたちであるとも。

　しかし、である。

　都心部に出入りする人間や、そこで暮らす人々のなかには――首をかしげる者もいた。

　それは一連の報道が一面的すぎないかという違和感ゆえであり、また、皇こう都との空を傲ごう然ぜんと飛びまわる『近衛このえ兵へい』の姿ゆえであった。クーデター勢力の残党を追跡・掃そう討とうするため、数十騎ずつの小隊を組んで、哨しよう戒かい中ちゆうなのだ。

　今回、女皇が投入したという新レギオンの軍勢である。

　身にまとう甲かつ冑ちゆうと衣ころもはカーキ色。青きサムライ・神かむ威いとはまったくちがう。

　装甲面はさほど厚くないうえに、各所が鋭角的に尖とがっている。そのため、おそろしく機敏かつ高速そうな印象があった。

　そして、その姿を見かけた都民のなかには――

「零れい式しき……」

　と、カーキ色の有翼巨兵の名をつぶやく者が大勢いた。

　それは一九二〇年から四五年にかけて、日本が皇こう国こくではなく、大日本帝國と称していた頃の主力騎レギオンであった。

　かつて日本はこの〝零式〟の軍団を次々と国外へ送りこんだ。

　アジアの覇は者しやとなるため、そして米国をはじめとする連合軍打倒のために。

　第二次世界大戦の頃、日本国民はこのレギオンを『神しん兵ぺい零れい式しき』と呼び、国威と武力のシンボルと見なしていたのだ。




　一二月九日、午後四時すぎ。

　青山皇城、大広間――。正式には『正せい殿でん』と呼ばれる場所だ。

　国家の公式行事や儀式、謁えつ見けんなどに使われる。一〇〇名近い女官・文官・武官らを呼びあつめてもまだ余裕があるほどの広さだ。

　格こう子し模様の天てん井じようからは、豪ごう奢しやなシャンデリアが三つも下がっている。

　床一面に深しん紅くのカーペットが敷きつめられていた。

　この正殿に、四〇名ほどの女官・高官らが集合し、位い階かいの順に整列中だった。女皇照てる姫ひめの名の下もとに招集がかけられたのだ。

　なかには近衛大将をはじめとして、クーデター勢力に拘こう禁きんされていた者もいた。

　皆、今回の騒動後、初の出仕である。

　女皇照姫と〝直属の親衛隊〟とやらをのぞけば、誰も鎮ちん圧あつに貢こう献けんしていない。

　ゆえに、ふだんは肩で風を切る高官・重臣らもひどく神妙な顔でひざまずき、悠ゆう然ぜんと玉ぎよく座ざにすわる照姫女皇へ深く頭こうべを垂れているのだが。

　肩身の狭さ以外にも、高官らを困こん惑わくさせているものがあった。

　高等女官の一部はひざまずきつつも、ひそひそ話をしている。

（じ、女皇陛へい下かはなにゆえあのようなものをここに）

（なんとおぞましい……血のにおいがひどうございます……）

（嗚呼ああ！　尊とうとき皇城があのような輩やからの骸むくろで穢けがされるだなんて！）

　居ならぶ重臣たちと、玉座にすわる女皇照姫。

　その間に、黒い将校用の軍服を着た若者――の亡骸なきがらが六つも横たわっていた。クーデターを企図した若手騎士侯たちである。

　六名とも、全て刀で斬ざん殺さつされていた。

　袈け裟さ懸がけに斬きり捨てられた者。胴どう薙なぎにされた者。頸けい動どう脈みやくを断たれた者。脳のう天てん唐から竹たけ割わりにされた者。みぞおちを一突きにされた者。背中から心臓を突かれた者――。

　いずれも一ひと太刀たちで殺されている。ほかに傷はない。

　それだけで、処刑者がすさまじい剣の達人であると察せられる。

　尚なお、六名とも傷口を縫われていた。体も綺麗に清められて、できるかぎり見苦しくないように工夫してあった。が、酸さん鼻びな情景であることはまちがいない。

　そして――。

　玉座にすわる女皇照姫は白い小こ袖そでの上に、桜色の小こ袿うちきを着ている。

　珍しいことに、とても機嫌がよさそうだった。公式行事の席ではいつも陰気な顔つきで微動だにせず、万事に興味なさそうなそぶりなのだが。

　その照姫の右で、武人が直立している。

　大日本帝國の軍服を着て、日本刀をすぐ目の前の床に突き立てている。

　それだけでも異様なのだが、彼の両目は爛らん々らんと青く輝いていた。その光が強すぎて、どんな顔立ちかもよくわからない。あからさまに常人ではない――。

「皆に紹介いたしましょう」

　つんとした澄まし顔ながら、どこか愉たのしそうに照姫は言った。

「此こ度たびの騒そう擾じよう、わたくしは未み曾ぞ有うの国難であると考え、天下随ずい一いちの武人であられる御方をお招きすることにいたしました」

　大広間に集つどった重臣らの視線が〝刀の武人〟へ注がれる。

「この御方の銘めい、皆もきっとご存じのことでしょう。かつて平へい安あんの御み代よで、板ばん東どう一いちの荒あら武む者しやとしてご活躍なさった将しよう門もん公こう――《平たいらの将まさ門かど》その人であられます」

　平将門！　居合わせた一同の間に緊張が走る。

　西暦でいえば一〇世紀、平安時代の武士であり豪族だった。

　関東地方の下しも総うさの国くにを領地としていた。当時、朝廷のある畿き内ない地方から見て、関東の地は東国とさげすまれる辺境であった。

　朝廷に追われる人々を庇ひ護ごしたことがきっかけで謀反人と見なされるようになり、ならばと武装蜂ほう起き。武力による関東独立をもくろんだのだ。一時は関東一帯を支配下におさめ、新しん皇のうと称するまでになった。

　が、武運尽きて討ち死にし、関東王国の野望はあえなく潰ついえた……。

　それが平将門。長く朝ちよう敵てきとして伝えられてきた銘である。

　女皇は狼ろう狽ばいする重臣らを眺めて、ついにはっきりと、愉しげに微笑ほほえんだ。

「皆、心して聞きなさい。わたくしはこれより将門公を新たな近衛大将に任命し、我が懐ふところ刀がたなとして存分に手腕を発揮していただくつもりです」

　ひざまずき、頭を垂れて、玉ぎよく言げんを賜たまわる重臣たち。

　だが、びくりと顔を上げた者たちがいた。現在の近衛大将と関東総そう督とくである。しかし、あわててうつむいてしまう。

　帝國軍服の平将門――その両目に宿る光がさらに強く光るのを見たのだ。

　禍まが々まがしい眼光。
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　魔人の呼び名にふさわしい負のオーラ。

　なにより近衛大将にはクーデター勢力に拘禁された負い目、関東総督には何の貢献もできなかったという負い目がある。

　何か抗弁できる強さと図太さ、両者の心にはなかった。

「ああ。それと此度の事件で、現体制にはなにかと不備な箇か所しよがあるという事実も明らかになったと……わたくしは思います。近くカエサル公のご助言を受けつつ、より機能的かつ柔軟な体制を造りあげるつもりです」

　暗あんに『そなたらの助言は聞かぬ』という通告であった。

　勝利の愉ゆ悦えつと女皇の誇りを胸に抱き、ふたたび照姫はくすりと微笑ほほえむ。

「追って沙さ汰たを出します。さしあたっては――将門公に直じき臣しんとして仕つかえる、近衛府の新たな勇者らを発表いたしましょう」

　すぐ隣にひかえる守護者へ、目配せで合図する。

　魔人・平将門の燃える瞳ひとみが一瞬だけ、赤黒く不吉に輝いた。

　すると、今まで床に横たわっていた六名の謀反人――黒い軍服姿の若武者たちがぎこちない動きで身を起こし、ゆっくりと立ちあがっていく……！

　そのうえ照姫の背後にある御み簾すから、隠れていた御統みすまる騎士侯も出てきた。

　ひざまずく重臣たちの前で、死より蘇そ生せいした七名が一並びになる。

「此度の謀反を企てた七名、すでに将門公の手をお借りして、死罪と処しておりますが。生前の罪をあがなわせるために冥めい府ふより呼びもどし――我が皇国のため、その身を捧ささげさせることといたしました」

　突とつ如じよとして甦よみがえった七名の死し人びと。

　死者の復活を目まの当たりにして、大混乱が起こった。

「わあああああああああああああっ!?」

「きゃああああああああああっ!?」

「人が――死人が――！」

　ひざまずいていた者たちは女官も文官も武官も問わず、一斉にのけぞり、絶叫し、ある者は大広間から転がるように逃げ出し、腰を抜かしたりしていた。全ての者たちが啞あ然ぜん・呆ぼう然ぜんとして、周しゆう章しよう狼ろう狽ばいする始末であった。

　その混乱のなか、ひとり照姫だけがくすくすと笑いつづけていた。




　なんとも奇き怪かいな謁見を終えて、日本国女皇が大広間から帰ってきた。

　控えの間で待っていた隣国・東方ローマの要人たちへ、得意そうな顔を見せる。

「カエサルさま！」

「やあ、我が希望の愛いとし子よ。ずいぶん堂々と振る舞ったものだ」

　女皇を出迎えて、ユリウス・カエサルが笑っている。

　クーデター勃ぼつ発ぱつと鎮圧完了の一報を受けて、すぐに太平洋上より帰還。今日の昼には皇城へ到着していたのである。

　照姫と会うなり重臣たちを招集せよと命じた男は、朗ほがらかに言う。

「君の保護者パトロヌスとして、私も鼻が高い。この皇城と――皇都東京は、今日から名実ともに女皇照姫の所有物ものとなったぞ！」

「それも、カエサルさまのお引き立てがあればこそです」

「とんでもない。いちばんの功労者はやはり君だ。あのような頼りになる御ご仁じんを招きいれた君の見けん識しきと器量……実にすばらしい」

「わたくしごときには、もったいないお言葉です」

　おおげさに賞賛されて、照姫は澄まし顔で礼を言う。

　しかし満まん更ざらでもないのか。いつも陰気な彼女にしては、珍しく機嫌がいい。

　尚、当の〝頼りになる御仁〟は女皇照姫の退室に合わせて、忽こつ然ぜんと姿を消した。彼に仕える七名の死者もいっしょに消え失せていた。

（これでは武人というより……）

　妖よう怪かい変へん化げのようだ。ひそかに衛えい青せいは思う。

　やや離れたところから、カエサルと女皇を見守っていたのだ。

　すぐそばにはアレクシス・ヤン――カエサル元げん帥すい直属の青年参さん謀ぼうがいる。彼にだけとどく声の低さで、衛青はささやいた。

「今回の謀反、首謀者たちの集まりに我がローマの息がかかった者もまぎれこんでいた……そのような話も耳にしたのですが」

「あー。そいつはとんだ御耳汚しをいたしました」

　否定もせずにヤン参謀が苦笑いをする。

「いえね。女皇の近辺でそういう動きがあると聞いて、うちの大将にオレの方から進言したんですよ。この際だから、上手うまく利用しちまいましょうぜって」

「たしかに、女皇陛へい下かのまわりには不要な人材がすこし多すぎるとは」

　気さくな好青年の顔で陰いん謀ぼうを語られて、衛青は肩をすくめた。

「わたしも感じておりました」

「でしょう？　まあ、これでいろいろやりやすくなりますよ」

　西日本と伊い豆ず半島には、いまだ維新同盟が雌伏している。

　その脅きよう威いと効率よく相あい対たいするため、東京と皇城の指揮系統を一新する。そういう思おも惑わくから仕掛けられた陰謀なのだ。

　全ての絵図を描いた英えい傑けつはにこやかに語っている。

「照姫。もうすぐやってくる君の誕生祝い、つつがなく祝福できそうで安心しているよ。誕生祝いの宴うたげはがつんと派手にやりたいところだな」

「ではカエサルさま。わたくしにひとつ名案があるのですけど」

「ほう？」

「血を同じくする皇こう家けのみなさま……藤ふじの宮みやの志し緒お理り殿下もお招きいたしましょう」

「やあ、それはいいな。祝宴もぐっと華やかになる」

「そう言っていただけるものと思っておりました！」

　女皇照姫と衛青、直じかに言葉を交わしたことはない。

　だが、彼女の人となりは承知していた。気に入らないことがあるたび陰気に眉まゆをひそめ、心を閉ざすという印象だった。

　しかし今、女皇は機嫌よくローマの国こく父ふと語らっている。

　平将門なる者の活躍がよほど自信になったのか。見ちがえるほどだ。

　だが、全てはユリウス・カエサルの掌てのひらの上――。衛青は幼い女皇と無力な重臣たちを哀あわれに思い、それから、そんな権力者に振りまわされる民たみのことを不ふ憫びんに思い、そっと小さくため息をつくのであった。
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「女じよ皇おう陛へい下かは……どういうおつもりなのでしょう？」

　征まさ継つぐの主あるじ・藤ふじの宮みや志し緒お理りが怪け訝げんそうにつぶやいた。

　小お田だ原わら駅から東京駅へと向かう高速鉄道の車内である。皇こう女じよ殿下が乗る『御用車両』には志緒理と征継、あとは初はつ音ねの三人だけしか乗っていない。

　尚なお、前後の車両には東海道州軍の護衛兵も待機している。

　入念な警護態勢をととのえたうえで、皇女一行は東京へ移動中だったのだが。

「誕生祝いの祝宴への招待状、急にわたくしへ送られてくるだなんて……。おかげでこちらは渡りに船でしたけど」

　三人掛けの座席のまんなかに、志緒理は腰掛けている。

　征継と初音はそのひとつ前の席をひっくり返して、皇女と向き合う形ですわっていた。だから女主人の『どうにも解げせない』という表情がよく見える。

「まさかとは思いますが――わたくしを東京へ招いたうえで、死を賜たまわるおつもりだとか？　でも、それでは道理が通らないでしょうに……」

　一二月一三日、土曜日の昼前であった。

　皇こう都と東京でクーデター未み遂すいが発生したのは、わずか四日前である。

　そして一昨日の夜、皇こう城じようからの書状が東海道将しよう家けと藤宮志緒理に届いた。近くに迫った女皇照てる姫ひめの誕生日、祝いの宴へ是非お越しあれと。可能であれば、うわさの騎き士し侯こう《橘たちばな征継》を同行させたうえで――。

　考えこむ主君へ、専属女官が声をかけた。

「あのう、姫様。本当におわかりにならないんですか？」

　初音は黒い縮ちり緬めんの和服を着ていた。

　珍しく袴はかまをはいていない。黒縮緬には綺麗な模様があしらってある。梅の枝と花、そしてうぐいすだ。帯は腰のうしろで蝶結びにしていた。

　あまり見かけない和装だが、皇城女官の礼装のひとつだという。

　対して、気品ある洋装の女主人は言う。

「はい。八通りほど可能性を検討してみましたが、どれも決め手に欠けています。これでも悪知恵には自信がある方ですのに」

　ほんのすこし口くち惜おしそうに、志緒理はつぶやく。

「女皇陛下の狙ねらいがどこにあるのか、今ひとつ読めません」

「そんなのかんたんですよー。陛下はたぶん、姫様に自慢したいだけなんですっ」

「えっ？」

「ものすごい復活者リザレクトを家臣に加えて、そのうえ皇都の謀む反ほんを女皇陛下の仕切りでみごとに鎮ちん圧あつしてみせたあとですよ？　たぶん『わたしにだって、これくらい超余裕！』なんて、姫様にアピールしたいのかなーって」

「はあ……」

　明らかに呑のみこめていない主あるじへ、初音は不思議そうに訊たずねる。

「そもそも、姫様は思わなかったんですか？　東海道と箱はこ根ねで名前をあげて、カエサルさまにも認められるくらい出世した今の藤宮志緒理を――皇城で意地悪していた人たちへ見せてやろうとか、見返してやろうとか」

「いいえ、特には」

　あっさり志緒理は即答した。

「わざわざ東京まで出かけて、あのような人たちに意い趣しゆ返がえしなど、無駄な手間でしかないでしょう。時間はもっと有意義に使うべきです」

「なるほどな」

　皇女のさらりとしたコメントに、征継はぼそりと言った。

「女皇が姫を嫌っている理由はこれか。合が点てんがいったぞ」

「初音も。これでもし女皇陛下の方がうちの姫様にコンプレックスとか持ってたら……最悪じゃないかしら？」

　燕えん雀じやくいずくんぞ鴻こう鵠こくの志こころざしを知らんやという。

　知性と霊力にすぐれた藤宮志緒理は、明らかに鴻鵠の類たぐいであろう。

　彼女のまなざしは常に高みへ向けられている。目標を達成するために日頃から思し慮りよを重ね、躊ちゆう躇ちよなく行動に移る。

　目標を『夢』などと曖あい昧まいに言い換かえて、自分をごまかさない。

　だが、そのように振るまえない者の方が世には多い。そして話を伝え聞くかぎりでは、女皇照姫は――やはり燕雀なのだろう。能力だけでなく意識の高さまで、同じ皇こう家けの姫に負けていると自覚があれば。

「まあ、まちがいなく姫がめざわりだろうな」

「姫様って『自分は猫かぶりが得意』みたいにおっしゃるけど、『能ある鷹たかは爪つめを隠す』の方はあまりお上手じゃなさそうだものね！」

「わ、わたくしに問題があるように言わないでください！」

　おしゃべりする間にも、高速鉄道は東京方面へ疾しつ走そうしている。

　もうすぐ横浜というあたりで、志緒理が念ねん導どう術じゆつを使った。手を一振りして、静止画像のウインドウを呼び出したのだ。

「東京へ先乗りした竜りん胆どう先生が送ってくださいました」

　画像はどれも、無む惨ざんに破壊された市街を映していた。

　都心のオフィス街。おしゃれな繁華街。いかにも高級そうな住宅街。ビルや家屋は大小を問わず、熱線で穿うがたれて穴だらけだ。

　黒く煤すすけた火災の跡もある。火事と爆発が原因だろう。

「前さきのクーデター鎮圧時に、戦場となった地域です」

「わあ……聞いてはいましたけど……」

「市街戦になったわけか。名古屋のいくさとはそこがちがうな」

　初音が痛ましげに驚く横で、征継はつぶやいた。

　維新同盟による東海道の州都・名古屋の攻略。あのときも名古屋市内が戦場となった。しかも、より広範囲にわたって。

　だが、銃撃戦の舞台となったのは主おもに高度二〇〇メートル以上の空域だ。

　墜つい落らくしたレギオンの骸むくろなどで、それなりに被害は出ただろう。

　しかし、大軍による銃じゆう槍そうの乱射・応射が市街を襲ったわけではない。深夜の突発的戦闘でもなかったから、避難した市民も多かったはずだ。

「名古屋の攻防戦は――なるべく被害を出したくない東海道軍と、一応は騎士道協定を守るつもりの維新同盟との戦闘です。まあ、もちろん都市部が戦場だった以上、相応の被害は出ておりますけど」

「今回の東京は、そこがちがうと？」

　征継に問われて、志緒理はうなずいた。

「はい。新任の近衛このえ大将……《平たいらの将まさ門かど》であるとうわさの復活者リザレクトに、そのあたりを意識する余裕がなかったのか。あるいは、そういう意識がそもそも欠けているのか」

「でも、将門さまですかー」

　思し案あんする女主人をよそに、初音がつぶやいた。

「なんだか変な感じです。初音の感覚だと『将門さん』って昔の武将というより、神社に祀まつられてる神様みたいな人なんですよねえ」

「そうなのか？」

「菅すが原わらの道みち真ざねといっしょよ、お兄さま。いろいろ怪談だって聞いたんだから」

「怪談だと？」

「こういうの。『京都の河原でさらしものにされた将門さんの生首、故郷の東国へ飛んでもどろうとして力尽きて、墜おちたところが首くび塚づかになっちゃった』とか。『首塚を壊したら将門さんの祟たたりで何十人も死んじゃった』とか」

「ほう」

「あと……ひとつ無視できない情報があります」

　志緒理が新たなウインドウを表示した。

　そのなかで、カーキ色のレギオンが銃槍をかまえている。

　肩・肘ひじ・膝ひざなどの部位が尖とがっており、全体のシルエットは鋭角的だ。皇国日本が主力騎とする神かむ威いよりもさらに細身で、甲かつ冑ちゆうもかなりうすい。

　おそろしく機敏そうなのだが、兵器としては不安なほど脆もろそうでもある。

「平将門なる復活者リザレクトが召集するというレギオンです」

「神威とは全然ちがいますねえ。お兄さまの兼かね定さだとか、初音の九く郎ろう判ほう官がんはほとんど神威と同じ形なのに。ちょっとずるいです」

「ええ。問題はまさにそこなのです」

　うらやましそうな初音のコメントに、志緒理がうなずいた。

「このレギオンの銘めい、公式発表はまだなのですが……実は〝零れい式しき〟といいます」

「ご存じなんですか、姫様？」

「日本国籍のレギオンですからね、一応は」

「一応？」

「我が日本国は第二次世界大戦の頃、国号を大日本帝國と称して、聖せい獣じゆう・大おお国くに主ぬしの命みことを崇あがめておりました。初音も知っているでしょう？」

「もちろんですっ」

　ゆたかなバストを張って、初音が元気よく答える。

「あの戦争で負けが込んで、がたがたになった帝國政府を北海道の朝廷が打倒して、皇国日本は建国されたんですよね。ばっちり歴史の授業で教わりました！」

「零式は――大日本帝國の主力騎だったレギオンです」

「えっ？」

「天てん龍りゆう公こうが皇国日本に神威を授けてくださったように、聖獣・大国主命は大日本帝國に零式を遣つかわしてくださいました」

　レギオン・零式は第二次大戦期の産物である。

　あの戦争を経験した老人たち、軍事マニア、歴史愛好家なども承知している。

「零式も、大国主命も、帝國軍をひきいた復活者の方々も、皇国政府と初代女皇・日ひ美み子こさまが封印したはずなのですけど……」

「ええっ？　じゃあ、その零式を将門さんが使うのって!?」

「平将門を名乗る御方が〝本物〟かはさておき、英国が探し求める聖獣の行方ゆくえと――深い関係があるのはまちがいないでしょう」

　初音を啞あ然ぜんとさせた皇女殿下の昔語り。

　なんともきなくさい話を聞いて、征継はつぶやいた。

「平将門、か」

　今回の騒動以前、名前程度しか知らなかった。

　一応、くわしい事績も教えてもらった。平へい安あん時代の武士であり、関東地方を制覇した豪族だったという。

　平清きよ盛もりが武家の棟とう梁りようとなる二〇〇年以上前、時の天皇に謀反を起こした。

　そんな男が、今こん世せいでは日本国女皇の守護者となる。

　これを皮肉と言うべきか。何か必然があって、そうなったのか。

　いずれにせよ、その男のいる皇都東京まではあと数十分で到着する。そして、橘征継の記憶を封じた張本人も同じ都に――。




　　　　　　　　　４




　皇こう女じよ一行は東京駅にて、関東鉄道の駅員らに出迎えられた。

　彼らに先導されて、丸まるの内うち中央口へ向かう。駅員らが駅利用者の人混みをかきわけ、十分なスペースを確保してから、護衛部隊と皇女一行が進むのである。

　もちろん橘たちばな征まさ継つぐと初はつ音ねもいっしょだ。

　当然、大勢の人々に目撃されることとなる。

　麗うるわしい皇女殿下の姿を見送りつつ、嘆たん声せいを洩もらす者も多かった。

（あの藤ふじの宮みやの皇女殿下……）

（ニュースでもやっていた、あの……）

（いっしょにいるのは殿下の騎士だという……）

（土ひじ方かたの――歳としさまにちがいないわ！）

　一日に数十万人が利用する巨大ターミナル駅。

　しかも、ちょうど昼食時。ホームから出口までの短い道中でも、おそろしくたくさんの人々から注目された。

　ここ数カ月の間に、志し緒お理りの知名度がそれだけ上がっていたのだ。

　駿河するが市と箱はこ根ねでの功績がある。新聞や週刊誌、テレビなどのマスメディアがそれを大々的に喧けん伝でんした。さらに、土方歳とし三ぞうではないかともうわさされる騎き士し侯こうまで味方につけ、腹ふく心しんの部下として召しかかえている――。

　尚なお、征継も一応、礼装だった。

　いつもの黒い学ランに浅あさ葱ぎ色の陣羽織、腰に和泉いずみの守かみ兼かね定さだをつるしている。

　この一行を見つめる目はどれもおおむね好意的だ。

　それは不遇の皇女がついに果たした、皇こう都とへの凱がい旋せんでもあった。

　数カ月前とはちがう。東京都民は志緒理の美び貌ぼうと聡そう明めいさ、そして際きわ立だった功績をよく承知している。

　駅から皇こう城じようへの移動も、皇こう家け専用の送迎車を使うわけだが。

　その一台の前後を一〇台ほどの護送車で挟み、万全の警備態勢をととのえている。

　これも以前はなかったことだという。皇女志緒理は東京を出ることで、自みずからの価値と知名度を爆発的に高めてみせたのだ。

　そして、東京青あお山やまの皇城へ到着。

　都心でありながら緑あふれる庭園が広々と設もうけられている。

　その中心に建つ、白はく亜あの欧おう風ふう宮殿。皇城の本丸というべき表宮殿である。玄関口に当たる車寄せには噴水があり、その前で皇女一行は車を降りた。

　志緒理のうしろに征継・初音が続く。

　それを出迎えるのは、皇城勤めの女官――二〇〇名ほど。

　高位の者は白い袿うちきという上着に赤い袴はかまという、巫女みこ装しよう束ぞくに似た礼装。下位の女官は黒くろ縮ぢり緬めんの着物（ちょうど今、初音も同じものを着ている）に赤い袴を合わせている。

　皆、深々と頭こうべを垂れていた。

（あの、姫様）

（何でしょう？）

（皇城にいる間、ちょっとお暇ひまをもらってもいいですか？　ここで女官見習いをやってた頃のお友達とか知り合いに、あいさつしてこようと思って）

（そういえば、初音は皇城勤めの経験もありましたね……）

　皇城の正面入り口へ、志緒理は堂々たる足取りで進んでいく。

　その途中でうしろに続く専属女官から、ひそひそと声をかけられた。聡明なる皇女は歩みを止めず、振り返りもしないまま答える。

（でしたら初音。このあと、すぐに旧知の方々を訪ねなさい）

（えっ、いいんですか？）

（ええ。ただし、あからさまにならないよう注意しながら――皇城内の情報を集めてくるのです。今回のクーデター騒ぎ、女官たちはどう思っているのか。女じよ皇おう陛へい下かや平たいらの将まさ門かど公こうのことをどのように考えているか……）

（それってつまり、女スパイですね!?）

（はい。頼まれてくれますか？）

（おまかせください！　ばっちり任務遂すい行こうしてきます！）

　爛らん々らんと目を輝かせる初音。鷹おう揚ようにうなずく志緒理。

　女子たちのやりとりを聞きながら、征継は目配りを鋭くしていた。

　これも復活者リザレクトゆえの直感か。不穏な気配を感じて、首の裏側がちりちりとする。鳥肌が立っているのだ。

　まさか、ここにうわさの《平将門》がいるからなのか？

　敵地のどまんなかへ来たことを実感しながら――

　征継はついに皇城の内部へ足を踏み入れた。




「おひさしゅうございます、志緒理殿下」

　女皇照てる姫ひめの第一声であった。

「お変わりなきようで安心いたしましたわ。東海道ではすばらしいご活躍をされているとの報しらせ、照姫は我が事のようによろこんでおりました」

「もったいないお言葉を賜たまわり、天にも昇る心地です」

　藤宮志緒理はおっとり微笑ほほえんでみせる。

　こちらはこちらで〝完全無欠の猫かぶり〟状態。いかにも温室育ちのプリンセスという体ていで人畜無害を装よそおっている。

「でも、本当に安心いたしました！　せっかく志緒理殿下がローマからお帰りになっているのですから、今年の誕生日には是非ご出席いただこうと前々から計画していたのです。こうして無事に皇都までいらしていただけて……感無量でございます！」

　目が笑っていないくせに、女皇はくすくす微笑んでいる。

　対する志緒理の方も、非の打ち所のない愛想笑いをさらりと返している。

「ふふふふ。陛下の仰おおせとあらば、地の果てからでも必ず帰国してみせます。いつなりと招待状をお送りくださいませ」

「まあ。うれしいお言葉ですわ！」

　高貴な姫同士で雅みやびに社交辞令を応酬し合っている。

　征継はこのやりとりを女主人のやや後方で聞き流していた。大広間〝正せい殿でん〟での、謁えつ見けん中である。初音は控えの間で待機中だ。

　幼い女皇は小高い壇の上の玉ぎよく座ざにすわり、群臣を見おろしている。

　その尊大な視線を浴びる側は高位の女官・武官・文官――日本最さい高こう峰ほうの貴き顕けんたち。だが、整列する彼らは一様に暗い。生気がない。

　ひとり残らず悄しよう然ぜんとうつむき、息をひそめている。

　征継はひそかに思った。

（全員、死んだ魚のような目つきだな）

　この群臣の列から、志緒理と征継はふたりだけで進み出ている。

　女皇照姫の御前で皇女は猫かぶりの淑しとやかさを見せ、そのうしろで〝土方歳三の再来〟は黙然とひかえる。

　とはいえ、征継もただ突っ立っているわけではない。

　時折、女皇照姫の右後方にたたずむ近衛このえ大将へ視線を送っている。

「…………」

　皇国日本ではなく、大日本帝國の軍服をまとう武官。

　彼はこれまで、まったくの無言であった。

　そして、おそらく無表情。双そう眸ぼうが炯けい々けいと青い光を発している。その輝きが――燃える瞳ひとみが表情を隠してしまっていた。しかし。

　ひそかに征継はうなずいた。

　この燃える瞳。見覚えがある。

　一〇日ほど前、リチャード獅し子し心しん王おうが箱根へ攻めこんできたとき。ボロボロの黒衣で身を隠したレギオンが現れた。そのフードの奥で燃えていた瞳。今、皇城で対たい峙じしている新参の近衛大将とまったく同じなのだ！

　この男こそ新たな女皇の守護者、《平将門》であるという。

　征継のまなざしを受けても、謎の平へい安あん武む者しやは何の反応も示さない。

　そして、ふと気づいた。群臣たちが皆、うつむいているのは――平将門の燃える瞳と目を合わせたくないからだと。

　彼らはこの妖あやしげな魔人を極度に畏おそれているのだ。

　まるで視線が合うだけで殺されてしまうとでもいうように……。

（なるほど）

　声に出さずにつぶやいたあとで。

　征継は「？」と首をかしげた。いつのまにか平将門の燃える瞳が――こちらに向けられていたのである。まだ一言も口を利きいていない橘征継へ。

（ほう）

　共に、皇家の姫を主君とする復活者リザレクト同士だからなのか。

　あるいは、べつの理由があるのか。とにかく、復活せし平将門公は橘征継にただならぬ興味を持っているようだった。ただし。

（こいつに……人間らしい感情があればの話だが）

　平将門の燃える瞳。青き輝きを宿す魔性の双そう眸ぼう。

　そこからは何の感情も読み取れない。まばたきのひとつもせずに、じっと征継を見据えるだけである。人というより獣けもののようであった。

　そう。隙すきを見せれば即座に襲いかかってくる――肉食獣の目だ。

　今まで出会った復活者の誰ともちがう。まあ、そもそも冥めい府ふから甦よみがえった死にぞこないというだけでなく、両目が光るような〝バケモノ〟でもあるのだが。

（すこし、試すか）

　ふと思いついて、征継は念を高めた。

　あたかもレギオンを召集する直前であるかのように。

　戦闘準備完了のブラフ。さらに、平安武者の燃える瞳をふてぶてしく受けとめて、こちらも傲ごう然ぜんと視線を返す。安い挑発だった。

　まあ、これがカエサル元げん帥すいやエドワード王子なら気にもとめまい。

　しかし、平将門は――対抗するように念を高めてきた。

　あちらも戦闘準備に入っている。打てば響くような反応のよさ。いにしえの勇将というよりも気性の荒い獣という方がやはりしっくりくる――。

　そして、ひとつ思わぬ反応があった。

「……将門さま？」

　女皇がびくっとして、かたわらの守護者を見やった。

　今まで志緒理と社交的会話をつづけていたのだが、復活者リザレクトふたりの放つ念に気づき、中断してしまった。がんばって雌め狐ぎつねぶろうとしているものの、まだ未熟なのだ。ささいなことでボロが出る。なかなか可愛かわいらしい。

　思わず征継は頰ほおをかすかにゆるめて、微笑した。

　一方、皇女志緒理は――

「やっぱり、ひさしぶりにお目にかかると話も尽きないものですね。お願いがございます、陛へい下か。今夜か明日にでも、お時間をいただけないでしょうか？」

　隙を突いて、さらりと話題を変えた。

　親族との再会をよろこぶ無邪気な少女の顔で、朗ほがらかに訴える。

「お食事でもしながら、心ゆくまでおしゃべりいたしましょう。よろしければ、そちらの御方も是非ごいっしょに」

「……将門さまも？」

「はい。共に女皇陛下を支える同志として、お話をさせていただきたいのです」

　そちらの御方。志緒理はにこやかに平将門を見つめていた。

　今も征継とにらみ合う謎の復活者を。主あるじである女皇は反射的に考えこんでいた。即座に承しよう諾だくできない、あるいはしたくない理由があるのだ。

　ならばと志緒理がさらに言葉を重ねようとした、そのとき。

「食事か。それはいい提案だな！」

　不意に横合いから声をかけられた。

　張りつめた場の雰囲気をあえて無視する明朗さ。

　見つめ合う女皇と志緒理に悠ゆう々ゆうと近づいてきた――英雄カエサルの第一声だった。女皇への不敬とも取れる突然の登場だが、文句を言う者はいない。

　彼こそがやはり皇国日本で最高の実力者なのだ。

「その席にはもちろん私も呼んでくれるんだろう？　藤宮志緒理、橘征継……東海道をみごと盛りかえした若き英えい傑けつたちと、我が愛いとし子である照姫が親しく語らうという。ユリウス・カエサルだけ除のけ者にしてほしくないのだがね」

「当然でございます、カエサルさま。では」

　志緒理は淑しとやかに微笑んでから、如じよ才さいなく付け足した。

「どうせでしたら、皇都においでだという衛えい青せい将軍もお招きして、英雄集結の宴うたげといたしましょう。もちろん将しよう門もん公こうにもご参加いただいて」

「ああ、それなのだがね」

　カエサルは悪戯いたずらっぽく、にやりとしてみせた。

「女皇の聖誕を祝う日まで、近衛大将どのは少々いそがしい。運よく都合がつけば参加するという形でもかまわないだろうか？　なにしろ彼には――二千騎ものレギオンを召集し、パレードを華々しく盛りたててもらう予定なのでね」

　二千騎？　征継は瞠どう目もくした。

　エドワード王子のような英雄でさえ、騎き力りよくは一二〇〇台。騎力二〇〇〇超というのは破格すぎる能力だった。

　志緒理も驚いたらしく、すぐに確認する。

「それは……カエサル公とごいっしょに、ということでございますか？」

「いいや。私はその日、大いに怠なまけさせてもらうつもりだ」

　色気のあるウインクと共に、カエサルはうそぶく。

「我がケントゥリアは美しい勇者たちだが、やはりローマの兵だ。日本国女皇の祝祭にふさわしいとは言えない。だから日本の古き伝統を受け継ぐ零れい式しきなるレギオンを二千騎――平将門公に召集していただくのさ！」

　この長ちよう広こう舌ぜつの間、当の平将門は一言も発しなかった。

　ただ燃える瞳で征継と――そして、新たに闖ちん入にゆうしてきた英雄カエサルをじっと見つめて、肉食獣めいた気配を漂わせるだけであった。








第三章
皇都の軍神たち
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　皇こう女じよ志し緒お理りの上京から三日後。

　ついに一二月一六日、女じよ皇おう照てる姫ひめが一四歳を迎える記念日となった。

　皇こう城じようからも近い渋しぶ谷や区・新しん宿じゆく区では、封ふう鎖さした幹線道路を軍楽隊が練り歩き、にぎやかな楽曲を演奏してまわっている。

　都内のスタジアムや野外劇場はどこもイベントで盛況だった。

　人気歌手やアイドルグループのライブ。ダンス、バレエ、演劇、ミュージカル、オペラなどの舞台。さらには歌か舞ぶ伎き、能のう、狂きよう言げん、日本舞踊といった伝統芸能まで――。あちこちで『女皇陛へい下かに捧ささげる記念講演』が催もよおされているのだ。

　それが都内のお祭りムードを大いに盛りあげている。

　また、この日はよく晴れていた。

　おあつらえ向きの青空に、花火が『どんっ、どんっ！』と何度も打ちあげられる。

　全ての地上波テレビ局が都内のにぎわいを生中継する。

　おかげで〝雰囲気作り〟は万全だった。人口一千万を超す皇こう都と東京がこぞって女皇の記念日を言こと祝ほいでいる――という雰囲気である。

　しかし、それでも。

　街を往ゆく人々が表情を暗くして、そっと目を伏せる。

　そんな一幕もたしかにあった。それは特別封鎖地域――先のクーデター未み遂すいで戦場となった市街の前を通り過ぎるときであったし、上空をレギオンの大部隊がゆっくり飛び去っていくときなどであった。

　女皇を言祝ぐ皇都の空は、レギオン〝零れい式しき〟の独どく壇だん場じようだった。

　彼らは三〇〇騎ずつの編隊を組んで、都内八箇所に散らばっている。そうして、それぞれの担当地域を巡回飛行しているのである。

　女皇直属の近衛このえ軍団たる、カーキ色のレギオン。

　その雄ゆう姿しを民たみに見せることが目的なので、速度は出さない。所定のコースを延々と飽きもせずに飛びつづける……。




「三〇〇騎ずつの零式が八隊いるってことは、ええと」

　初はつ音ねは指折り数えて、啞あ然ぜんとした。

「全部で二四〇〇騎!?　将まさ門かどさんの騎き力りよく、どうなってるの!?」

「二千騎の大軍団で皇都の空を埋め尽くす……ハッタリではなかったようじゃな」

　昼酒をちびちびやりつつ、竜りん胆どう先生が言う。

　東京南みなみ麻あざ布ぶの藤ふじの宮みや離り宮きゆう、客間のひとつである。床とこの間まのテレビが中継する都内のにぎわいに、零式の群れ飛ぶさまが映ったのである。

　尚なお、この離宮は皇城とちがい、公く家げ屋敷風の由ゆい緒しよある和風建築。

　先生が寝泊まりする客間も和室で、昼酒を愉たのしむためのお猪ちよ口こ、徳とつく利り、おつまみなどはケヤキの座卓に載のっていた。

「カエサルの禿はげ頭どのでさえ、騎力は一五〇〇あたりじゃ。ここまでとんでもない復活者リザレクトが日本に眠っていたとは……胡う散さんくさすぎて、せっかくの酒が不味まずくなる」

　米所である新潟きっての銘めい酒しゆ《極上景かげ虎とら》。

　その芳ほう醇じゆんな甘みを味わいつつも、竜胆先生は仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

「まあ、維新同盟の進撃におびえる民たみにとっては、朗報かもしれんがな」

「でも先生。あの零式を見て、心配そうな顔をする人も結構いるわよ」

　不思議そうに初音が言う。

「皇城と行き来する送迎車の運転手さんとか、賢かしこ所どころのお局つぼねさまとか。将門さんの着てる昔の軍服や零式の話になると、すごく微妙な顔するんだから」

　皇城内で情報収集せよ――。

　ここ二日間、初音はきちんと指令を遂すい行こうしていたのだ。

　対して、『わざわざ東京に先乗りしたせいで疲れたのじゃ』とのたまい、皇女の到着直後から怠たい慢まん気味の念導精霊ジーニーはつぶやく。

「そやつらはわしと同じで、年寄りなんじゃろうよ」

「当たり。よくわかったわねえ」

「ふん。英雄戦争……新帝国の皇帝ナポレオンとカール大帝が相打った第二次大戦で、日本の民たみ草くさはずいぶんと苦しめられたからな」

「知ってるわ。大日本帝國なんて名乗って、いろんな国に攻めこんで、悪の帝国をやってたんでしょう？　そのとばっちりで男の人たちがみんな軍に取られて、国中の食糧もほとんど軍隊にまわされて」

　一九三〇年代から一九四五年にかけての第二次世界大戦。

　あの時代、レギオンは〝決戦兵器〟という位置づけであった。

　有翼巨兵の軍団を常時稼働させるための『水すい霊れい殿でん』と『人造霊れい液えき』が当時は存在せず、ここぞという局面でしか運用できなかった。主力兵器はあくまで戦車・砲弾・航空機・潜水艦などであり、大量の兵へい卒そつなくして軍隊は機能しなかった。

　今こん日にちとは、戦争の方法がまったく異なる時代だったのだ。

　ほろ酔いの勢いか、竜胆先生はさらに言う。

「大昔の兵器写真を眺めて涎よだれを垂らす数す寄き者ものならば、いざ知らず。零式が国の威信とやらをかけて無謀ないくさを繰りかえしておった時代の生き残りは……ふん。あまりいい気分にはなるまいよ」

　初代女皇・日ひ美み子こに仕つかえた元げん勲くんとしてのつぶやきだった。そして、このとき。客間のふすま越しに、外から声がかけられた。

「失礼しやす、先生。そのことでひとつ報告があるんですがね」

「あら、お父さま」

　初音がふすまを開けると、ひげ面づらの大男が正座していた。

　橘たちばな玄げん蔵ぞう。初音の父だが、娘とは似ても似つかない強面こわもてである。しかも身長一九〇センチで体重一〇〇キロ。プロレスラー顔負けだ。

　これでも藤宮離宮の執しつ事じにして、橘一族のまとめ役だった。

「こんな大軍を呼び出す新任の近衛大将の銘めい……当分の間、一般公開されないことになったそうで……。それも女皇陛下のご指示で」

「ふうむ」

　竜胆先生は腕組みした。

「皇家に叛はん逆ぎやくした咎とが人びとで、しかも名うての怨おん霊りようでもある平たいらの将門……。その名を出すのはさすがにまずいと、今きん上じよう陛下も考えられたのだろうな」

「でも、皇城に出入りするお偉えら方がたにも口の軽いやつはいますぜ」

　廊下で正座したまま、ぼそっと玄蔵はつぶやく。

「そういう輩やからが将しよう門もん公こうの銘をうっかり洩もらしかねねえ。それに、一般市民でも皇城で起きた騒ぎを聞き知っている事情通はすくなかありません。正直、下手へたに隠いん蔽ぺいする方がまずい情報だと思いますがねえ」

「今上陛下はいわゆる世間知らずであられる」

　竜胆先生は徳利をかたむけた。だが、一滴も出てこない。先生はむぅと眉まゆをひそめて、初音へ目配せする。

「仕様がない、と申すべきかのう。己おのれの指示がどのような影響を世におよぼすか、いまひとつわかっておられない」

「仕方ないと初音は思うわ。生まれながらの女皇さまですもの」

　初音が空からの徳利を取りあげて、廊下の父に手渡した。

　肩をすくめて、玄蔵は台所の方へ歩いていく。酒の追加のためだった。竜胆先生はようやく満足そうにうなずいた。

「たしかに。その辺がうちの姫とはちがうところじゃ。あれも正しよう真しん正しよう銘めい、温室育ちの姫君ではあるが、一応、異国のローマで苦労もしておる」

「向こうではほとんどのことをひとりでやってらしたのよね、姫様」

「それにしても、平将門か」

　空のお猪口を未練がましく見つめて、竜胆先生は言った。

「あの頃、暴走する帝國を支えた両翼といえば真さな田だ信のぶ繁しげ、楠くすの木き正まさ成しげの二英雄じゃ。平将門などという男の話はまったく聞かなかったぞ」

「そういえば将門さん、死んでる人をみんなの前で甦よみがえらせたそうだけど……」

　皇城に出入りする貴人は今、ほとんど〝死んだ魚の目〟になっている。

　魔人・平将門への恐怖ゆえだ。そのきっかけになった大事件。一般への口こう外がいが厳禁されているため、皇都のセレブ界かい隈わいでのみ語られている。

　初音はもちろん聞き知っていた。

「やっぱり武ぶ勲くんかしら？　初音の『軍団を瞬間移動させちゃう』みたいに」

「それについては思うところがいくつかある。祭りのあとで、あやつらに訊きいてみるとしよう。おそらく、なにかしら知っておる」

　新たな徳利をお盆に載せて、橘玄蔵がもどってきた。

　それをちらりと見て、竜胆先生は言う。

「もうすこし呑のんだら、わしらもそろそろ出かけるか」

「じゃあ、録画の準備をしておかなくちゃね。もうすぐ姫様も映る頃合いよ」

　初音はテレビ画面を見つめていた。

　女皇聖誕の祝祭を生中継する特別番組。正午を迎えて、いよいよ皇城での式典を放映しはじめていたのだ。




「高たか天まの原はらに神かみ留づまります、皇すめらが親むつ、神かむ漏ろ岐ぎ、神か漏むろ美みの命みこともちて、八百万やおよろづの神かみたちを神かむ集つどへに集つどへ給たまひ、神かむ議はかりに議はかり給ひて、我あが皇御孫すめみまの命みことは豊とよ葦あし原はら瑞みず穂ほの国くにを安やす国くにと平たいらけくしろしめせと、事こと依よさし奉たてまつりき、此かく依よさし奉たてまつりし、国くぬ中ちに、荒あら振ぶる神かみたちをば神かむ問とはしに問とはし給ひ、神かむ掃はらへに掃はらへ給ひて……」

　天上の神々へ捧げる祝詞のりとであった。

　正午――太陽が中天の最も高い位置に達する刻限を待って、皇城内の賢所では皇霊祭がはじまっていた。

　主役である女皇照姫は白いドレス姿である。

　頭には輝くダイヤモンド入りのティアラを戴いただくだけではない。肩に長い――おそろしく長い純白のマントを羽織っている。

　裾すそが地面を擦するほど長く、四人の少年がマントの端を捧げ持ち、保持していた。

　彼らは皇家の姫も通う皇こう立りつ学院小等部の生徒であった。

　そして、照姫の右斜めうしろに古代ローマの赤い長衣をまとう大英雄カエサルが陣取り、にこやかに女皇を見守っている。

　整然と居ならぶ群臣と中継のテレビカメラを前にしての光景だった。

　なかなか〝絵になる〟。しかし、征まさ継つぐは思う。

（気の毒なことだな）

　女皇の容姿に文句をつける者はそうそういまい。

　生まれと身分を抜きにしても、まあまあ可愛らしい少女なのだ。ととのった顔立ちをしている。華きや奢しやな体つきも可か憐れんだった。

（だが、華はない）

　照姫の暗い顔つきのせいかもしれない。

　存在感がうすく、記憶に残りにくい少女と言いかえてもいい。

　ミスコンの責任者もつとめた男の目には、どうしてもそう映る。対して、にっこり儀式を見守る皇女殿下は――おそろしく目立つ。

　祖父・天てん龍りゆう公こうから受け継いだプラチナブロンドの威力もあるだろう。

　しかも聡そう明めいで、弁べん舌ぜつもさわやか。藤宮志緒理の存在感を無視することはかなりむずかしいはずだった。

　各テレビ局のカメラも、ちょくちょく皇女志緒理を被写体にしている。

　征継は女主人と、すぐうしろにひかえる己おのれへ注がれるマスコミ陣の念と視線――騎き士し侯こうの超感覚で感じとっていたのである。

　ただし。

（正直、眠気を堪こらえるのがむずかしい式典ですね……）

　当の姫君はこっそり、征継にだけ聞こえる音量でささやいていた。

　みごとに猫をかぶって、『女皇陛下の記念日を心から祝福いたします！』という表情でほんわかと微笑みつつ。

（天龍公とちがって、天照大神あまてらすおおみかみはどんなに祈りを捧げても応こたえてくれません。あまり意味のある儀式ではないというのに）

　今日の志緒理は淡い桜色のドレスを身につけている。

　主役はあくまで女皇陛下。衣装の色がかぶらないよう、白は避けた。照姫のように人目を惹ひく長マントも使わず、ティアラも宝石の小さいものを選んだ。

　だというのに、志緒理の方が華やかに目立っている。

　これでは嫌悪されるはずだ。尚、征継の方は将校用の黒い軍服を身につけている。公式行事であるため、正式な礼装だった。

（征継さま。わたくしたちの本番は夜――陽ひが沈んでから、です）

（本番……？）

（はい。今朝、わたくし宛あての手紙が離宮に届きました。『今宵こよい、以前に御お目め見み得えした場所でお待ち申し上げる』と。差出人の名前はなし。でも察しはつきます）

（たしかに）

（そのような事情です。夜まで適当にやりすごしましょう）

（了解です）

　いささか不誠実な主あるじの命令に、征継もささやき声で応えた。

　上京してからの二日間、女皇誕生日の準備でひどく忙しかった。本来の目的をいったん棚上げして、皇国臣民としての義務を優先させていたのだ。

　結局、女皇との会食もまだ実現していない。

　しかし、その足踏みもそろそろ終わるようであった。

（それにしても……あくびを堪えるのが大変で、わたくし、困ってしまいました。本でも読めればいいのですけど）

　麗うるわしき皇女殿下の不ふ遜そんすぎる独白。

　テレビ・新聞の撮影班も意識した笑顔をキープしつつの妙技であった。




　　　　　　　　　２




　女じよ皇おう聖誕の日もついに午後六時をまわった。

　皇こう城じようでは、一時間前から祝いの立食パーティーがはじまっている。

　儀礼の場である正せい殿でんは中庭に面しているのだが、その先にもうひとつ大広間がある。こちらは豊ほう麗れい殿でん。今宵こよいのパーティー会場であった。

　和洋中の美味・珍味がテーブルにずらりとならんでいる。

　礼服や和服で華やかに装よそおった貴き顕けん・貴婦人たちが酒杯を片手におしゃべりしたり、知人を探してふらふらしていた。

　東方ローマ帝国の軍人・文官も多い。

　人々の中心にいるのは椅い子すにすわった女皇照てる姫ひめ――。長すぎる礼装のマントを脱いで、清せい楚そな白いドレス姿である。

「さあ諸君、夜は長い！　敬愛措おくあたわざる女皇陛へい下かが退屈するような事態になれば、われらの大失態だぞ。どんどん来るといい！」

　女皇のそばに寄りそう〝保護者パトロヌス〟カエサルの呼びかけだった。

　それに応こたえて、出席者たちが続々と照姫の前へやってきて、列を作っていた。彼女に誕生祝いのあいさつを述のべるためだ。

　尚なお、皇こう都と東京の貴顕淑女たちはこのところ、ずっと精彩を欠いていたわけだが。

　列に立つ者は皆、一応はにこやかに談笑していた。

「今夜ばかりは、さすがに持ちなおしたふりをしていますね」

　壁かべ際ぎわから場内を眺める志し緒お理りのコメントだった。

「せっかくの誕生祝いで陰気な顔をしていたら、それこそ女皇陛下や近衛このえ大将閣かつ下かに目をつけられると……警戒しているわけです」

「たしかに皆、目が笑っていない」

　主あるじのそばで待機中の征まさ継つぐはうなずいた。

　女皇の御前に集まる日本人たちが顔に貼りつけている明るさと笑みはどこか硬そうで、まるで仮面だった。大だい元げん帥すいをはじめとするローマ人の多くが自然体でパーティーを楽しんでいるため、ちがいがよくわかる。

　ここ皇城では、なんとも奇妙な仮面舞踏会が進行中なのだ。

　ちなみに――そんな家臣らを眺めて、女皇照姫はひどく機嫌よさそうだった。

「今日の主役として、幸福の絶頂を味わっている……。素直に考えれば、そういうご心境であられるわけか」

「素直に考えていないおっしゃりようですね、征継さま」

「これは完全に邪じや推すいですが」

　征継はぼそりと告白した。

「女皇陛下はむしろ、家臣である大人たちが心の底で恐怖していることによろこびを見み出いだしておられる……ようにも、思えます」

「皇こう国こくの臣としてあるまじき邪推ですが、わたくしも、まあ……」

　志緒理はつつしみ深く途中でやめた。

　どうやら『あまり性根のまっすぐな少女ではないな』という家臣の直感に同意のようであった。ともあれ、征継は言う。

「しかし、問題の平たいらの将まさ門かどとやらはいないようだ」

　今日の夕方――。

　都内を巡回していた零れい式しきの全部隊が皇城に帰投した。八つに分けた隊をひきいていた《平将門》と直属の騎士七名もいっしょにだ。

　皇城のどこかにいる可能性は高いが、この会場では見かけない。

「カエサル公とちがって、どう見ても祝賀パーティー向けの人材ではありませんからね。自じ粛しゆくしておられるのかもしれません」

「たしかに。あんな連中がまぎれこんでいたら、それこそ祝いに水を差す」

　華やかな会場内で、志緒理と征継はふたりだけで壁際にいる。

　ときどき東方ローマ軍所属の者が話しかけてくるが、それだけだ。日本人は誰も近寄ってはこない。

　志緒理をうとんでいるという女皇の目を――気にしているのだろう。

　箱はこ根ね奪取の直後であれば、それでも不遇の皇女とつながりを持とうとする者がいたかもしれない。しかし、近衛大将のおかげで照姫の影響力は大いに増していた。

　とはいえ、そんな些さ事じを気に病やむ主従でもない。

「これはこれで、やりやすくて助かりますね」

「同感です」

　もうすこし待ってから、動き出す予定だった。それまでは無為に過ごすだけでいいと、ふたりは割り切っていたのだが。

「ん？」

「どうされました、征継さま？」

「パーティーらしい真似まねをする相手がいたこと、思い出しました」

　会場の人混みのなかに、旧知がひとりいた。

　彼は明らかに出口へ向かっており、この場をさりげなく去ろうとしていた。




「衛えい青せい将軍」

「征継どのですか」

　漢かん服ぷくをまとう古代中国の名将は足を止めて、振り返ってくれた。

　征継は皇女と別れて、パーティー会場の外へ出た彼を追いかけてきたのである。

「箱根でお目にかかって以来ですね。でも」

　あいかわらずの温おん柔じゆうさで、衛青将軍は微笑んだ。

「志緒理殿下の同伴役はよろしいのですか？」

「かまわないだろう。俺などより、姫の方がよほどこういう場に慣れている」

「たしかに、われらのように無骨な輩やからには――不似合いな席です」

　城内を出て、ふたりの復活者リザレクトは庭園のなかにいる。

　花壇などがあるだけではない。皇都ドームがいくつも収まるほど広大であり、本物の森さながらに数万本もの木々が生おいしげる場所だった。

　ふたりは皇城の建物を離れたあたりで、立ち止まった。

「それで、用件は何でしょう？」

「今夜は祝いの宴うたげだぞ。単に衛将軍と語り明かすつもり――」

「でいらっしゃる征継どのではない……というのが、わたしの見立てなのですが」

「話が早いな」

　かすかに頰ほおをゆるめて征継は笑い、衛青将軍は微苦笑する。

　どこまでもひかえめな美青年。しかし、その眼力と見けん識しきゆえに大将軍まで登りつめた稀き代たいの傑けつ物ぶつでもある。

「新しい近衛大将のことで、答え合わせをしておこうと思っている」

「うわさの御ご仁じんですね。銘めいは平将門――一千年以上も前に、ここ関東の地を制覇した武将であるという」

「ああ。新しん皇のうとやらを称して、謀む反ほんまで企くわだてた」

「しかし失敗して、討ち死……。こう言っては失礼かもしれませんが」

　ここで言葉を選ぶあたりが衛青将軍の温厚さだろう。

「決して手て強ごわい相手ではないようなと――そうも考えてしまいますね。わたしごときに言われては、あちらも不本意でしょうが」

「結局のところ、叛はん乱らんに失敗した地方豪族というだけだからな」

　征継は肩をすくめる。

「騎き力りよく二四〇〇超えというのは、かなり盛もりすぎという印象がある」

「はい。前世でどれほどの武ぶ勲くんを立てたのかと、気になってしまいます」

　平将門を名乗る武将の騎力、すこしおかしいのではないか？

　同じ疑問に行き着いているようだ。衛青将軍が本当に答えを知らないのなら――征継は訊たずねてみた。

「そちらの総大将はなんと？」

「さて。企たくらみ事を余人に洩もらす御方ではないですからね。戦場の名将でありながら、図抜けた策士でもあられる」

「ああ。軍師に相談などせずとも、ひとりであらゆることを決められる」

「いくさと政治まつりごと、どちらにも隙すきがない。おそるべき大英傑です」

　ユリウス・カエサルは衛青将軍にも語っていないらしい。

　あらためて征継は思う。この温柔な青年が相手だと、多くを語らずとも打てば響くように会話が進んでいく。

　あるいは、パズルのピースが嚙み合うようにというべきか。

　これが相性のよさ、なのだろうか？　衛青将軍からは、すこし前に幻視のなかでかいま見た前世の盟友たちと同じ気配をどことなく感じる……。

　ここで征継は気づいた。

　古代中国の将がちらりと一瞬だけ、あらぬ方角に目をやったのだ。

「どうした、衛将軍？」

「ああ、いえ。すこしなつかしく感じたもので」

　衛青将軍が見たのは、出てきたばかりのパーティー会場であった。

　豊麗殿という皇城内の大広間。その窓や出入り口から明かりが洩れている。それをなぜか物もの憂うげな顔つきで見たのである。

「実は……わたしがかつて仕つかえた方も、幼くして至し尊そんの地位に就つき、多くの後こう見けん人にんに見守られながら成長されたのです」

「ほう」

　衛青将軍の主とくれば、皇帝に決まっている。

　高こう祖そ劉りゆう邦ほうが建国した漢帝国の第七代皇帝。死後、武ぶ帝ていという諱いみなを贈られた。『武』。この文字を捧ささげられるほど、武勇を尊たつとんだ人物だったのか――。

「照姫陛下とよく似た境遇だったわけだな」

「性格はまったくちがいましたがね。日本国の女皇陛下は〝とにかく内に溜ためこむ〟性しよう分ぶんのようですが、我が陛下は〝出す必要のない感情まで外に出す〟御方でした」

「なかなか面倒そうな男だ」

「はははは。まあ、そういうご気き性しようでしたから、後見人を名乗るくせに己おのれをないがしろにする者たちを許せず――排除していったのですよ。すこしずつ時間をかけて、己の皇帝としての権力を高めていきながら」

「ほう」

「そういうところは似ている……などとは申しませんよ」

「俺も『誰と誰が？』とは訊かないことにしよう」

　珍しい衛青将軍の冗談に、征継もめったに言わない軽口で応こたえる。ふたりは目配せを交わしてから、にやっと同時に笑った。

　そして、征継は――

　今度は気づかないふりをした。

　女皇照姫にかつての主君と似た面を見出した衛青将軍。

　彼は今、冗談を口にしながらも、パーティーでにぎわう皇城の広間をふたたび一瞬だけ見つめ、そっと目をそむけたのだ。瞳に宿る愁うれいと後悔を隠すように。

　はたして、匈きよう奴ど討とう伐ばつの英雄は何を想おもったのか。

　疑問をもてあそんだとき、征継は奇妙な気配を感じとった。

「ん？」

「おや」

　衛青将軍も察知したらしい。涼しい顔で言う。

「あちらのお目当てはわたしではない……ように感じます」

「そのようだな」

　今まではのんびり立ち話をしていたのだが。

　征継は歩きはじめた。この小道は鬱うつ蒼そうとした森の方へ続いている。そちらにあえて進んでいく。ただし、ややゆっくりめに。

　また、衛青将軍もいっしょに歩き出していた。

「俺の揉もめごとにつきあってくれるのか？」

「ただの野次馬根性ですよ。ここで別れたら、どういう結末を迎えたのか気になって、眠れなくなりそうです。それに」

　温柔なる復活者リザレクトはくすりと笑い、征継を意味ありげに見つめる。

「征継どのに当てにされている……ような気もしたもので」

「お見通しか。実を言うと、衛将軍の義ぎ俠きよう心しんにすくなからず期待していた。もちろん、貸しということでかまわないぞ」

「うれしいお言葉です。一度、金貸しの気分を味わいたいと思っておりました」

　和なごやかな雰囲気のまま、復活者ふたりはゆっくり進んでいく。

　この小道は曙あけぼの杉すぎ――メタセコイヤの森のそばを通っている。三〇メートル近い高さにまで成長する木だが、葉はほとんど落ちていた。

　それでも、背の高い木々が数百本もならぶ一帯である。

　降りそそぐ月光と星明かりはそれなりにさえぎられ、暗い夜道であった。

　だが、すくないとはいえ外灯もある。

　征継の歩みに乱れはない。衛青将軍もしっかりついてくる。

　そして、第三の人物もそのあとに――。

　靴が枯れ葉を踏みしめる音。かちゃかちゃ金具が揺れる音。衣きぬずれの音。

　全てはっきり聞こえる。だいぶ近づいてきたらしい。すこし前から、実はこの人物の――殺気まじりの念を感じとっていたのである。

「……ふん」

　征継は鼻で笑い、やにわに念を高めた。

　レギオン召集の直前さながらに、戦闘準備の姿勢を見せたのだ。すると、背後の足音はペースを速めた。安い挑発に乗ってくれたらしい。

「たしか征継どのは――」

　のんきに衛青将軍が言う。

「この東京を本拠地とする契約、済ませていないのでしょう？」

「ああ。近衛府がいろいろ理由をつけて、水すい霊れい殿でんの使用許可を出してくれない。例のクーデター騒ぎがあったからな」

「危険な騎士侯には、レギオンを自由に使わせないわけですか」

「あちらの陛下が俺たちの姫を敵視している以上、仕方のないことだな」

　滞在先を本拠地とする契約は、その土地の水霊殿で行う。

　しかし、征継だけでなく初はつ音ねもそれを行っていない。都内だけでなく関東領内にある全ての水霊殿への立ち入り許可が下りないのだ。

　まあ、女皇と志緒理の関係を考えれば、無理からぬ措置だった。

　本拠地でない土地では、騎力の一割しかレギオンを召集できない――。

「今の俺にたいしたことはできないのだがな。箱はこ根ねまでもどらなければ、呼び出せるレギオンもたかが知れている」

「しかし、今夜のお相手はそんなこともわからないようですね」

　征継と衛青将軍、ふたりはついに足を止めた。

　同時に振りかえる。うしろから追いかけてきたのは、皇国の黒い軍服と礼装用の赤マントを身につけた――将校だった。若い。

　おそらく二十代。そして、両目とも禍まが々まがしい紅べに色だった。

　腰に軍刀を下げている。彼はその柄つかに手をかけ、じっと征継を見つめる。

「うわさの連中のひとりか」

「近衛大将どのが甦よみがえらせた七名の死し人びとですね」

　落ち着きはらった復活者リザレクトふたりの前で、死して甦りし騎士侯は音も立てずに〝ぬるり〟と軍刀を引き抜いた。

「…………」

「このこと、近衛大将――将しよう門もん公こうはご存じなのか？」

　軍刀を向けられても臆さず、征継は訊いた。

　返答はない。死せる近衛騎士はまったくの無言。しかし、かまえた軍刀の切っ先には殺気と剣気がみなぎり、なによりも雄ゆう弁べんだった。

　重ねて質問してみるか、などと征継が思いかけた刹せつ那な。

　ぬ――るぅぅっ！

　蛞蝓なめくじが夜よ闇やみを滑るような太刀たち筋すじで、敵は斬きりこんできた。

　まず征継の顔面へ、短く鋭い一ひと太刀たち。次いで右から左へ横よこ薙なぎにする斬ざん撃げき。左から右へ横薙ぎにする斬撃。最後に、みぞおちめがけて必殺の突き！

　速く、しかもおそろしく静かな――ぬるりぬるりとした刀かたな遣づかい。

　その四太刀を征継はわずかに顔をそらせ、つづけざまに体を左右にさばき、最後はわずかに後退して、避けきったのだが。

「ほう」

　三太刀目を完全に避け切れていなかった。

　征継の将校用軍服――その胸元が横一文字に切れていた。

　浅いかすり傷だが、じんわりと血もにじみ出てくる。軍服の色が黒でなかったら、赤い染しみがひどく目立ったことだろう。

「なかなかやるな」

　賞賛した征継へ、近衛騎士は二度目の突きを繰り出してくる。

　胴――胸でも腹でも刺してやるという攻めだった。頭部などより、動きのすくない胴体の方が攻めやすい。剣術でも格闘でも射撃でも同じなのだ。

　この突きを、征継は右の拳で振りはらった。

　かきん！

　甲かん高だかい音を立てて、必殺の軍刀が折れ飛ぶ。

　近衛騎士は目をぎょろりとさせて、はじめて瞠どう目もくした。

「…………!?」

「おまえにできるかは知らんが……俺たちのような死にぞこないはこういう芸もできる。知らなかったのか？」

　征継の体と――鎧よろい武む者しやの姿をした陽炎かげろうが重なっている。

　そのゆらゆらと揺れる人影はレギオン〝兼かね定さだ〟と同じ形状だった。ただ背の高さだけが二メートル前後で、本物よりスケールは小さい。

　己おのれの体内にレギオンを召集し、あの有翼巨兵らと同等の強さを得る。
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　今までも幾度か使った技だ。これのおかげで落下してくる神かむ威いや、エスカリブールの拳こぶしをも受けとめられた。

　軍刀をへし折り、人間の剣士ごときをたたきつぶすのは児じ戯ぎに等しい。

「英国の獅し子し王おうは同じ手で対抗してきたのだがな」

　近衛騎士にぎろりと凝ぎよう視しされて、征継はつぶやいた。

　腰の和泉いずみの守かみ兼かね定さだを抜いて、両断できれば話は早いのだが――。できない事情がある。剣ではなく言葉で征継は追撃した。

「おまえはどうだ？」

「南な無む……八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ…………」

　挑発ではなく、確認の問いかけだったのだが。

　対する近衛騎士は――やにわに全身から猛たけ々だけしく念を放出し、その波動をカーキ色の有翼巨兵へと変貌させる！

「……これは驚きました」

　立ち合いがはじまってから、はじめて衛青将軍が声を発した。十分に距離を取り、ずっと成りゆきを見守っていたのだ。

「殿でん中ちゆうで剣を抜くだけでなく、レギオンまで召集するとは」

「ああ。とんでもないやつだ」

　驚く衛青と征継の前で、ついに召集が完了する。

　近衛騎士の背後に――レギオン〝零式〟が一騎、具現化した。全長八メートルの巨人は銃じゆう槍そうをかまえ、銃口を征継に向ける！

　しかし。

「こいつの目……やはり見覚えがあるな」

　いまだ冷静なまま、征継はぼそりと言った。

　間近で対たい峙じして、ついに確認できた。レギオンの例に洩れず、零式も仮面をかぶっている。両目の部分にはふたつの隙間が空あいている。

　その奥で蒼あお黒ぐろく燃える瞳――これと同じものを二週間前に見た。

「俺の記憶がたしかなら、箱根で一度見ている」

「同感です。あのときはボロボロの衣ころもで全身を隠していましたが……」

　ここで銃槍を撃たれたら、そばにいる者もまきぞえになる。

　しかし、衛青将軍の方も落ち着きはらっていた。淡々と『二週間前、獅子心王の襲来時に現れた謎のレギオン』に言及する。

　――敵はまだ一騎しかいない。ならば、どうとでも切り抜けられる――。

　征継も、衛青将軍も、その自信があるからこその冷静さだった。

　もちろん『平将門の従者』が大部隊を召集すれば、悠ゆう長ちようなことも言ってられないが。征継はこちらに近づいてくる念を感じとっていた。

　案あんの定じよう、すぐに叫び声がする。

「きゃああああああああっ！」

　甲高い女性の声だった。

　ちょうどやってきた若い女官ふたりがレギオン・零式の巨体と抜ばつ刀とうした軍人を見て、悲鳴をあげたのだ。暗い夜道とはいえ、ここは皇城。しかも女皇聖誕の祝祭日。通りがかる者が多いのは道理だった。

　零式はすぐに、煙のように消え失せた。

　抜刀した『平将門の従者』も森のなかへと駆けこんでいく。

「女皇陛下の近衛兵としては、だいぶ問題がありますね」

　衛青将軍がつぶやく。

　やはり、あの連中は何かがおかしい。東海道と東方ローマの復活者リザレクトは目配せを交わし、うなずき合った。




　皇城の奥深く、女皇のプライベートエリアである奥宮殿へ――。

　宴えんたけなわというパーティーの席を抜け出して、女皇照姫と〝保護者パトロヌス〟ユリウス・カエサルはふたりだけでやってきていた。

　照姫がぞわぞわとした胸騒ぎを感じたからである。

「将門さま……」

　女皇と近衛大将、主従の間には神秘の絆きずなが存在する。

　ゆえに配下の荒ぶる気配を感じ取り、不安を覚えた照姫は保護者に事情を耳打ちし、『すこし疲れてしまいました』と席を外してきたのだが。

「ふうむ」

　エスコートしてくれたカエサルはつぶやいた。

　女皇の寝室前の廊下である。そこに問題の魔人――平将門がいた。まるで照姫たちの行く手をさえぎるように。

　そして、おもむろに腰の佩はい刀とう・孫まご六ろく兼かね元もとを引き抜く……。

「!?」

　愕がく然ぜんとする照姫の前で、カエサルは言う。

「君が女皇の心を独り占めにしたいと風流な出来心を起こしたのなら――まあ、私も恋多き男のひとりとして、手助けしたいと思うのだがね」

「…………」

「私に刃向かうつもりならば、容よう赦しやする謂いわれはないな」

「…………」

　殺気と剣気もあらわに、魔人は切っ先をカエサルの顔に向ける。

　対して、古代ローマの英雄は長衣をまとうだけ。身に寸鉄も帯びていない。だが、彼もまた戦鬼のごとく修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた英傑である。

　カエサルは刀など存在しないかのように、平然とうそぶく。

「それとも私を……べつの誰かと勘ちがいしているのかね？　一応、私は照姫陛下から恨うらまれてはいまいと自負しているのだがね」

　大英雄は荒ぶる魔人にウインクまでしてみせた。

　すると――銘刀・孫六の遣い手はすっと刀を鞘さやに収めた。そのままそっぽを向いて、ユリウス・カエサルと目を合わせようとしない。

「なんともつきあいづらい御仁のようだな」

「も、申し訳ございません。無敵の鬼き神しんと呼んでもいい将しよう門もん公こうですが、それだけにその猛気を時として抑えがたくなるようなのです……」

「了解した。墓場から甦った死にぞこないというより――」

　釈明を聞いて、カエサルはさらりとつぶやく。

「むしろ、復讐の亡霊とでもいうところか。いずれにしても、将門どのにふさわしい役どころを考えなくてはな」

　さまざまに問題を抱かかえつつも、二千騎超の大軍団を召集する鬼神である。

　その使いどころ、実に悩み甲斐がいがある。ユリウス・カエサルの心は早くも西日本――皇国日本の病びよう巣そうとなりつつある維新同盟の本拠地に向けられていた。
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「お待たせしました、姫」

「あら？　着替えをなさったのですか、征まさ継つぐさま？」

　もどってきた征継の格好を見て、皇こう女じよ志し緒お理りが目を丸くした。

　ふたたび大広間の壁かべ際ぎわである。出ていったときから小一時間が経たっている。

　パーティーのにぎわいはあいかわらずだが、女じよ皇おうとカエサルの姿はない。どうやら席を外しているようだった。

　征継は将まさ門かど配下につけられた傷と出血を隠すため、着替えをしていた。

　自分の控え室に寄って、いつもの学ランにもどしたのである。まあ、将校用の軍服と同じ黒い詰め襟えりなので、あまり代わり映ばえはしない。

　それでもこの格好を見慣れている志緒理は、すぐ変化に気づいた。

「すこし厄やつ介かいな件なので、あとで話します。それより姫。まだおひとりですか？」

「ええ。またどこかで飲みすぎてらっしゃるのかもしれません……」

　約束の時間になっても現れない人物のやりそうなこと。

　宴席に来たのをよいことに酒杯を重ねすぎて、へべれけになってしまう――をふたりが想像したとき、声をかけられた。

「安心するがよい。ビール三杯とワイン赤白を二杯ずつ、あとは焼しよう酎ちゆう水割りしか呑のんではおらん。酔うにはまだまだ早すぎるじゃろう」

「十分呑みすぎでいらっしゃいます、先生」

　ようやくやってきた竜りん胆どう先生、水割りのグラスを片手にごきげんだった。

　泥でい酔すいしてはいないが、ほろ酔いではある。志緒理にちくりと言われても、どこ吹く風で聞き流してみせる。

　女皇の聖誕祝いの席でも、いつもどおり隠居老人風の和服姿。

　これで堂々と大きな顔をできるあたり、さすが初代女皇に仕つかえた元げん勲くんであった。

「まあ、そう言うな。遅れた理由、酒だけではない。例の調べ物……思っていた以上に難儀してな。昼から学問所にこもりきりで文書をあさり、霊感を研ぎすませてもみたが――何もわからなかったのじゃ」

「竜胆先生ほどの御方でも……」

　志緒理は小さくため息をついた。

　例の調べ物。聖せい獣じゆう・大おお国くに主ぬしの命みことの行方ゆくえについての調査である。

　今日は皇こう城じように不特定多数の人間が集まり、しかも、皆の注意が女皇聖誕の祭りや儀礼に向けられる。だから、ある意味で絶好機だったのだ。

　一部の高官しか出入りできない部署に忍びこみ、調べ物をするには――。

　志緒理はすこし考えこんでから、つぶやいた。

「でしたら……大国主命の行方については、やはり代々の女皇にのみ口く伝でんされる知識なのでしょうね。あの将しよう門もん公こうの秘密と同じく」

「そうなのじゃろうな。だが、収穫もあったぞ」

　焼酎水割りをくぴっと呑んで、竜胆先生はにやっとした。

「わしが初代女皇と共に帝國打倒のいくさで使ったあれ――念導神格イフリート《伏ふく龍りゆう》の基盤、その在処ありかを探り出せた。わし以外にあつかえるやつもいなかったようでな。長いこと秘蔵されるだけで、くすぶっているらしい」

「本当ですか!?」

「うむ。近いうちにちょろまかす算段を立てようぞ」

　竜胆先生はそもそも念導神格《伏龍》の分身であるという。よろこぶ志緒理を見て、征継は感心しながら言った。

「伏龍とやらはそんなに強力なのか？」

「うむ。あの英国の神格……モルガン・ル・フェイにも後おくれは取るまいぞ」

　エドワード黒王子を補佐する歴戦の勇士。

　その銘めいを引き合いに出すあたり、竜胆先生の自信は相当だった。

「まあ、わしの方はこんなところじゃ。次は姫たちが用を済ませてくるといい」

　師にうながされて、こくりと志緒理はうなずいた。

　颯さつ爽そうたる足取りで出入り口へ向かい、パーティーの席をあとにした。

　ゆっくり呑みなおすつもりの竜胆先生は会場に残り、ただひとりの供として征継だけが皇女のうしろに続く。

　宴えんたけなわとはいえ、パーティー開始から二時間以上経っている。

　女皇照てる姫ひめとカエサルも中座していた。一休みしよう、早々と帰ってしまおうと会場を抜け出す者も珍しくない。

　皇女である志緒理と征継の一時退席も、不自然ではなかった。

「往いきましょう、征継さま。行き先は念ねん儀ぎ研究所です」

　何気ない風をよそおい、ふたりはいよいよ会場を出た。

　謁えつ見けんや儀礼の場となる正せい殿でん、華やかなパーティーの舞台となった豊ほう明めい殿でんなどがある建物は白亜のバロック建築であり、皇城の顔というべき宮殿だ。

　が、それだけが『皇城』の全てではない。

　皇こう都とドーム十数個分の敷地内には、広大な森と庭園が広がる。

　そして、多くの建物が点在していた。女皇の住まいというべき奥宮殿。宮く内ない省しようの庁舎に近衛このえ府ふの庁舎。昼間、神事の祭場となった宮中三さん殿でんなど。

　念儀研究所もそのひとつだという。

　道を外れて、ふたりは鬱うつ蒼そうとした森のなかへ入っていく。

「この道を使うのはひさしぶりです」

　志緒理がつぶやく。

　森といっても、やはり皇城の森。たまに人が行き来するせいで地面が踏みかためられ、道らしきルートができていた。

　桜色のドレスをまとう皇女殿下がそこを歩いていくのである。

　おそろしく暗い。背の高い木々が枝や葉などで頭上をふさぐせいだ。それでも懐中電灯を手に志緒理が先導し、征継もそれに続いていく。

　そうして、一〇分ほどかけて。

　ふたりはようやく目的地の近くへやってきた。

　森のなかに『保養地の瀟しよう洒しやな別荘』という体ていの屋敷が建っている。

　ここが念儀研究所。念ねん導どう術じゆつとそれに関する咒じゆ儀ぎ、さらには聖獣降臨の以前より日本に伝わる呪法――陰おん陽みよう道どう、修しゆ験げん、神事などを研究するための施設であった。かつて宮中にあった陰おん陽みようの司つかさなる役所が前身なのだという。

　だが、しかし。

「聖誕祭のある今日は、研究所に誰もいないはずなのですが」

「べつの邪魔者が来てしまったようだ」

　研究所の玄関口の前で、若い男女が話しこんでいた。

　ふたりとも礼装である。パーティーに招待された政府高官の子弟・息女とおぼしきカップルだった。

　玄関へ行くには一〇段もない短い階段をのぼらないといけないのだが。

　カップルはその途中ですわりこみ、仲なか睦むつまじく頰ほおを寄せ合って談笑していた。一応、研究所の前に外灯がひとつあり、真っ暗くら闇やみではない。

　征継が皇城に来て以来、初めて見る自然な笑顔だった。

　一方、志緒理は木陰に隠れて、カップルをじっと観察していた。

「わたくしたちの姿を見せないようにしたいですね」

　今夜の会談はなるべく秘密にすべし――。

　うなずく征継の隣で、志緒理は不審そうに首をかしげる。

「でも、あの方たちはどういう理由でこんな屋外まで来たのでしょう？　まさか、わたくしたちの動きを察した女皇の妨害工作……？」

「まあ、ちがうでしょう」

　ぼそりと征継は言った。

「連中はふたりきりになれる場所を探して、ここまで来たと思われます」

「ふたりきり？」

「いわゆる不純異性交遊をするために」

「ふ、ふじゅ――!?」

「話の内容から察するに、ふたりの出会いは二週間前。男の方が熱心に口説いており、女もまんざらではない様子。今夜は適当なところで城を抜け出し、夜の街へ繰り出そう……という駆け引きが進行中なのです」

「夜の街へ!?」

　まわりが静かなので、カップルの会話が聞こえてくる。

　だが、こういった分野に不慣れな少女にはピンとこなかったらしい。征継の謎解きを聞いて、皇女殿下はようやく啞あ然ぜんとした。

「畏おそれ多くも女皇陛下の聖誕日になんと不敬な……」

「それについては、俺たちもほぼ同罪かと」

「そ、それはそうですが」

「まあ、今夜は寒い。連中も長居はしないでしょう」

「わかりました。しばらく様子を見てみます」

　うなずく皇女がぶるっと体を震わせた。

　そう。ここは屋外で、一二月の夜なのだ。かなり冷えこんできている。しかも志緒理は背中の大きく空あいたドレスの上に、ケープを羽織っただけの格好で――。

「姫。あちらへ」

「は、はい」

　研究所の館から、すこし離れたところに小屋があった。

　カップルに目撃されないように用心しながら、ふたりはそちらへ移動していった。
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　幸いにも、小屋のドアに鍵かぎはかかっていなかった。

　征まさ継つぐがすばやく室内へすべりこむと、志し緒お理りもそれにつづく。〝表の連中〟まで寒さしのぎにやってくるとまずいので、しっかり鍵もかける。

　ここは物置小屋であるらしかった。

　いくつかのスチール製ラックがならび、その棚や床などにダンボール箱や木箱、日用雑貨などが積みあげられている。

　照明をつけるわけにはいかないが、窓から月明かりが差しこんでくる。

　暗闇で不自由せずとも、よさそうだった。

「ここなら夜風もしのげます」

「はい。それはそうと征継さま。すっかり訊きくのを忘れておりました」

　暖房をつけなくとも、壁があるだけでもちがう。

　満足そうに一息ついてから、志緒理は征継の格好をじっと見つめた。

「どうしてお召し替えをされたのでしょう？　厄やつ介かいな件だとおっしゃっていましたが」

「かんたんに言うと、手傷を負いました」

「!?　どういうことですか!?」

　さっきの一幕について、征継が報告するのを聞き終えて。

　志緒理はそっとため息をついた。

「そうですか。将しよう門もん公こうの配下が……」

「襲われた甲斐かいはありました。おかげでいろいろ情報を拾うことができた」

「だからといって、あえて危ない橋を渡らなくとも――。女じよ皇おうの陣営を挑発したうえに、刀も抜かずに立ち合いをされるだなんて……」

「自称・平たいらの将まさ門かどや部下の連中はともかく」

　心配そうな皇こう女じよへ、征継はぼそりと言った。

「俺が殿でん中ちゆうで剣を抜くのはまずい。後々どんな言いがかりをつけられるか、わかったものではない」

　皇こう城じようで乱心して抜ばつ刀とう、刃にん傷しよう沙ざ汰たを起こした――。

　そういう筋書きをでっちあげて、橘たちばな征継を捕ほ縛ばくし、失脚させることもできる。それを避けるために剣を抜かなかったのだ。

　しかし、志緒理は不満そうにつんと顔をそむけ、文句をつける。

「女皇の一派がその気になれば、抜こうが抜くまいが関係ありません。目撃者をでっちあげて、征継さまを陥おとしいれればよいだけの話です」

「まあ、そこは衛えい将軍を当てにしても問題ないかと」

　誰が偽いつわりの証言をしようと、衛えい青せい将軍がちがうと言えば問題ないはずだった。

　現場に居合わせたうえ、彼には東方ローマの将にして復活者リザレクトという裏付けがある。その証言を無視することなど、皇こう国こく日本の人間にはできない。

　実のところ、衛青将軍がいるからこそ征継も無茶をしたのである。

「それはもちろん、あの方は当てにできる御ご仁じんだと思いますが……」

　尚なおも不服そうに志緒理がつぶやいている。

　もちろん、衛青将軍まで橘征継を陥れるつもりならば、話はべつだが。彼の誠実さを征継は信用していたし、志緒理も同じであるらしかった。

　しかし、それでも。

　麗うるわしき女主人は何か言おうと、考えこんでいる。

　わざわざ危ない橋を渡った腹ふく心しんのことが心配で、なにかしら文句をつけたいのだ。征継はかすかに頰をゆるめて、微笑した。

「な、何がおかしいのですかっ？」

「いえ、特には」

　おかしいのではなく、微笑ほほえましい。

　ひとかどの策士でありながら、こういうところは真正直な少女なのである。怒るのも征継の身を案じてくれたからこそ。

　ともあれ、志緒理はようやく居住まいを正して、話題を変えてくれた。

「それで征継さま。お怪け我がの方は？」

「かすり傷です。自分で手当てもしたので、問題ありません」

「適当すぎる征継さまの基準では、信用できません。問題ありかどうかはわたくしが判断します。見せてください」

　皇女殿下に口答えばかりというのも、さすがにまずいか。

　凜りんとした志緒理の口ぶりに、征継もあきらめた。適当な木箱に腰を下ろして、学ランを脱いだ。白シャツのボタンも上から四つほど外す。

　はだけた胸元をのぞきこむため、志緒理も同じ木箱に腰かけた。

「やはり、ずいぶんと雑ですね。直して差しあげます」

　着替えの際、征継がぞんざいに巻いた包帯。

　それを一いち瞥べつしてのコメントだった。あきらめて白シャツも脱ぐと、志緒理は手ずから包帯を外してくれた。

　胸に刻まれた横一文字の切り傷があらわになる。

　志緒理は傷に当てていたガーゼの位置を直し、包帯も巻き直してくれた。

　言うだけあって、丁てい寧ねいかつ器用な手つきだった。

　ひととおり作業が終わったところで、ふと目が合う。

　静かな森の片隅。夜。薄暗がりのなか。

　邪魔者は誰もいない。ふたりきりで向かい合っている。

　征継は裸の上半身に包帯を巻いただけという姿。志緒理は桜色のドレス姿。前から見ると可か憐れんなのだが、背中は大きく空あいている。羽織っているケープがなかば透けているため、白い柔肌がはっきり見てとれる。

　その絹のようになめらかなさわり心地、征継はよく知っている……。

　ふたりきり。目も合う。

　志緒理の瞳ひとみのなかに、征継自身の顔が映っている。

　雰囲気に酔っているだけではない。この数カ月、ふたりは身も心も重ね合わせることで強い絆きずなを作ってきたのだ。

「そう――いえば」

　どこかしっとりとした声で、姫君はささやいてくれた。

「今日は朝から皇城に詰めていましたし、霊れい液えきの――補給がまだ、でしたね……」

「姫。どうせ皇こう都とにいる間は、好きなように兵を召集できない。そのあたりは気にしなくともよいのでは？」

「そ、それはたしかにそうですが……」

　志緒理がふれあうための理由を探している。

　そうと理解しながら、あえてはぐらかした。征継はまっすぐに彼女の瞳を見つめる。その意味――こういう行為に不慣れな皇女殿下にも伝わったようだ。

　高貴な瞳が潤うるむ。こくりとうなずいてくれる。

　征継が上から顔を近づけると、志緒理も下から同じことをした。

　吸いよせられるようにふたりの唇くちびるは接近し、貝かい殻がらの上と下が嚙み合うようにぴったりと合わさり――口づけを交わすのであった。

　そして、そのまま十数秒。

　たがいの唇がようやく離れた直後。

　志緒理は大いに赤面し、うつむいてしまった。

　そんな主君の手を征継はそっとにぎった。耳元でささやきかける。

「姫」

「征継さま……」

　あらためて顔を近づけると、皇女はまたしても受け入れてくれた。

　無骨な武人の唇が皇こう家けの血を継ぐ唇とひとつになる。薄うす紅べにの味わいが征継の口のなかにじんわりと広がった。

　二度目の接せつ吻ぷんは一度目よりも長く、たっぷり一分近く続いた。

「は、はしたない娘だと思わないで……いただけますか？」

　ふたたび唇を離したあと、志緒理は力なく訴えた。

「こんなことをするのも、わ、わたくしが征継さまのことを――」

「何でしょう？」

「そ、その、以前にお約束したからです。いずれ必ず、女として征継さまのお役に立つと」

「……本当にそれだけだと？」

「ま！　征継さまは意地悪です！」

　耳まで真っ赤にして、今度は声を荒らげる姫君。

　そんな彼女が心の底から愛いとおしく、さらに苦情を叫ぼうとする口を征継は思わず己おのれの口でふさいでしまい、荒々しく口づけを奪った。

　皇女殿下はもちろん抵抗せず、逆に、強くしがみついてきた。

　きつく抱き合う。霊液補給のため幾度も抱ほう擁ようを重ねてきた志緒理の肢し体たい。それが今、まったくべつの理由で征継の腕のなかにある。

　結局、唇が離れても、ふたりはすぐにまた接吻を繰りかえし――

　何十回したか数え切れなくなったところで、ようやく行為を一段落させた。飽きたというわけではない。征継はささやく。

「今夜はべつの用事がある。そろそろここを出るべきだ」

　周囲の念を感じとる騎き士し侯こうの知覚力で、すでに察知していた。

　研究所の前で〝不純な交友〟をしていたカップル、もう立ち去っていると。

「もちろん、俺はこのまま一晩中でもこうしていられるが」

「わ――わたくしも……そう、です」

　志緒理もか細い声でうなずいてくれた。

　恥ずかしがるところを見せまいと、征継の胸に顔を埋めながら。

　ともあれ、ようやくふたりは重い腰を上げて、物置小屋のドアへと進む。

　その際、志緒理の左手が征継の右手にたまたま当たった。征継は偶然を見逃さず、姫君の白い手をそっとにぎりしめた。

　志緒理はまたしても赤面し、顔を伏せてしまったのだが。

　征継の手をぎゅっとにぎり返してきた。結局、ふたりは小屋を出るまでの間、ずっと手をつないだままだった。

　しかし、外に出てまで抱擁をつづけるわけにはいかない。

　適度に距離を取って、森のなかの館――念ねん儀ぎ研究所へ近づいていく。

　征継の方はいつもどおりの無表情であった。志緒理はそんな腹心をちらちら見つつ、微妙に頰を紅こう潮ちようさせていた。

「姫。そろそろ初はつ音ねに連絡しましょう」

「そ、そうですね。お願いいたします」

　実は今頃、橘たちばな初音も城内に潜入している手て筈はずなのだ。

　征継は妹分が待つはずの場所へ管くだ狐ぎつねを送りこんだ。皇女の指示どおりに伝令文を添えて。そして、一〇分ほど待つ。

「お待たせしました姫様、お兄さま！」

「初音。すぐにはじめてください」

「まかせてください！　超特急でやっちゃいます！」

　目立たないための工夫か、初音は女官の装しよう束ぞくだった。

　黒くろ縮ぢり緬めんの着物に梅の模様を描いた着物、赤い袴はかまの組み合わせである。

　この格好で念儀研究所のドアの前でしゃがみこみ、針金二本をふところから取り出した。これを鍵穴にかちゃかちゃ差しこむ。

　錠じよう前まえ破りは――橘初音のひそかな特技なのだ。

　前にも駿河するが市の橘家に不法侵入した実績がある。そして三分後。かちゃりと音がして、ついにシリンダー錠じようが外れた。

「では……参りましょう」

　志緒理の指示を受けて、征継が重いドアを開けた。

　研究所内は真っ暗闇だった。カーテンがしっかり閉ざされているため、窓から月光も入ってこない。志緒理がふたたび懐中電灯をつける。

　やはり、勝手知ったる志緒理が先頭に立ち、奥へ進んでいく。

「この研究所の地下に――桔き梗きよう院いんがあります。念ねん導どう術じゆつや咒じゆ儀ぎにまつわる資料を収蔵した――書庫なのです。土ひじ方かた歳とし三ぞうさまがご活躍なさっていた当時の記録や、大日本帝國時代の文献なども大量にあるんですよ」

　階段を降り、地下へと向かっていく。志緒理、初音、征継の順であった。

「征継さまの招来をおじいさまに祈き念ねんするにあたり、わたくしはここへ忍びこみ、読めるかぎりの資料を読みこんだのです」

「俺を呼ぶ前に？」

「はい。いにしえの武将を必ず現世へ呼びこむために」

　地下は、いかにも書庫という風ふ情ぜいの広い部屋だった。

　学校の教室が三つは入りそうなスペースである。まったく洒落しやれっ気けのないスチール棚が幾いく重えにも列を作っている。

　そして、壁かべ際ぎわのソファにふたりの老人がすわっていた。

　ひとりは征継も見覚えがある。黒い僧衣を着た天てん海かい僧そう正じよう――旧名・明あけ智ち光みつ秀ひでその人だ。しかし、もうひとりの方は初対面だった。

　老齢の男性である。七〇歳前後であろうか。

　でっぷりとした体つきだ。羽織と麻あさの着物を着こんでいる。頭はつるりと禿はげあがっているが、耳のまわりにだけ白髪が残っていた。

　口ひげもたくわえていて、威厳のある老人だった。

「一応、名乗っておくべきかね？」

　見た目の割に温厚そうな声ではある。しかし、聞く者の腹にずしりと響く――重低音めいた凄すごみを底に宿していた。

　これは――命令を下すことに慣れ尽くした男の物言いだ。

　となれば、やはりそうなのか。

「皇女殿下とは一別以来でしたな。今の世でわしが本名を名乗ると、物笑いのタネにしかならぬのだが……今度ばかりは仕方のないところか」

　いやいやながらという感じで、ぼそっとつぶやく。

　いかなるときも颯さつ爽そうと振る舞うカエサルなどとは、完全に真逆であった。

「我が姓は徳とく川がわ、名は家いえ康やす……以後は『老いぼれ』なり『じいや』なり、好きなようにお呼びくだされ」

　天てん下か人びとの銘めいを名乗る復活者リザレクトと、征継たちはついに邂かい逅こうを果たした。

　だが、眼前の老人はたいした覇気も見せず、だらりと脱力した体ていでソファに腰かけ、茶飲み話でもするような口ぶりであった。
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「物笑いのタネとおっしゃいますが……。徳とく川がわ家いえ康やすの名を嗤わらう者がこの日本にいるとは、到底思えません」

　おずおずと皇こう女じよ志し緒お理りは訴えたのだが。

　元天てん下か人びとは「いやいや」と手を左右に振り、仏ぶつ頂ちよう面づらになった。

「逆に、広く知られている分、始末が悪いと言えますな」

「はあ」

「そこらのじじいが『我こそは天下の征せい夷い大たい将しよう軍ぐん、徳川家康なり』などと口走れば、病院か警察に引き渡されるだけですぞ」

「そ、それはまあ、そうかもしれませんね……」

「居合わせた連中はぶしつけに嘲あざ笑わらうか、生温かい目で見守るだけか。いずれにせよ、ろくな目に遭あわぬというわけです」

　ふんと鼻を鳴らして、徳川幕府の初代将軍はつまらなそうに言う。

「そういう次第ゆえ、わしの素す性じようを知る者には『大おお御ご所しよ』だの『ご隠居』だのと呼ばせており申す。志緒理殿下にもそのようにおねがい申し上げたい」

「では、ご隠居さま」

　征まさ継つぐと初はつ音ね、そして天てん海かい僧そう正じよう＝明あけ智ち光みつ秀ひでらが見守る前で。

　聖せい獣じゆう・天てん龍りゆう公こうの孫娘と復活者リザレクト・徳川家康、あらためて顔合わせとなった。

「ご隠居さまはわたくしの祖母にあたる初代女じよ皇おう・日ひ美み子こさまの治世に復活され、天海さまと共に皇こう国こくの行く末を見守っておいでだったのですね？」

「左さ様よう。わしらを今こん世せいに呼んだのは、たしかに日美子どのであられた」

　皇女志緒理の問いに、神しん君くん家康は重々しくうなずいた。

　一応、言葉遣づかいこそへりくだっているが、皇女を前にしても平然と茶飲み話をする程度ののんきさである。とにかく、ふてぶてしい。

「あの頃、初代の女皇陛へい下かは蝦え夷ぞ地ちの片隅でくすぶっておられたのだが。大日本帝國政府が例の太平洋戦争できりきり舞いになるのを見て、打倒帝國の旗印をかかげられた。わしとそこの天海坊主はその片棒をかついだわけですな」

「わたくしの師である竜りん胆どう先生とは……」

「その頃以来の旧知でござる」

　昔せき日じつを思い出したのか、『ご隠居』はくくっとほくそ笑む。

「ま、見てのとおりの老いぼれゆえ、今さら手て柄がら自慢をする気にもなれず。大戦の終結と、皇国日本の建国後はお役御免とさせていただいたわけです。表向きは一応、ここ皇こう城じように勤める役人となっております。非常勤でありますが」

「そうだったのですか!?」

「なに。殿下とすれちがうこともなかった下っ端ぱでござる」

　ちょっとした軽口にも、ほのかな重厚さがつきまとう。

　これが天下人の威風というものか。うなずく征継の腰で――銘めい刀とうの鞘さやがぶうんと震えた。和泉いずみの守かみ兼かね定さだ。滅びゆく徳川幕府に最後まで仕つかえた男の愛刀である。

　神君家康公の御前で、興奮を抑えきれないのかもしれない。

　それとは逆に、征継はいつもどおりだ。

　元天下人を淡々と観察し、その言動から、ある確信を得ていた。

「あれから五〇年……。そちらの坊主はあちこちさすらっておったのですがな。わしはほとんどの時間、東京の隠れ家でのらくらと隠居じじいをやっておりました」

「ほとんど――」

　老人の言葉尻じりをとらえて、志緒理がつぶやく。

「わたくしが英雄招来の咒じゆ儀ぎに臨のぞんだときなどをのぞけば、ですね？」

「左様。余計なお節介、でしたかな？」

「とんでもない。あの配慮のおかげで、格別の将を迎えることがかないました。つきましてはご隠居さまを日本随ずい一いちの武人と見込んで、おねがい申し上げます」

　淑しとやかにプラチナブロンドの頭こうべを垂れて、ついに志緒理は訴え出た。

「今は日本の存亡がかかった国難のとき。ご隠居さまと――そちらの天海僧正の御ご庇ひ護ごを藤ふじの宮みや志緒理に賜たまわりたいと、心より思っております」

「ほう。われらの庇護とおっしゃるか」

「はい。どうか、わたくしの後こう見けん役やくをお引き受けくださいませ」

　尚――。

　貴人ふたりの対話の間、天海僧正はずっと無言であった。

　ただし、興味深い幕まく間あい劇げきを見物しているとばかりに、黒衣の老僧はほくそ笑んではいたのだが。それもにやにやと悪戯いたずらっぽく。

　そして、肝かん心じんの神君・徳川家康はといえば。

「……さて」

　しばらく沈ちん思ししたあとで、ぼそりと言った。

「尊き皇こう家けの姫君より直じき々じきに助すけ太刀だちを請こわれれば、お応こたえ申し上げようかという義ぎ俠きよう心しんもないわけではなし。だが皇女殿下。こうも干ひからびた隠居じじいにその仰おおせは――いささか酷ではないかと、思われませぬかな？」

「えっ？　干からびた？」

　思わずという調子で初音が口走り、家康にじろっとにらみつけられた。

「す、すいません。口がすべっちゃいましたっ」

「女官よ。察するにおまえはこう思ったわけか？　ぶくぶく肥え太ったでぶじじいが『干からびた』などとは笑わせてくれる、と」

「あ、ええと」

　初音は「えへへ」とごまかし笑いを浮かべた。

　図星だったらしい。戦国の乱世を制した英雄は遺い憾かんの意をふんと鼻息で表してから――征継をまっすぐ見つめた。

「わしの言葉の意味……おぬしなら、わかるのではないかね？」

「ああ」

　己おのれの記憶を封じた張本人と、征継はついに言葉を交わした。

「徳川家康。たしかにあんたは――だいぶ枯れてしまったようだな」

　本名で呼ぶなという要請を、征継はあえて無視した。

　義理立てする理由は今のところないのと、確認のためだった。

　元天下人は苦笑いしただけで、怒るそぶりすら見せない。やはり枯れている。本人の申告どおり、ここにいるのは隠居老人――現役を退しりぞいてひさしい男なのだ。

「皇女殿下の将よ。今は橘たちばな征継と名乗っておるのだったな」

　ぶしつけな征継へ、神君家康は飄ひよう然ぜんと言う。

「橘。おぬしの見立てどおりだ。前世では戦国の世を勝ち抜いたわしも、いいかげん歳を取りすぎた。さすがにいくさはしんどい」

「そのようだな」

「面倒くさい、と言いかえてもよいぞ」

　にやっと笑う老将軍の風ふう貌ぼう、だいぶ肥満気味ではあるが。

　あくの強さをあまり感じさせない。仮にも戦国の覇者となった男、ケタはずれに強い個性やプライドを持っていて然しかるべきなのだが――。

　老いたことで、そうした過か剰じようさがいい具合に抜けたのだ。

　あのカエサルなどは『いつまでも若々しい』反面、『いつまでも大人げない』と評することもできる。対して、目の前にいる徳川家康は十二分に老いていた。限界まで成長し尽くしたあげく、老成の域に達したのだろう。

　だからこそ、自みずからの衰おとろえを平然と告白もできる。

「わしは天下を取るまでも、取ってからもだいぶ難儀したからな。今さら一国の命運を背負いこむような大仕事、引き受けたいとは思わんよ。まあ、気まぐれに皇女殿下をお手伝い申し上げるぼらんてぃあ程度ならともかく」

　あの脂あぶらっ気けが強い獅し子し心しん王おうなどとは、真逆だった。

　現代世界の政情・戦乱にかかわる意欲が皆無なのだろう。そんな元天下人をしげしげと見つめるのは――遠慮を知らない初音だった。

「ご隠居さま、カエサルさんとは全然ちがうのねえ……」

「当たり前だ。あの男は志こころざしなかば――それも天下を取る寸前で闇やみ討うちにされた。大方、その無念が今の世でも野望の源みなもとになっているのだろうよ」

　最も身分の低い初音の横槍にも、家康はあっさりと応じた。

　神君としてえらぶることもなく、孫娘の友人と語らうような気安さだ。

「だが、な。徳川家康はまがりなりにも天下を取った男だ。その器量によって戦国の世は終わりを迎え、日本国は三百年もの平穏を享きよう受じゆすることができた」

　隠居老人の昔語りにしては壮大すぎる。

　日本史にほんの数名しかいない天下人として、神君はうそぶいた。

「無論、わしこそが世界随一の豪ごう傑けつであるなどとは言わぬぞ。だが武将としても、天下人としても、わしほどにやるべきことをやり尽くした男は――そうそういまい」

「そう言われると、たしかにそうなのかも」

　初音が目を丸くすると、家康老人はにやりと付け足した。

「さらに言えば、ユリウス・カエサルだけではない。エドワード黒王子、リチャード獅子心王も道半ばにして斃なおれた男たちだ。まあ、あの連中には理解もおよばぬ枯こ淡たんの境地に徳川家康は達している……。こうも言えような」

　冗談めかしてはいるが、自負心も感じさせる。

　枯れたりとはいえ、天下統一の大将軍ここにありというところか。威厳ある老人をしげしげと見つめて、皇女志緒理は言う。

「もしかして、ご隠居さまは……日本国外の歴史も学ばれたのですか？」

「隠居じじいにはたっぷりと暇ひまがあり申す。しかも、しばらくは寿命が切れる心配もない体ときている。書をひもとく時間には困らなかったのですなあ」

　征継は徳川家康の逸いつ話わを思い出した。

　幼少期から学問をよく好み、たいへんな読書家であったという。歴史書『吾あ妻づま鏡かがみ』を愛読していた。駿すん府ぷ城じように作らせた書庫には、日本の古書のみならず中国渡来の貴重な漢かん籍せきまで八〇〇冊もふくまれていた。

　本ほん草ぞう学がく――薬草のあつかいに長たけ、自ら漢かん方ぽう薬やくを調合したほどだ。

　家康が幼少期と晩年を過ごした駿河するがでは、その手の逸話を聞く機会も多かったのだ。

「さて」

　あらためて、神君家康はじっと征継を見つめた。

「前世で全てをやりきったという点では……おぬしも同じと見ているのだがな」

「俺もだと？」

　己の記憶を封じた者の推測。征継は目をみはった。

　封じられた『橘征継』の記憶と前世。その詳細を知るがゆえの言葉であるはずだ。いよいよ本題を話すときが来たらしい。

　だが、いち早く、冷ややかな少年の声が割りこんできた。

「徳川家の神君とやらよ。残念ながら、オレの方はそうでもないぞ」

　初音の着物――その襟えり元もとにふっと藍あい色の巻物が現れて、生意気そうに元天下人へ訴え出たのである。
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「小娘。おまえの体をすこし借りる」

「よ、義よし経つねさん!?」

　いきなり襟元の巻物から告げられて、初はつ音ねは狼ろう狽ばいしたのだが。

　すぐに『きりっ』と顔つきをひきしめて、神しん君くん家いえ康やすを汚い野良犬でも見るような目つきでじろじろ眺め、「ふん」と吐き捨てた。

「五、六〇年ぶりというところか、じじいども」

　初音はなんともふてぶてしく、家康と天てん海かい僧そう正じようへ言い放った。

　ただし、巻物と同じ少年の声で。見れば、女官の衣装を着た初音の体と重なるように、美少年の幻が現れていた。

　陰おん陽みよう師じ風の白い狩かり衣ぎぬをまとい、姿がなかば透きとおっている。

　ひどく利発そうだが、同時にとんでもなく生意気そうでもあった。

　初音が継けい承しようした銘めい《九く郎ろう判ほう官がん義よし経つね》の意志――というところか。対する徳とく川がわ家康は、美少年の幻へ人の悪い笑みをにんまりと向けた。

「源げん九く郎ろう義経どの、と、お見受けいたす」

「いかにも。いつぞやは世話になったな。初代女じよ皇おうに呼び出されたばかりのオレに、よくも妙なまじないをかけてくれた。おかげで」
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　九郎義経の意を受けたらしく、初音が『ちっ』と舌打ちする。

「オレの体は封じられ、巻物ごときを依より代しろとする羽目になった」

「いやいや。勘弁してくだされ、九郎どの」

　一方、家康はまさしく狸たぬきじじいという朗ほがらかさであった。

「お手前ほどの武将が前世での恥ち辱じよくを晴らさんと、闘志を燃やしておられたのだ。とても手た綱づなが取れぬと、今こん世せいの者どもより泣きを入れられたのでござるよ。おかげで、九郎どのにはご苦労をおかけ申した」

「ぬけぬけとよく言うわ」

　じろりと初音＝義経がにらむ先には、天てん下か人びとの白しら々じらしい笑顔がある。

　徳川家康は青年時代、決して思し慮りよ深ぶかい武将ではなかったという。部下をあしざまに罵ののしることも珍しくなかった。三み方かたが原はらの戦いでは武たけ田だ信しん玄げんに無視されたと激怒し、無謀な攻撃を仕掛けたあげく惨敗した。

　だが、苦難つづきの日々が血けつ気きさかんな若わか武む者しやに忍耐を教えた。

　五九歳――還かん暦れきを目前として、ついに天下を取る頃には、いくさだけでなく政治と外交でも諸大名を老ろう獪かいに振りまわすほどになっていた。その手腕が江え戸ど幕府三〇〇年の土台を築きあげたのである。

　逆に、若くして非業の死を遂とげた九郎義経。

　ある意味、己おのれとは真逆の老将を「ふん」と鋭く見据えてから――今まで、ずっと無言で通してきた人物の方へ視線を動かした。

　黒衣の老僧・天てん海かい僧そう正じよう。またの名を明あけ智ち光みつ秀ひでである。

　それにしても。征継はいぶかしんだ。この老人、一体いくつなのだろう？

　印象でいえば九〇歳前後という風ふう体ていだ。

　しかし動作もきびきびとして、足腰もきわめてしっかりしている。まあ、復活者リザレクトの年齢を気にしても仕方ないところではあるのだが、世の尋じん常じような老人とはいっしょにできない底の知れなさを――たしかに感じさせる。

「まあ、いい。まじないの件は徳川よりもこちらの坊主が黒幕だからな」

　天海僧正へと、九郎義経は忌いま々いましげに言った。

「オレの体を封じた妖術、おまえの仕込みだったのだろう？」

「おお。見抜かれておりましたか」

「わからいでか。巻物のなかで、さんざん神だの霊だのとつきあってきたのだぞ」

　愛想笑いする天海僧正と、初音の顔でしかめ面つらをする九郎義経。

　武家の本流たる源げん氏じの先せん達だつだからなのか、源げん平ぺい時代の勇者の方が大きな態度である。とはいえ、戦国時代の主従は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいでもある。

　どこか互角の鍔つば迫ぜり合いにも似たやりとりであった。

「いずれ義経公には、懇ねんごろに詫わびを入れねばと常々考えており申した」

　天海僧正はソファに腰かけたまま、剃そりあげた頭を下げた。

「このような機会を持てたこと、まさに仏ぶつ縁えん。拙せつ僧そうの心よりの謝罪、是非お受けいただきたく存じます。これ、このとおり……」

「だそうだぞ、橘たちばな征まさ継つぐよ」

　不意に、初音＝義経が声をかけてきた。

「こやつこそがオレとおまえの力を封じた張本人よ。まあ、過ぎたことをいつまでもとやかく言う趣味、オレにはないのだが。これからのことを考えれば、相応の報むくいをくれてやった方がよいかもしれん。この売僧まいすは相当な曲くせ者ものだぞ」

「なるほど」

「謝罪ついでに、奪ったものを返してもらうのもいいだろうよ」

　征継はかすかに唇くちびるをゆがめて、微笑した。

　妹分の顔から、いつのまにか不機嫌さが消えていた。初音＝義経少年はくそ生意気かつクールな横顔で、征継に目配せしてきたのである。

　てっとりばやく相手に非を認めさせるため、不機嫌なふりをしていたらしい。

　九郎判官義経もなかなかの狸であった。

　ともあれ、征継自身も黒衣の老僧へ声をかける。

「天海僧正――それとも、明智光秀と呼ぶ方がいいか？」

「僧正でもくそ坊主でもかまわぬよ。だが、明智の名は過去のものだ。ぬしも本ほん能のう寺じの一件を知っているなら、その後のゴタゴタも聞いておろう？」

　織お田だ信のぶ長ながの後継者の座を巡り、明智光秀と羽は柴しば秀ひで吉よしが激突。

　いくさに敗れた光秀は逃亡を図るも落ち武者狩りに遭あい、殺害されたともいう。途中で覚悟を決め、自害したともいう。

「いろいろと言われてはいるがな。豊とよ臣とみどのに敗れたあと、どうにか落ちのびた拙僧は比ひ叡えい山ざんに幾年もこもり、修行三ざん昧まいの日々を送った」

「比叡山……比叡山延えん暦りやく寺じ、だったか？」

「うむ。かの御山で拙僧は天てん台だいの教えを学び、どうにか独り立ちできた」

　さすがに延暦寺は征継も知っている。だが『天台』の方はピンとこない。

　博識な志し緒お理りが助け船を出してくれた。

「天台宗は伝でん教きよう大だい師し・最さい澄ちようさまを開祖とする教え。仏教のなかでも特に呪術と関かかわりが深い――密みつ教きようのひとつです。僧正さまはおそらく、その総本山でよほどの研けん鑽さんを積まれたのでしょう。仏僧としても、術の遣つかい手としても」

　そういえば、弘こう法ぼう大師・空くう海かいの真しん言ごん宗しゆうも密教とやら、だったか。

　志緒理の言葉にかぶせるように、天海僧正は苦笑する。

「拙僧はどうやら、武将よりもそちらに天分があったようで……」

　織田の家臣団でも、明智十じゆう兵べ衛え光秀は随ずい一いちの切れ者だったという。

　今の発言、謙けん遜そんと見るべきか。あるいは、宗教家としては武将時代を超えるほどの才人だったという自負があるのか。

「橘征継よ、知っているか？　今の世で便利に使われておる随ずい獣じゆうや精霊ども――あのような物ものの怪けは実のところ、遥はるかな昔から存在していた。式しき神がみだの鬼だのと呼ばれてな。神に等しき聖せい獣じゆうたちの力によって、あつかいやすくなっただけよ」

　式神。鬼。征継もなんとなく聞き覚えがある。

「強い呪法の力を持つ者のみが呼びよせ、使し役えきできた。そして拙僧も……その道を比叡山にて研鑽したのだ。おかげで、今世の念ねん導どう術じゆつ師しどもが思いもつかぬような手て管くだを――いろいろと心得ておる」

「手管だと？」

「左さ様よう。あまり誉ほめられた手口ではないゆえな」

　にやっ。天海僧正は不敵に笑った。

「鬼、式神と拙僧は言ったが……その手の物の怪とはちがうものを駒こまとする手管だ。われらの大師たる最澄さまは海を渡り、唐からの都・長ちよう安あんにて学ばれた」

「中国でか」

「うむ。天台の教えはそもそも唐から国くにのものよ」

　征継は世界史の授業を思い出した。

　唐とう。七～一〇世紀の中国を支配した王朝だ。その首都・長安はいまや西せい安あん市と名前を変えて、東方ローマ帝国の領土となっている。

「かの国には古来、『以夷制夷』なる言葉があった。夷い狄てきを以もつて夷狄を制す。国外より押しよせる野蛮な異民族の攻撃を、べつの異民族に迎え討たせる」

「ほう」

「いにしえの漢籍は、中国の四方にいる蛮族を東とう夷い・南なん蛮ばん・西せい戎じゆう・北ほく狄てきと記していた。ならば東夷を味方にひきこんで、西戎と戦わせればいかがか。南蛮を寝返らせて、北狄にぶつければ是ぜではないか……」

「それが夷狄を以て夷狄を制す、か」

「うむ。この策によって、中央の国と民たみは傷つかずに済む」

「虫のいい話だ」

「いや、まったく。虫のいい、小こ狡ずるいやり方よ。だが、こうも言える。中央の都でのんきに暮らしていた都みやこ人びとには――荒々しい辺境の蛮族を倒すことなど、到底不可能だったのだとも。我が日本国でもそうであろう？」

　天海僧正は人の悪い口ぶりになった。

「平へい氏しを打倒した源氏の例を見よ。また戦国の世を平定したのは柔にゆう弱じやくな公く家げではなく、武家である信長公や秀吉公、我が主君たるでぶじじいどのだ」

「気の荒い狢むじなには、同じ穴の狢を嚙かみ合わせるのがいいわけだな」

「左様、左様」

　からからと天海僧正は笑い、膝ひざを打った。

「外より来きたる鬼を打ち倒すために、われらも鬼を操る。冥めい府ふより舞いもどってきた復活者リザレクトを破るためならば、同じ復活者を手駒にすればいい」

「ただし、操りやすいように――」

「うむ。記憶や体を封じておく。これこそが拙僧の武ぶ勲くん《夷を以て夷を制す》。まあ、何を封じられるかは仕掛けてみないとわからぬし、復活直後の相手にしか使えぬ……が、なかなか便利な力ではあろうな」

「俺の記憶を封じたのは、僧正の武勲だったか」

　うなずいてから、征継は首をかしげた。武勲とは、復活者が生前に打ち立てた功績を今世でも再現させるための異能である。

「僧正。そんな力を持つおまえは――昔、何をしたんだ？」

「信長公を討ったからといって、得られる武勲ではなかろうな。だが、拙僧は将軍家康公の相談役として、江戸の都を造りあげた男でもある。町割を決め、江戸城の造りに口出しし、いくつもの寺社を建こん立りゆうさせた……」

　つまり、都市計画の総指揮者。もはや僧侶の仕事ではない。

　政務の助言役だ。織田家随一の智将であった明智光秀だからこそ、徳川家康もそこまで求めたのだろう。

「その際、大江戸を守護するために鬼を封じた」

「江戸を守る鬼、だと？」

「実は今回、すくなからず驚いた。現女じよ皇おうであられる照てる姫ひめ陛へい下かが迎えられた魔ま性しようの者――かつて拙僧の封じた鬼と、同一であったのだ」

　鬼。魔性の者。ということは、やはり。

「その名は平たいらの将まさ門かど。日本国随一の祟たたり神たる怪物……荒あら御み霊たまよ」

　予想どおりの名前を、天海僧正は口にした。

　神。人ではなく祟り神。そんな言葉をあえて使った老僧に、征継は驚いた。しかし、同時にひどく腑ふに落ちた気分でもあった。

　あれはたしかに――人ならざる存在だろうと。

「拙僧は江戸の町割をするにあたり、北ほく斗と妙みよう見けんの導きのもと七つの神社を建立した。その霊れい験げんによって大だい怨おん霊りよう・平将門を江戸の守護神と変えたのだが……。ま、あの者の話はあとまわしでもかまうまい」

　天海僧正は軽やかにつぶやいた。征継の興味をはぐらかすように。

　代わりに、こんなことを言い出す。

「竜りん胆どうより聞いたぞ、橘征継よ。おぬし、拙僧と大御所さまに記憶の回復を願い出るつもりらしいな？」

「ああ。俺はかつてと同じ力を――取りもどしたい」

　今の橘征継を凌りよう駕がするほど、前世の己はすさまじい武勲の持ち主だった。

　記憶と騎き力りよくさえ取りもどせば、ユリウス・カエサルにも引けを取らないはず。その予感が征継を突き動かしているのだが。

　しかし、天海僧正はあっさりとこう続ける。

「そのことについて、拙僧と大御所さまより提案がある」

「うむ」

　腹ふく心しんの発言を受け継ぐ形で、徳川家康がふたたび口を開いた。

　さすが『この場の主役』の貫かん禄ろくで全員の注目を集めながら、おもむろに言う。

「橘よ、おぬしの失われた記憶を……」

「ああ」

「もとにもどすべきではないと、わしは思うのだがな」

「なんだと？」

　思いがけない提案を聞いて、征継は眉まゆをひそめた。

　神君家康をじろりとにらみつける。かつての天下人はまっすぐにその視線を受けとめ、平然とにらみ返してきた。
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　ちゅん、ちゅん。

　皇こう城じようの庭のどこかで、スズメたちが鳴いている。

「この時間だと、さすがにえらい人たちも起きてきていないわね」

　初はつ音ねはつぶやいた。

　早朝なのだ。まだ朝の六時前。

　女じよ皇おう聖誕を祝うパーティーは昨夜零れい時じ近くまでつづいたという。

　魔人・平たいらの将まさ門かどの出現以来、皇こう城じように出仕する〝宮きゆう廷てい人びと〟らはなかなかに心ふさぐ日々であった。だが、女皇ともども当人が早々と退席。あとは酒杯・祝杯の助けもあって、宴うたげはそれなりに盛りあがったという。

　しかし、祝賀ムードを楽しむだけでいいのはゲストのみ。迎える側であった皇城勤めの人々はパーティーの間、ずっとはたらきずくめであった。また終了後もその後片付けで常とはちがういそがしさであった。

　……夜の内から、すでに宴席の後片付けがはじまっていた。

　ふだんから皇城の清掃をまかされてきた雑用役の女官たちも、短い仮眠のあと、その加勢に入っていた。聖誕祝いの翌日、明け方からフル稼働であった。城内の部屋という部屋をまわり、すこしでも荒れた痕跡があれば、すぐさま掃除と片付けをはじめるのだ。

　そして――橘たちばな初音もそこに加わっていた。

「うちの姫様のお世話はずいぶんやってたけど。こうやって、あちこちきれいにしてまわるのはひさしぶりだわ」

「いきなり皇こう都とから引っ越しちゃったものねー」

「仕方ないわ。橘の家はこれでも志緒理殿下直じき参さんの家臣なんだから」

　初音は表宮殿の廊下を歩いていた。

　女官見習い時代の友人とおしゃべりしつつ、清掃道具一式を載のせたワゴンと掃除機、モップなどもいっしょだった。女官たちは今、ふたり一組でパーティーや式典の会場をきれいにしてまわっているのだ。

「この辺もなんだかなつかしいわ」

　初音は目を細めた。女皇陛へい下かも、女官たちも、皇城を生活の場としている。しかし、就寝する場所はプライベートエリアである奥宮殿なのだ。

　ここ表宮殿とは別の棟むねであり、渡り廊下でつながっている。

「でも、いいのかしら？」

　不意に友人が首をかしげた。

「初音さんに手伝ってもらって。本当はもう部外者なのだし……」

「大丈夫、安心して。初音は正式な騎き士し侯こうだし、皇女殿下の家臣だもの。何のおとがめもなく皇城へお邪魔できるのよ♪」

　皇城ではたらく女官は、厳しく身辺や家庭環境を調査される。

　尊貴なる女皇の宮に、得え体たいの知れない輩やからを入りこませないためである。

　だが、ここ数日。正式な女官でもないくせに、初音は堂々と城内に出入りし、元気潑はつ剌らつと歩きまわっていた。

　例の指示『情報収集せよ』を遂すい行こうするためである。

「それはそれで問題になりそうだわ。騎士侯さまに雑用をさせているわけだし……」

「いいのいいの。昔はここできちんと女官見習いをやってたんだし」

「きちんと、だったかしら？　勤務態度や心がまえを掌しよう典てん長ちようさまがだいぶお怒りになられていた気も――」

「と、とにかく、まちがいなく経験者なんだから！」

　まずい方向に脱線しかけた話を、初音は強引にもどした。

「年に一度のお祭りでいそがしい古巣を手伝うくらいしたって、罰は当たらないわ。みんなだって助かるでしょう？」

「まあ、それもそうよね」

　友人の職務は城内の雑務全般。女官としては最も下っ端ぱなのだが。

　実はれっきとしたお嬢さま育ちだ。きちんとした家格の娘でなければ、皇城ではたらくなど認められないのだ。

　それだけに世間ずれもしておらず、かんたんに丸めこめる……。

　初音は心のなかでこっそり舌を出しつつ、思い出す。

（昨日のお話……）

　神しん君くん家いえ康やすと天てん海かい僧そう正じよう、ふたりの復活者リザレクトとの対面。

　初音も女主人および兄貴分といっしょに、あの席に居合わせた。

　途中から九く郎ろう判ほう官がん義よし経つねに体を乗っ取られたとはいえ、内容は問題なく覚えている。特に重要だった話はふたつ。

　まず、橘征まさ継つぐの記憶を回復させる件について。

　それから、あの畏おそるべき魔人・平将門の正体について――。

「い、いけないわ、初音さん！」

　いきなり和服の袖そでを引かれて、制止された。

「あの御方が――お通りになるところよ！　顔を伏せて！」

「え……って、将門さん!?」

　初音はびっくりした。

　ちょうど表宮殿から奥宮殿への、渡り廊下を掃き掃除していたのだが。

　表宮殿の方から、八人の将校がやってくる。先頭はカーキ色の軍服にマント、軍帽――大日本帝國時代の軍装をまとう男だった。

　うわさの復活者リザレクト・平将門、その人である。

　がっしりした面つら構がまえだが、燃える瞳ひとみのせいで顔立ちはよくわからない。

　付きしたがう七人は黒い皇国の軍服姿。平将門に仕つかえる七名の死人であろう。

「御名前でお呼びしてはいけないわっ。さ、早くこちらへ！」

　友人の女官は渡り廊下から、さっと外の芝生に出た。

　そのままひざまずいて、うつむき、魔人一行をやりすごそうとする。目も合わせないための工夫なのだろう。

　平将門、早くも『名前を呼んではいけないあの人』と化しているらしい。

　国を治める人の腹ふく心しんがそんなことでいいのかしら。ちらりと思いつつも、友人のすすめに初音は――あえてしたがわなかった。

　ほんの二歩だけ後退して、将門一行に道を譲りつつも。

「あのう。ちょっとお話とか、よろしいですかー？」

「は、初音さん!?」

　隣にいる友人が仰ぎよう天てんしていた。

　対して、肝かん心じんの魔人どもは――初音を一いつ顧こだにせず、粛しゆく々しゆくと通りすぎていく。足取りがなめらかすぎて、軍ぐん靴かは足音ひとつ立てない。それは蛞蝓なめくじがぬるりと音もなく移動していくさまに似ていた……。

「やっぱり、天海さんが言ったとおり」

　八人いる一行が全員、目の前を通過するのを見て、初音はうなずいた。

「初音みたいな凡人が呼んでも、神様には全然届かないんだわ。仲立ちになるような巫女みこさまや精霊がいないと……」

　聖誕祝いの翌朝、思いがけない敵との遭遇であった。
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「いきなりで悪いが、今夜より西せい征せいを開始する。陣頭に立つ総司令官はユリウス・カエサル。つまり、この私だ」

　東方ローマ帝国の国こく父ふはみごとな〝どや顔〟で言い放った。

　大浴場で一風呂浴びて、サウナ室に入ったところでの宣言である。

　東京・水すい道どう橋ばし、皇こう都とドームの温泉施設内。

　まだ朝早い。女じよ皇おう聖誕日の翌日、午前八時だった。いまだ祝賀ムードが残るなか、橘たちばな征まさ継つぐともう一名はこちらに呼び出されたのだ。

『今日は我が故国の習慣にのっとり、くつろいだ場所での入浴を楽しみたいな』

　という、古代ローマ人のメッセージによって。

　大だい元げん帥すいの衝撃発表に対して、征継は短く簡潔に返答する。

「なるほど」

「承知いたしました」

　征継だけでなく、衛えい青せい将軍もあっさりだった。

　将軍格ふたりの反応に、カエサルは「なんだ」と肩をすくめた。

「さすがは我が盟友諸君と感動したいところなのだがね。もうすこし驚いてくれてもかまわないのだぞ、君たち？」

　サウナ室には、三人の復活者リザレクトだけがいる。

　征継、カエサル、衛青という面メン子ツで温泉施設を全て借り切っているのだ。尚なお、この施設は一〇階建てビルの一フロアがまるまる浴場である。

　大浴場、露ろ天てん風呂、水風呂、設定温度ごとに数種類あるサウナ。

　さらに同じビル内には複数の食事処どころやリラクゼーション施設も完備。古代ローマの公衆浴場にも負けない充実度であった。

　しかも、地下一五〇〇メートルよりくみ上げた琥こ珀はく色の天然温泉なのだ。

　そちらを先に楽しんだあと、サウナ室での密談となった。

「もともとカエサルどのが動き出す頃合いだとは思っていた。皇都でのやたらと華々しい式典、おそらく陽動の類たぐいだろうと」

　汗まみれの大元帥へ、征継はぼそぼそと言う。

　サウナはログハウス風の内装である。蒸気と熱気がたちこめる空間で三人は全裸になり、股間をタオルで隠すだけという開放的な格好であった。

「聖誕祝いの直後あたりがあやしいと、個人的に思っていた」

「横よこ須す賀かのローマ軍団がやけにいそがしそうだとは耳にしていました。カエサル公の旗き艦かんにも、大量の物資が積みこまれたとか」

　今度は衛青将軍だった。あの温おん柔じゆうな微笑を浮かべている。

「海――太平洋から畿き内ない将しよう家けへ乗りこむのですか？」

「みごとな眼力だ。橘、衛青の二将軍が敵でなかったことを神々に感謝しよう」

　カエサルが苦笑いしている。記念式典の直後から電光石火の行動に移るべく、極秘に準備していたのだろう。副将ともいうべき衛青将軍にも内密にして。

　こんな独断専行、ふつうの組織では絶対に許されない。

　特に大軍の運用・移動には、もろもろの下準備と物資、資金が必ひつ須すである。

　その調整だけでも多大な人手と労力を要する。総大将の気まぐれで『今夜、夜襲を仕掛ける。者ども出合え！』とはいかない。戦国時代とはちがうのだ。

　だが、支援部隊のことを脇わきに置くならば。

　現代のレギオン戦は騎き士し侯こうが身ひとつで動くだけでも、大軍の投入が可能だ。

　ある意味、古代や中世よりも野の放ほう図ずに〝戦争を開始できる〟時代であった。

「さて諸君。私は海路を使い、志し摩ま半島より上陸するつもりだ」

「東京の守りは……やはり平たいらの将まさ門かどどのと、二千騎の零れい式しきですか」

「カエサルどのは伊い勢せ湾から奈良・京都へのぼり、畿内将家の中ちゆう枢すうをたたくのだな」

　衛青将軍と征継はすぐに言う。

　ふたりの慧けい眼がんにカエサルは微苦笑して、うなずいた。

「そのとおりだ。畿内将家の首根っこを押さえ、維新同盟を解体してしまえば、大英帝国は日本にとどまる大義名分を失う」

「黒王子ブラツクプリンスどのも戦わずして、本国へ帰還せざるを得なくなる、か」

「橘征継。君には東海道へもどり、待機をお願いしたい。戦況に応じて東と西――東京・畿内のどちらにでも動けるように」

「つまり遊軍か」

「君にうってつけの役目だろう？」

　大胆に軍を動かす用兵こそ、橘征継の真しん骨こつ頂ちよう。

　そうと熟知するからこその要請だろう。どうやらユリウス・カエサルは新しん撰せん組ぐみ副長なる胡う乱ろんな将のこと、しっかり研究しているようだった。

「かまわないと言いたいところだが、俺の一存では答えられないな」

「安心してくれ」

　さすが〝できる男〟という体ていで、カエサルがほくそ笑む。

「今朝早く、東海道の立りつ夏か総そう督とくに話を通しておいた」

「なら、俺は箱はこ根ねへ一度もどるとしよう。駿河するが・山梨の東海道軍と共に、ひとまず伊い豆ずの英国軍へにらみを利きかせる」

「そうしてくれ」

「わたしはカエサル公の随ずい伴はん……ではなさそうですね」

「おお。私の顔色を読んだな、衛将軍」

　中国漢かん王朝の大将軍がさらりと言ったので、カエサルはにやりと笑った。

「君の行き先は東とう山ざん道どう将家だ」

「なるほど」

「そういうことか」

「はははは。そこで『なぜ』と訊きかぬ君らが頼もしくもおそろしいぞ！」

「失礼いたしました」

　大笑いする古代ローマの英雄へ、衛青は生き真面目まじめに頭を下げた。

「今年一〇月の開戦時、東山道将家は維新同盟と――内通していた疑惑が濃い。わたしが東山道方面に赴おもむくことで、その再発を牽けん制せいするのですね」

「そして衛将軍は、岐阜経けい由ゆで畿内領内なり名古屋へ侵攻するわけか」

「またしても大正解だ。できれば、この面子でローマ統一のいくさを戦い、ポンペイウスを追いつめてみたかったものだな。ははははは！」

　衛青もまた大将軍として、一国の全軍をあずかった経験を持つ。

　ゆえにこそ、カエサルの思し慮りよにやすやすとついていける。そして橘征継は――さて、東西の両雄と伍ごせるほどの経験を持っているのか。

　それとも否、なのか――。

　一応、この三頭会談で困らないだけの見けん識しきはあるようだった。

「カエサルどの」

　ともあれ、征継は話を変えた。

「ひとりの騎士侯が大量のレギオンを呼び出す今の世のいくさ、どこから新あら手てが出てくるかを読むのはむずかしい。だから俺たち強力な騎士がばらばらに移動し、戦況を読んで、臨機応変に合流する。その方が合理的だ。それはわかる」

　ぼそぼそと言う。このような用兵、現代では分ぶん進しん合ごう撃げきと呼ぶらしい。

「ああ。見識と判断力に富む指揮官が幾人もいないと無理だがね」

　カエサルは満足そうに目を細めていた。

「君らほどの人材がそろった以上、やらない手はないというわけさ」

「だが今回は……平将門公の二千騎がいる。あえて俺たちが別行動せずとも、全レギオンを集めて大軍団をひとつ作り、維新同盟の有力な将を順々に破っていけば――」

「いいだろうと、橘征継は思うのか？」

「ああ。二千騎の増援があれば、力押しするだけという選択肢も悪くない」

　皇都東京の守護神について、カエサルはどこまで知っているのか？

　それを探るため、征継はさらに言った。

「で――当の将しよう門もん公こうは今日、呼んでいないのか？」

「そういえば昨夜、あの方のご配下が征継どのに非礼をはたらいています。直接の謝罪があってしかるべきではと、思わないでもないですね」

　示し合わせたわけではないが、衛青も追つい随ずいする。

　あの不気味なる日本英雄の面妖な部分、彼も明らかにしたいのだろう。

「残念ながら、近衛このえ大将・平将門どのは来ない」

　カエサルは意味ありげに笑った。

「もしかして、うすうす理由を察しているのではないかね？」

「……念導神格イフリート」

　ぼそりと征継はつぶやいた。

「あの平将門なる存在はユリウス・カエサルのごとき復活者リザレクトではなく。皇都に近づく邪鬼をただ駆く逐ちくするのみという――いわば式しき神がみの一種だと、俺は聞いた。俺たちが念導神格として知る存在と、よく似た怪物らしいな」

「正解だ！　よく知っているじゃないか」

「姫――志し緒お理り殿下のお見立てだ」

　本当は天てん海かい僧そう正じようから教えられた。しかし、昨夜の会談を明かす義理もない。

　カエサルにウインクされて、征継はうそを言った。

「念導神格と言われれば……たしかにいろいろとうなずけます。将門どのに付きしたがう死し人びとどもは分身の精霊というところですか。しかし」

　一方、衛青将軍は冷静につぶやく。

「われらに隠すほどの機密でもないはず。なぜ公表しないのですか？」

「勘弁してやれ、衛将軍。我が愛いとし子が欲ほつしたのはこの世に甦よみがえりし武人だ。親族でもある麗うるわしの皇こう女じよが得たような、剛勇無双の――な」

「……なるほど」

　征継をちらりと見てのコメントに、衛青将軍もうなずいた。

「あの者は復活者ではないが……二千騎ものレギオンを操れる。それは、神であるがゆえの神じん通つう力りきなのだという。そして、神であるがゆえの欠点も持つ」

　実は一時期、神官でもあったらしいカエサル、おごそかに言う。

「皇都東京を離れると、将門公の騎き力りよくはいちじるしく減少するらしいのだよ」

「そういうことか」

　征継は理解した。箱根で見たボロ布をまとう謎のレギオン。その正体は明らかに〝零れい式しき〟であり、一騎だけしかいなかった。

　東京の外では、あの程度の兵数しか使し役えきできないのだろう。

「そこを踏まえたうえで、皇都の守護者だという鬼き神しんの力を借りようではないか。しかし、なにより必要なのは人間の才気だ。よろしく頼むぞ、諸君」

　最後のまとめよろしく、カエサルは言った。




「あの近衛大将どの――只ただ者ものではないと思っていましたが」

　ぼそりと衛青が言った。

「まさか魔物、あやかしの類たぐいであったとは」

　水道橋の街中である。軍議のあと、いそがしいカエサルはせわしなくサウナから去り、征継と衛青将軍は着替えを済ませて、温泉施設の外へ出たのだ。

　そして、温柔な美青年は珍しく慨がい嘆たんする風であった。

「気に入らないのか、衛将軍？」

「わたしごときがどうこう言うべきことではありませんが、まあ、あまり好意的でいられないところは――」

「あるかもしれないと？」

「さて」

　はぐらかしているような、はぐらかしていないような。

　衛青将軍は淡い微笑を浮かべて、否定も肯定もしなかった。

「人間、誰しも若い頃は自然と力が増していくものです。しかし、若者とさえ言えないほどに幼い者や、あとは衰おとろえるのみという老人などが無理に力を望んでも――よい成果が生まれるのは短い間だけ。いずれ運気の乱れが生じます」

「ほう」

　運気を読める――。以前、衛青将軍が言ったことだ。

　この男が運を語るときは聞きのがしてはならない。いつのまにか、征継はそう思うようになっていた。だから即座に訊きいた。

「乱れると何が起こる？」

「何か不ふ祥しような出来事が」

　不祥、すなわち不吉の意。衛青将軍は淡々とつぶやく。

「わたしは予言者ではありません。この程度の答えでご勘弁ください。まあ、ただ、わたし自身もこの目で見て、しかも、世のどこででも起こりうる凶事といえば――」

　予言者にあらずと言い切りながら。

「無む辜こなる人々が大勢死ぬ。これに尽きるのではないでしょうか」

　遠くを見やる目つきになり、実感を込めて言った。
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「それで志し緒お理り殿下」

　無邪気な好奇心というには、やや棘とげのある声だった。

「あの橘たちばな征まさ継つぐなる御方は本当におうわさどおり、土ひじ方かた歳とし三ぞう公でいらっしゃるのですか？」

「いいえ、とんでもない」

　女じよ皇おう照てる姫ひめに下か問もんされて、志緒理はおっとりと微笑ほほえんだ。

　聖誕祝いの翌日。よく晴れた昼下がり、庭園の花壇に面したテラスでの昼食兼午後の紅茶だった。女皇との会食の約束、ようやく実現となったのだ。

　女官たちも席をはずし、呼ばなければ来ない。

　カエサルと橘征継も出陣準備のため不在。一対一である。

「あの者は単に、土方さまのご佩はい刀とうを受け継いだだけ。たまたま武運に恵まれ、功を重ねるうちに、そのようなうわさが生まれただけでございます」

「そう……なのですか？」

「橘などよりも、やはり今は将しよう門もん公こうでございましょう！」

　いぶかしげに目をすがめた照姫に、志緒理はあえて明るく言った。

　おそらく〝土方歳三かもしれない〟武人を藤ふじの宮みや志緒理が召しかかえている事実、微妙にうとましいのだ。そして、それをあえて口にするほど女皇は大人げなくもないが、完全に隠せるほど大人でもない……。

　とりあえず今は、猫かぶりでやりすごすにかぎる。

「昨日の式典では二千騎ものレギオンを召集されて、女皇陛へい下かの聖誕祝いにみごとな花を添えてくださいました。あれこそ貴人に仕つかえる騎士の鑑かがみでしょう」

「そう……でしょうか？」

「もちろんでございます。本当におうらやましく思いますわ」

　おっとり、朗ほがらか、無邪気かつ善良。

　宮中で蝶よ花よと育った深しん窓そうの姫君よろしく、ふふふと志緒理は笑った。

「あれだけのレギオンが空を埋め尽くしたのです。維新同盟におびえていた東京の民たみもずいぶん勇気づけられたと聞いております。これも将門公のごとき大勇者を得られた陛下のご聖せい徳とくがあればこそ。臣下を代表して、わたくしもお礼申し上げます」

「いえ……」

　照姫女皇の方はやや陰気に、言葉すくなに応じる。

　最近、国こく主しゆらしく話をしようと心がけているようだが、もともと決して口数の多い少女ではない。志緒理には見慣れた姿であった。

　ちなみに。

　大日本帝國時代のレギオン登場を、きなくさいと語る世論もある。

　女皇の耳に入らないよう皇こう城じようでは操作されているはずだ。だが調べる気になれば、いくらでも調べられる。

　しかし女皇は――今の追つい従しようにまんざらでもなさそうだった。

　口元をかすかにほころばせ、フッと陰のある笑みを一瞬だけ浮かべたのである。

（あまり視野が広くないところは、昔とお変わりないのですね）

　おっとり笑顔の下で、志緒理は皮肉な物思いをもてあそんだ。

　テラス席の小さなテーブルで紅茶とお菓子を楽しみつつ、ふたりきり。このまま波風立てずに皇城を辞じしたいところではあるが。

「ところで陛下。どのような縁があって、陛下と将門公は主従の契ちぎりを交わされたのでございましょう？　よろしければ、是非お聞かせくださいませ」

　無邪気な好奇心を装よそおい、志緒理から訊たずねてみた。

　せっかく女皇とふたりきりなのだから、やはり情報収集したい。特に、今いちばんの関心事である平たいらの将まさ門かどのより詳細な情報と、聖せい獣じゆう・大おお国くに主ぬしの命みことの――。

　だが、反応は予想外のものだった。

「将門さまと――わたくし……？」

　いきなり茫ぼう洋ようとした口調で――女皇照姫がつぶやいた。

　目までうつろになっている。しかも、そのうえ。

「……志緒理殿下」

　照姫がぐっと詰め寄ってきた。志緒理はどきっとした。

「殿下はこのまま、駿河するがにもどられるおつもりなのですか？」

「……はい。東海道のみなさまから、斎さい宮ぐうのお役目も頂ちよう戴だいしております。あちらをあまり長く空あけるのも差しさわりが――」

「志緒理殿下」

　さっきよりも力強い呼びかけだった。

「お願いがございます。今すこし皇こう都とにおとどまりくださいませ。維新同盟の者どもが東京に近づき、心細く感じていたのです。皇こう家けの血を分けた志緒理殿下にいらしていただければ、どれだけ勇気づけられることでございましょう……！」

　熱っぽく心細さを訴える。

　しかし、女皇はすこしもおびえていない。逆だった。照姫の目を正面からのぞきこんで、志緒理はぞくりとした。

　なぜかはわからないが――こう連想したのである。

　これではまるで、獲え物ものを見つけた毒どく蛇じやの目ではないか、などと。




『では、志緒理殿下は東京に残られると……』

「お答え申し上げました。勝手に決めてしまい、申し訳ございません」

　女皇と一対一で会った日の夜。

　駿河市に残った秋あきヶか瀬せ立りつ夏かと、電話での会話であった。

　志緒理は藤ふじの宮みや離り宮きゆうの私室にいる。盗聴されていないことは念ねん導どう術じゆつでくどいほど入念に確認してあった。立夏も駿河市の総そう督とく専用の個室で、同じ気配りをしているはずだった。

　そのうえでふたりは密談をつづける。

『かまいません。殿下のご判断は当然だと思います。女皇陛下のおそばにこそ、われわれに必要な情報があるはずですから。それにしても』

　立夏が冗談めかして、くすりと笑った。

『まさか、照姫陛下が泣き落としで攻めてこられるとは』

「どうでしょう？　あれをそんな風に言ってもいいのかどうか……」

　一方、志緒理はまじめに首をかしげていた。

「むしろ殺気のようなものを感じて、鳥肌が立ちました」

『あの女皇陛下が殺気、ですか？』

「はい。たしかに今までだって、気むずかしいところがおありの御方でしたが、いきなり様変わりをされて――」

『近衛このえ大将の話を振った途端に、ですか』

「絶対にそうだとは、まだ断言はできませんが」

『なら、殿下にはますます東京に残っていただく必要がある。女皇陛下のお変わりようを見きわめるため、そして聖獣・大国主命について探り出すために――』

　立夏は淡々と言った。

『平将門とやらの登場によって、カエサル公が有利になりつつある今……しかし、だからこそ例の密約の価値が上がるとも言えます』

「リスクが高いほど、見返りも大きくなりますからね」

　このまま、ユリウス・カエサルが維新同盟に勝利すれば。

　皇国日本の状況は今までと大きく変わることはない。皇都の支配者が女皇照姫となり、東海道将しよう家けの発言力が高まりはするだろうが、今までの支配体制がひっくり返るようなことにはならないだろう。

　しかし、もし仮に。東海道将家がここで上手うまく立ちまわれば――

「立夏さま。東方ローマと大英帝国、二大国によって、今の日本は振りまわされるばかりです。どちらの影響力も弱められたらいいのにと、わたくしは思います」

『同感です。どうせ天下取りを狙ねらうのなら』

　おそらく電話の向こうで、立夏は凜り々りしく笑っていたはずだ。

『ひもつきの国より、小さくとも独立独歩の国の方がやり甲斐がいもある。私と殿下のめざすところが同じであるかぎり――私の承認抜きで事を進めてくださっても結構です。東京から駿河にいちいち確認を取っていられないときもあるでしょうから』

　さすが女じよ丈じよう夫ぶという、器量にあふれる宣言だった。

『それはそうと、征継どのは――』

「はい。ひとまず記憶のことは今夜一晩、考えてみることになりました。明日、箱はこ根ねへ旅立つ前に一応の結論を出すと……」

『なるほど……』

「実はわたくし、征継さまの真ま名なに心当たりがあるのです」

『!?　そうでしたか！』

「征継さまの出す結論がどうであれ――明日の朝、その名のことをくわしくお話しするとお伝えしてあります」

　志緒理はそっとため息をついた。

　彼との――皇城での情熱的なやりとり。神しん君くん家いえ康やすおよび天てん海かい僧そう正じようとの面談。女皇が見せた不可解な殺気。わずか一日でとんでもない密度だった。

　今、橘征継は何を想おもっているだろう？

　あえて彼への感情を封じこめ、明日まで会うまいと志緒理は思う――。
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　昨晩、神しん君くん家いえ康やすから、おもむろに告げられた。

『記憶をもとにもどすべきではないと、わしは思うのだがな』

『なんだと？』

『まず第一に、上手うまくもどせる保証がない。五ご分ぶ五ご分ぶでしくじりそうだ……と、そこの天てん海かい坊主どのはひやひやしている』

『そもそも、もとにもどすことを前提とした術ではないゆえな』

　わずかに眉まゆをひそめる征まさ継つぐへ、天海僧そう正じようまでさらりと告白する。

　しかし、神君家康の言葉はここからが本番だった。

『まあ、そのことは脇わきに置くとしても、だ。なあ橘たちばなよ。わしはやはり、おぬしの記憶をもどすべきではないと考える』

『なぜだ？』

『おぬしが運よく記憶と――本来の騎き力りよくを取りもどしたとしよう。そのうえで今のおぬしが皇こう女じよ殿下に捧ささげている忠義も変わらぬとしよう。だが、その記憶は……いずれ揉もめごとの火種になるやもしれんぞ』

『揉めごととは？』

『気づいてなかったか。おぬしほどの英えい傑けつだ。前世でもさぞや名のある傑けつ物ぶつたちと関かかわりがあったことだろうよ。敵味方問わずにな』

　敵と――味方。征継はハッと瞠どう目もくした。

　それはつまり、かつての盟友、主君、兄弟、部下たちである。

『そして、その者らが傑物であればあるほど。彼らもまた現世に呼び出され、かつての才気を発揮するやもしれぬとは――思わぬか？　おぬしと同じように』

『…………』

『橘征継。その連中と矛ほこを交えることになれば、おぬしはどうする？』

　無口ではあるが、征継は話し下手べたというわけではない。

　だが、神君の問いかけに答える言葉はなかった。この問題について考えたことが本当に皆かい無むだったのである。

『どのように対処するにせよ、そやつらと昵じつ懇こんであった記憶があるほど厄やつ介かいになる。おぬしにとっても、皇女殿下にとっても、な』

『そう――か』

　めったにないことだが、征継はため息をついていた。

　どちらを選ぶにせよ、一長一短あり。ならば己おのれと――主君である皇女志し緒お理りはいずれの道を往ゆくべきか。

　隣を見れば、麗うるわしき姫君も衝撃を隠し切れていなかった。

　動揺をあらわにするようなこともないが、優雅というにはやや表情が硬い。

　そして、そんな主従へ――神君家康はおもむろに言った。

『もし記憶を封じたままでは騎力に不安がある……ということなら。わしの銘めいをひとつくれてやってもいいぞ』

『なんだと？』

『荒れきった戦国の世を統一し、天下の大将軍となった徳とく川がわ家康の銘だ。それでも、おぬし本来の騎力に釣り合う値打ちはないだろうが――役には立つであろう』

『徳川家康の――銘』

『記憶がないせいで霊れい液えきをたくわえられないそうだな。ならば、前世の記憶に代わる今こん世せいでの拠よりどころをくれてやる。わしの銘ならいけると、天海坊主は見立てておる』

『…………』

『ま、隠居じじいには必要ないものだからな。しかし、かつて〝わしのもの〟であった日本国には――強き武人と英明なる覇者が必要であるらしい』

　ふん。家康は忌いま々いましそうにつぶやく。

『無論、それなりに愛着はある。赤の他人にくれてやるのも惜しい。だが、徳川家康はこれでも一国を治めた君主なのだ。日本国の健すこやかなる未来のために――無二の切り札を差し出す程度の分別はあるというわけだな』




「お兄さま、もしかして考え事？」

「ああ。そんなところだ」

「やっぱり……ゆうべのお話のことかしら？　家康さまとのあれ」

「正解だ。記憶をもどす、もどさない。考えだすと、なかなか切りがないな」

　藤ふじの宮みや離り宮きゆうは古式ゆかしい日本建築の間取りである。

　棟むねがいくつもあり、それぞれに居間や書斎、台所、食事の間、女中部屋などの用途があたえられている。棟と棟の間は渡り廊下でつながれていた。

　広い庭園には竹たけ藪やぶの生おいしげる一隅があり、そばに草くさ葺ぶきの庵いおりがあった。

　ここは茶室として使われているという。

　その中の和室で、征継はあぐらをかいていた。そばにいるのは着物姿の初はつ音ねと、鞘さやに入った和泉いずみの守かみ兼かね定さだのみである。

「姫様はなんておっしゃっていたの？」

「明日、その件で話し合う予定だ。それと姫は――俺の素す性じように心当たりがあるらしい。そちらも教えてくださるとおっしゃっていた」

「本当!?」

　草そう庵あんは今、障しよう子じを開け放しにしてある。

　おかげで美しい月と夜空が室内からでもよく見える。夜、しかも真冬の寒気が容よう赦しやなく入りこんでくるのは玉に瑕きずだが。

　ともあれ明日の朝、皇女志緒理に〝結論〟を話す約束だった。

　その前に考えをまとめてみようかと、征継はここに上がりこんだのだ。

　唯ゆい一いつのお供は皇こう城じようから帰ってきた妹分。あちらで情報収集をしたあとだという。初音は黒くろ縮ぢり緬めんの着物に袴はかまを合わせていた。皇城へ出入りする女官の衣装である。

「お兄さま、お茶が入ったわよ」

「わざわざ茶室で淹いれてくれた割に、抹まつ茶ちやではないんだな」

　緑茶の湯飲みを受け取って、征継はつぶやいた。

「正式な茶さ道どうとかでも、ここを使うのだろう？」

「そっちを用意してもいいんだけど。初音のお抹茶、苦すぎて死にそうだって茶道の先生がお墨付きを出した破壊力よ」

「破壊されるのはさすがにまずいな」

　初音が急きゆう須すで淹れてくれた緑茶、あからさまに濃すぎる味だった。

「ふむ」

「どんな味でも美味おいしいって絶賛するのが男の甲斐かい性しようですって、お兄さま」

「そうか。なら、美味うまい」

　美味いといえるかは微妙な味わいだが、かなり熱い。

　開け放した和建築のうえに暖房のない草庵では、温度だけでもご馳ち走そうである。そういう意味ではうそではなかった。

「あのね、お兄さま。初音の意見を言っておくと――変なこと考えないで、さっさと記憶の回復を試してもらってもいいと思うわ」

「なぜ、そう勧すすめる？」

「復活した昔のお知り合いと会ったら……初音や姫様よりも、その人たちを大切に思うようになるかもしれない。それをお兄さまや家康さまは心配しているんでしょう？」

「ああ。俺本来の騎力はたしかに欲しい。しかし」

　ずばり初音に言われて、征継はうなずいた。

「今世の縁か、前世の義理か。それで迷うくらいなら、いっそ記憶など封じられたままの方が都合いい。それもたしかだ。だから考えている」

　そう、常に淡々と決断してきた橘征継にしては、珍しく。

　しかし――初音はここで憤然と言った。

「そんなこと、お兄さまが心配しなくてもいいの。初音たちの問題なんだから！」

「どういう意味だ？」

「要は昔のお知り合いなんか問題にならないくらい、初音たちがお兄さまにとって魅力的な仲間なら、それでいいのだもの。昔の会社の同僚にいくら誘われたって、今の会社の方が居心地よければ復職なんてしないはずでしょう？」

「なるほど」

「絶対、昔よりも居心地いいようにしてあげる。だから心配しないで、お兄さま！」

　バストのふくらみをぽんと叩たたいて、初音が請うけ合った。

　すこし単純すぎるが親切かつ善良で、とにかく気きっ風ぷのいい女じよ丈じよう夫ぶ。

　初音はその心根にまかせて、思うところを素直に語ったのだろう。それが思いのほか心地よい。征継は笑ってしまった。

　いつも動きがすくない表情筋。だが、今回の笑みは珍しく自然だった。

「参考までに訊きくけど、どんな職場環境だったのかしら？」

「まあ、記憶がないのではっきりしたことは言えないが……みんな、若い頃はその日喰くうものにも困る貧乏暮らしだったようだ」

「じゃあ、今の日本の方がばっちり快適よね！」

「あと、最近すこしずつ思い出すときがある」

　霊れい液えき補給の直後など、しばしば幻視をかいま見たりする。

　かつての己おのれが名も知らぬ国の片隅で、どのように戦っていたのか。昔せき日じつの一コマをほんのすこしだけ切り取った光景である。

「どうも俺はわずか一、二万の兵を連れただけで、大遠征をしたことがあるらしい」

「どこまで出かけたの？」

「地の果てまで。結局、増援や補給もないまま数百万里を越えていった。それも行った先にある国はとりあえず全て征服してこい程度のノリで」

「それはブラックすぎる職場だわ！」

「しかし、兵たちはどこまでも俺に忠実だった。共に遠征軍をひきいる友もいた。将としては俺に勝るとも劣らず、寡か黙もくで、いかなるときでも信頼できる男だった。ほとんど義兄弟とすら思えるほどの絆きずなでやつとは結ばれていた……」

「で、でも、仲のいい人がひとりだけなのもねえ」

「俺が忠誠を捧ささげた男は――もしかしたら、この世の歴史で最も偉大な覇者だったのかもしれない。成し遂とげた偉業という点では、あのカエサルでさえかなわないところもあった……ような気もする」

「お、男の人だったんでしょう！　姫様や初音は女の子なんだから！」

　ぼそぼそと言う征継に、初音は力いっぱい訴えた。

「むさ苦しいおじさまより、綺麗どころにかこまれている方が絶対にいいわよ！」

「まあ、それはたしかにそうだな」

　妹分の必死さが微笑ましくも可愛らしい。

　征継はまた笑った。しかし、初音がいきなり表情を曇くもらせた。

「あ、でも、記憶がもどると――ひとつだけ大問題があるのね……」

「なんだ？」

「そ、その、何て言うか、ほら。今までみたいなやり方をしなくても……お兄さまは霊液を補給できるようになるのよね、やっぱり」

「そのはずだな」

「抱き――合ったり、あ、あの、肌を重ねたり、くっついたり……」

「ああいうことをできなくなるのが」

　すぐそばでお茶を淹れていた初音が赤面している。耳まで真っ赤だ。

　その可愛らしい顔を征継はすぐ間近からのぞきこんだ。

「いやなのか、初音は？」

「は、初音じゃなくて、お兄さま的に残念じゃないかってこと！　そ、その、あれをするときのお兄さまって、無表情なくせにうれしそうだし」

「当たり前だ。うれしいに決まっている」

「言い切ったわね……。つまり、そういうこと。お兄さまの福利厚生の面ではあれがないのはマイナスなのかしらって、気になったの」

「霊液のためでなければ」

　征継はさらに顔を近づけた。近すぎて初音の表情はもうわからない。

「してはいけないことなのか？」

「いけない、なんてことは……ええと……お兄さま、目をつぶってくれる？」

「ああ」

　唐突に話題を変えられても、あっさりそのとおりにした。

　征継の唇くちびるを柔らかな感触が包みこんだ。初音の唇だ。目を開ける。妹分の潤うるんだ瞳ひとみと上気した顔がすぐ前にあった。

　あぐらをかいた征継の膝ひざの上に座りこむ形で、初音が体を寄せてくる。

　密着。着物越しに熱い体温が伝わってくる。そして、耳元でささやいてくれる妹分のひそひそ声も熱っぽかった。

「いけないことも……ないみたい……」

「そうだろう」

「お兄さま、大好き」

「俺もだ」

　今度は征継の方から口づけした。

　妹分はとろんとした顔で受け入れてくれた。舌を差し入れると、ぎこちないながらも同じく舌で迎え入れてくれた。絡からみ合う。唾だ液えきも混じり合う。

「ま、まだ霊液の補給は必要だものね。このまま……」

「ああ」

　着物の襟えりをはだけさせて、初音の首もとをむき出しにした。

　征継はその白い素肌に吸いつき、唇と舌を這はわせた。「ん……」とうめき声が初音の唇から洩もれてくる。

　恥ずかしいのか、妹分は自分の唇を左手でふさいでしまった。

　ならばと征継はまた首筋を吸った。初音の指の隙すき間まから、甘やかな声が洩れ出てしまう。兄貴分の不作法が突然すぎて、手に力が入っていなかったのだ。

　が、そんな征継を咎とがめもせず、ひどくやさしい声で初音はささやく。

「あのね、お兄さま」

　たがいの吐と息いきを吸いこめるほど、ふたりの距離は近かった。

「初音のそばでずっとはたらいてくれるのなら……その、きっと可愛いお嫁さんもセットでついてくると思うの……」

「そうか」

「絶対、忘れたらダメよ――ん……っ」

　恥じらいながらも懸けん命めいに訴える初音の唇を、もう一度奪ってから。

「おまえのおかげで肚はらが決まった。礼を言うぞ」

　征継は言った。




　翌朝――。昨晩と同じ離れの茶室に征継はいた。

　皇女志緒理もいる。ふたりとも正座で向き合っていた。内密の話なので、ここには誰も近づかないよう命じてある。

　茶室であるからか、志緒理は和服を着ていた。

　落ち着いた薄灰色の生き地じに色とりどりの花模様を散らした友ゆう禅ぜんだった。

「まず、征継さまの前世のお話をしておきましょうか」

　志緒理がずばりと切り出した。

「あくまで、わたくし個人の推測ではあるのですが……」

「姫。記憶をどうするかは、もう決めてきた」

　話をさえぎるため、征継はすぐに言った。

「家康の勧すすめどおり、取りやめにしようと思う。仕つかえるべき主あるじも、友も、愛する相手も、俺のそばに今いる人間だけでいい」
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　ユリウス・カエサルとは、そも何者であるのか？

　若かりし頃の彼はいわゆる放ほう蕩とう息子であった。家いえ柄がらが取り柄えの遊び人で女好き、遊興費は借金を重ねて工く面めんした。

　三一歳のとき、政治家として活動をはじめる。

　当時のローマはまだ帝国ではない。議会による多数決で運営される共和国だった。

　その体制下でのカエサルは、ずばり〝女性人気が自慢の口ばかり達者な一青年議員〟であった。それ以上でも以下でもない。

　しかし、何はなくとも人気はあった。

　コロッセオでの闘技大会やパレードをひんぱんに開催して、ローマ市民を無償で招待。さらに老ろう朽きゆう化かした街道の修復なども自腹で行い、民衆人気が抜群だったのである。

（ただし、その大盤振る舞いの元手は全て借金だ）

　ようやく頭角を現したのは、実は四〇歳近くアラフオーになってからだ。

　織お田だ信のぶ長ながが『人生五〇年――』と謡うたったことなど、カエサルは知るまい。

　彼の人生はある意味、ここからが本番なのである。

　家柄のよさと人気に後押しされて、放蕩者にはほとほと不似合いな《最高神じん祇ぎ官かん》なる聖職に就ついた。そこを足がかりに法務官、ヒスパニア総そう督とく、ついには執しつ政せい官かんとなり、ローマを代表する有力者のひとりとなるのだ。

　その後は志願して、ガリア地方の属州総督となる。

　今でいうフランス、スイス、ベルギーなどをひっくるめた一帯だ。ローマ領だが、ローマ人は住んでいない。勇猛なるケルト系の蛮族、ガリア人の勢力圏だった。

　ガリア諸部族はローマの支配と徴税に、力ずくで抵抗をつづけていた……。

　これは一種のギャンブルだった。属州総督になれば、州民からの搾さく取しゆや徴税の上前をはねることで懐ふところも潤うるおう。現地に駐留する軍団の総司令官にもなるので、軍事力も握れる。

　しかし、本国の中央政界からは遠ざかり、政治的影響力は弱まる。

　また、当時ローマが支配していたのはガリアの一部――南部と中部だけ。

　カエサルの功績と富を十分以上にふくらませるためには、その外へ征服の手をのばし、ガリア地方全域を手に入れる必要があった。だが国策としての戦争ではない。戦費は自腹でまかなわねばならず、敵とするガリア諸部族も膨大な数にふくれあがる。

　通常は一年の総督任期をごり押しで五年にしたとはいえ、そうそうかんたんに成し得る事業ではない。政敵たちの妨害も年々激しくなる。しくじれば再浮上はもうできまい。

　しかし――いかなる天のおふざけか。

　もしかしたら、本人にも自覚はなかったのかもしれない。

　実はユリウス・カエサルという男、稀き代たいの軍事的天才だったのである。




「才能ってのは、つくづくおそろしいもんですねえ……」

「いきなりどうしたんだね、ヤン参さん謀ぼう？」

「いえね。偉大なるカエサル元げん帥すいの前世をふと考えてたもので。なんていうか閣かつ下かの場合、いろいろズルすぎません？」

　怪け訝げん顔がおの大元帥へ、ローマ軍参謀ヤン少佐は言った。

　ユリウス・カエサルの旗き艦かん《忠実にして節義なる鉄騎フエラータ・フイデーリス・コンスタンス》の艦かん橋きよう部ぶである。長すぎる船名はさすがに省略され、フェラータの通称で呼ばれる。

　ガレオン級と呼ばれる東方ローマ軍の戦闘艦であった。

　全長は約一七〇メートル。古代ローマの主力戦艦だったガレー船を彷ほう彿ふつとさせる船体で、人造霊れい液えきを用いた流りゆう体たい炉ろ搭とう載さい艦かんだ。

「ふつうなら、総督就任のあと自滅でおしまいですよ」

　ヤン少佐はつづけた。

「意気揚よう々ようとガリアに赴ふ任にんするも、現実を思い知るってオチです。でも閣下は『試しに戦争してみたら、トントン拍びよう子しで勝てちゃった』なんですから」

「まあ、いみじくも君が言ったとおり」

　批判的な意見を受けても、カエサルは朗ほがらかだった。

「才能があったのだろうねえ」

　ガリアを完全制圧したあと、カエサルは本国に帰還し、内戦を起こす。今度はローマそのものを制覇するための戦いだった。ここでも勝者となった彼は五六歳で暗殺されるまで、怒ど濤とうのような戦争と勝利、栄光の日々を繰りかえす――。

「四〇歳前になるまで、たいして実戦経験もなかったはずでしょう？」

「とんでもない。私はこれでも、若い頃に何度か従軍経験があるんだぞ。ローマ本国の外を転戦してまわる、いわば武む者しや修行の日々だった……」

「遊び半分だったと聞いてますけどね。飽きたら除隊を繰りかえしたって」

　ヤン参謀は肩をすくめた。

「なのに司令官としてのデビュー戦で初勝利。そのあともピンチのたびにカエサル総督のみごとな指揮で切り抜けて、しまいにはガリア人同士に内ない紛ふんを起こさせて……。みごとすぎる手て際ぎわですよ、本当に」

「私は昔からそうなんだ」

　悪戯いたずらっぽく、ローマの国こく父ふはウインクした。

「もともと今の時代でいう『いい歳して定職にも就かず遊び歩いているロクデナシ』だったんだがね。その頃から、まわりの軍人や政治家を見るたび思っていたんだ。私なら、もっと上手うまくできるのにな、とね！」

「実際にやってみたあとも、そう言える人はめったにいませんよ」

「らしいな。しかし、私はいつもこう言うのさ。『いや、思っていたよりも遥はるかにかんたんだったぞ！』と。ま、半分ハッタリでもあるのだがね」

　上司の言いぐさに、ヤン参謀は軽くため息をつく。

　稀まれに――人柄や人間的魅力だけで栄えい達たつを果たす英雄がいる。ユリウス・カエサルの調子のよさや人気取りのうまさ、彼らに匹敵するレベルだろう。

　だが、しかし。

　カエサルは政治と軍事の面でも天才だった。

　それも『なんとなく横で見ているだけで、もっと上手いやり方を思いつける』という、すさまじいレベルの。門もん閥ばつ家か一族に生まれた彼のまわりには山ほど軍人も政治家もいて、格好の教材だったはずだ……。

「これはお追つい従しようとかじゃなくて、むしろ皮肉ですけどね。よくマケドニアのアレクサンドロス大王を『戦争の天才』とか言うじゃないスか。でも、あの人って子供の頃から英才教育を受けてきた軍人で、本人もすごくガリ勉だったわけですよ」

　ヤン参謀は皮肉なまなざしをじとっと上司に向けた。

「行き当たりばったりのノリまかせでローマ帝国を作れちゃう元帥閣下の方が、天才レベルでは上かもしれませんねえ……。無責任男も顔負けな閣下の人生、教育に悪いから子供に教えたくないですよ、本当に」

「私の才覚、もっと素直に讃たたえてくれてもいいんだぞ」

「だから皮肉なんですって」

「君のそういう正直さ、きらいではないのだがね。私の武功に、新たな勝利が加わる瞬間も近い。そろそろ賞賛の念をあらわにしてくれ給たまえ！」

　旗艦フェラータの艦橋には、軍団の幕ばく僚りようが集合していた。

　皆、青い軍服を着た東方ローマ軍人だ。大元帥と直属の参謀をのぞいて、その表情に和なごやかさはない。目もつ下か、戦闘中なのである。

　現在地は志し摩ま半島の東端、鳥と羽ば湾に面した鳥羽鎮ちん守じゆ府ふ。

　皇こう国こく日本の様式に則のつとり、五ご芒ぼう星せい型の城壁でかこまれた城じよう砦さいだった。

　上空には朱あかき巨鳥、念導神格イフリート《朱す雀ざく》が具現化している。念ねん障しよう壁へき――無色だが陽炎かげろうのごとく揺れる念のドームも展開していた。

　この鳥羽鎮守府まで、あと五キロという距離までカエサル軍は接近していた。

「栄光あれ、我が軍団レギオンよ！　カエサルのために勝利を捧ささげよ！」

　オオオォォォォォォオオオオオオオオオオ――ッ！

　オオオオォォォォォォォオオオオオオオオオオオ――ッ！

　オオオオオォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオ――ッ！

　勿もつ体たいぶった軍団長レガトウス・レギオニスの号令に応こたえる嘯しよう声せい、東方ローマ帝国の主力騎レギオン〝ケントゥリア〟六〇〇騎のものだった。

　カエサル大元帥が召集した、彼直属の軍団である。

　旗艦フェラータを中心にして、リング状の陣形を組んでいる。

　ケントゥリアは白銀色の装甲と赤い軍衣、赤い楯たてを身につけていた。兜かぶとのトサカも赤く、銀の雄ゆう姿しに彩いろどりを添えている。

　六〇〇騎のローマ軍団は銃じゆう槍そうをひたすら連射、鳥羽鎮守府を攻撃中だった。

　熱線による弾だん幕まくを防ぐのは、現代戦のセオリーどおり、念導神格イフリート《朱雀》が広げた念障壁のドームであった。

　しかし、カエサルは余裕でほくそ笑む。

「兵たちよ、我が声を聞くがいい。地より天へといたる道は平坦ではない。しかし、ローマは一日にしてならず。諸君の奮ふん起きに期待する」

　朗々たる演説の声、艦橋内の全士官が聞いた。

　そして、最前線で銃槍を撃ちつづけるケントゥリア六〇〇騎も。

「いざ苦難を経て、栄光へアド・アストラ・ペル・アスペラ！」

　それは武ぶ勲くん発動のかけ声だった。

　そして、リング状に陣形を組む六〇〇騎と旗艦フェラータの頭上に――翼長一〇〇メートルはあろう銀色の大おお鷲わしが出現した。

　カエサル軍が誇る念導神格《銀鷲旗手アクイリフエル》の具現体だった。

　敵方の《朱雀》とほぼ同スケールの巨体だ。しかも、そこから放つ念力の強さもほぼ同レベルという強大さで――

　ケェェェェエエエエエエエェェェェェェェッ！
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　白銀の巨大鷲が高らかに鳴いた。

　それは全ての念力をこの声に込めるという意志ゆえの、まさしく怪け鳥ちようの叫びであった。

　音と念力は《朱雀》の念障壁のドームを超音波さながらに揺さぶり、震わせ、打ちのめしながら、いんいんと響きわたる。

　ぱりんぱりんと音を立てて、念障壁の表面は細かにひび割れていった。

　崩壊の序曲。そこに六〇〇騎のケントゥリアが銃槍連射を休みなくたたきつけ、無数の熱線で念のドームを切り刻んでいく。

　もはや鳥羽鎮守府の念障壁は傷だらけ、穴だらけであった。

「ここまでくると、定じよう石せきどおり障壁内部に閉じこもるわけにもいきませんねえ」

　艦橋より戦況を見わたして、ヤン参謀はつぶやいた。

　念導神格イフリート《朱雀》が舞う鳥羽鎮守府の上空。この朱き巨鳥を守るように、二五〇騎のレギオンが具現化する。

　畿き内ない将しよう家けの青き主力騎レギオン〝神かむ威い〟が約一〇〇騎。

　英国軍の白き主力騎レギオン〝クルセイド〟が約一五〇騎。

　そういう構成だった。青と白の全騎が協力して、壁状陣形を組もうとしはじめた。共闘しなければローマ軍団を阻はばめないと断じたのだろう。

　しかし、急造の連合軍が上手うまく機能するはずはない。

「撃て」

　カエサルは無造作に攻撃を命じた。

　白銀色のケントゥリア軍団は無む慈じ悲ひに連射をつづけ、陣形構築に手間取る日英のレギオンを無む惨ざんに蹂じゆう躙りんしていく。

「情報部の事前調査スカウテイングによると、あの鎮守府に配された騎き士し侯こうは日本人三名、英国人二名。投入できるレギオンは推定一五〇から三〇〇騎です」

「なに」

　ヤン参謀の報告に、カエサルはのんびりと言った。

「黒くろ王おう子じどのか獅し子し心しん王おうでもいないかぎり、どうとでもなるさ」

「ま、そりゃそうですね」

「それより、さっきの私の要望を覚えているかな？」

「残念ながら、ばっちり。仕方ないッスねえ」

　およそ軍人らしくない口調でぼやいてから、ヤン参謀は声を張りあげた。

「親愛なる最高司令官カエサルどのアウエ・インペラトール・カエサル。

　彼ら死なんとする者たちは、あなたへの敬意を声高く表明しておりますモリトウーリー・テー・サルータント！」

　それは東方ローマ帝国における決まり文句だった。

　大元帥にして国父たるカエサルを讃えるとき、これを斉唱するのだ。そしてヤン参謀が言い放った直後、艦橋の全ローマ軍人が口々に叫びはじめた。

「親愛なる最高司令官カエサルどのアウエ・インペラトール・カエサル」

「親愛なる最高司令官カエサルどのアウエ・インペラトール・カエサル」

「親愛なる最高司令官カエサルどのアウエ・インペラトール・カエサル」

「彼ら死なんとする者たちは、あなたへの敬意を声高く表明しておりますモリトウーリー・テー・サルータント！」

「彼ら死なんとする者たちは、あなたへの敬意を声高く表明しておりますモリトウーリー・テー・サルータント！」

「彼ら死なんとする者たちは、あなたへの敬意を声高く表明しておりますモリトウーリー・テー・サルータント！」

「彼ら死なんとする者たちは、あなたへの敬意を声高く表明しておりますモリトウーリー・テー・サルータント！」

　一種の宗教めいた唱和がつづくなか、カエサル指揮下のケントゥリア軍団は着実に日英連合軍のレギオンを全滅させつつあった。
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　日本国女じよ皇おうの聖誕祝祭を終えて、二日後。

　一二月一八日の未明。東方ローマ日本駐ちゆう留りゆう軍ぐんの本拠地・横よこ須す賀か基地より、派手やかに出陣する軍団があった。

　ガレオン級戦闘艦一隻と、一二〇〇騎ものレギオン〝ケントゥリア〟。

　この大軍団は関東各地の水すい軍ぐん府ふより進発した四隻の護ご衛えい駆く逐ちく艦かんと合流後、太平洋を西進して畿き内ない将しよう家けの領海内へと侵入した。

　当然、畿内水軍と英国海軍の艦艇・レギオンがその前に立ちはだかったわけだが。

　念導精霊ジーニーモリガンがぼそぼそと報告する。

「カエサル公ひきいる騎兵艦隊、は、物量にまかせて、防衛線を易やす々やすと突破。紀き伊い方面に進んだのち……前さきの戦闘では温存していたケントゥリア六〇〇騎、を、志し摩ま半島へ投入。鳥と羽ば鎮守府に攻撃開始」

　小こ柄がらな少女人形に憑ひよう依いした精霊モリガンが読みあげていく。

　いつもの海兵セーラー服にベレー帽のいでたちだった。現場にいた随ずい獣じゆう・念ねん導どう士し官かんが残した記録映像なども空中に投射していた。

「武ぶ勲くん《栄誉と防御デクス・エト・トウーターメン》の効果により、カエサル公は念ねん障しよう壁へきを、すみやかに破壊。鳥羽鎮守府、および、周辺地域の制圧に成功、する……」

「それが今日の戦闘の一部始終というわけか」

　報告をひととおり聞き終えて、エドワードはつぶやいた。

　伊い豆ず半島の長なが浜はま鎮守府。重厚な内装の会議室でのやりとりだった。

「本来、水すい霊れい殿でんのある土地でしか運用できない念導神格イフリートを戦場へ呼びよせ、支援を得る。たしか、そういう武勲だったな」

「は、い。ただし正確には」

　モリガンが補足してくれた。

「指揮下のレギオンの念を、ひとつに束ねて、即席の念導神格《銀鷲旗手アクイリフエル》に変化させる、のです。あくまで即席なので、使用方法は限定的、ですが」

「ほう」

「即席の神格でも、その念障壁で自軍陣地をかこめば、防御は鉄壁となり、ます」

「逆に、今回のように敵鎮守府の障壁を崩すためにも使える……。攻防どちらにも役立つ、厄やつ介かいな武勲だな」

　ユリウス・カエサル、実は攻城戦の非凡な達人である。

　その土台となったのは、古代ローマ軍団の技術力だった。

　およそ二千年前に世界最大の帝国を作りあげたローマ軍団。彼らは戦闘だけでなく、土木工事の面でも職人集団だった。

　未開の蛮地に橋のない河があれば、ありあわせの材木で橋を架ける。

　開けた広野で陣地を築くときは、まわりに溝みぞを掘り、木の柵さくを驚くべき早さで組み立てて、即席の砦とりでを造ってしまう。

　難攻不落の城を攻めるときも、はしごを造って城壁を乗り越える。破は城じよう槌ついを造って城壁を崩しにかかる。バラバラに分解して運んできた攻城用の巨大投石機カタパルトなども、兵士たちだけで器用に組み立ててしまい、運用する――。

　武勲《栄誉と防御デクス・エト・トウーターメン》は、軍団のそうした技術力の再現なのだろう。

「了解したよ、モリガンくん。それで伯父おじ上うえ」

　エドワードはもうひとりの復活者リザレクトへ声をかけた。

「賭けはどうやら、僕の勝ちのようです」

「何を言う。この機に東京方面から仕掛けてくるとは、余も読んでいたぞ？」

　じろり。リチャード獅し子し心しん王おうがにらみつけてくる。

「皇こう都と東京にわざわざ橘たちばな・衛えい青せいの二将軍を呼びよせ、悠ゆう長ちように女皇の誕生日を祝う……。これは偽いつわりの隙すきにほかならないと断じたではないか。聖誕祝いとやらに合わせて、一気に仕掛けてきそうだと、な」

　鼻をひくつかせて、獅子心王ライオン・ハーテイドが憤然としている。

　獣けものの嗅きゆう覚かくが警告したのか。数日前、たしかに彼は同じことを言った。

「ゆえに、その隙に乗じて関東なり東海道を攻めるよりも、畿内の防御に――」

「注力すべし。たしかに伯父上はおっしゃった」

　一方、貴公子の優雅さでエドワードは微笑した。

「しかし、カエサル公が直じき々じきに畿内地方へ乗りこんでくるという僕の読みを、伯父上はたしか鼻で笑っておられたような……」

「むう」

「総大将たる者がそれはあまりに軽々しいだの、なんだのと」

「さて。余の記憶にはないようだが」

「お忘れでも結構。が、次の酒席は伯父上の払いでよろしいか？」

「ちっ」

　倹約精神ではなく、負けず嫌いゆえにとぼけていたリチャード一世。あきらめ悪くも舌打ちしてから、しぶしぶ認めた。

「たしかに貴様の申したとおりだった。なぜ、わかった？」

「カエサル公は非常な目立ちたがりです」

　伯父上と同じで……の一言は呑のみこんで、エドワードは言う。

「無論、多くの部下を駒こまとして駆使できる才人でもあります。が、われらプランタジネット家と橘・衛青の二将軍ばかりが暴れている現状に――我慢できなくなる頃合いではと、感じていたのですよ」

「ほう」

「なにより、格好の宣伝になりますからね」

　目立ちたがりという性格は、カエサルもリチャード一世も変わらない。

　だが、決定的にちがう点がある。

　獅子心王のそれは、単なる自己顕けん示じ欲よくの暴走だ。しかし、ユリウス・カエサルは――それが抜群の広報活動プロパガンダになると計算したうえで、『目立ちたがりの自分』をさらけ出しているのではないかと、エドワードは思うのだ。

　名声はときに軍隊以上の力になると、熟知するからこその配慮だろう。

　剛直な武人の発想ではない。むしろ政治家の思考法だ。

　そう。自由奔ほん放ぽうな気分屋に見えて、ユリウス・カエサルの行動には狡こう猾かつな計算が見えかくれする。かといって、全てを計算ずくで進めない。次の行動を気まぐれに、行き当たりばったりに、その場の雰囲気で決めることも多い。

　絶妙なバランスで、知性と感性を無意識に共存させる男と言おうか――。

「さて」

　真顔にもどり、エドワードはつぶやいた。

「カエサル公へのそなえとして京都へおもどりいただけますか、伯父上？」

「ほう」

「衛青将軍は東とう山ざん道どうの州都・岐阜市に入り、あちらの総そう督とくに協力を要請しているという。畿内将家を追いつめる包囲網が完成しつつあります。伯父上の力が必要です」

「無論かまわぬ。だがエドワードよ」

　リチャードは胡う乱ろんそうに、ぴくりと片かた眉まゆをあげた。

「つまり、貴様はもどらぬと？」

「はい。このまま伊豆にとどまってみようかと」

「畿内将家を押さえられ、カエサル公に従順な新総督でも擁よう立りつされたら、われらは日本の内戦に干かん渉しようする口実を失う。貴様も京都の守りに加わるべきではないか？」

「そのとおりです。ただ、東京の新たな守護者にも注目すべきだと思うのですよ」

「いきなり出てきた近衛このえ大将とやらと、二千騎のレギオンか」

　ふんとリチャードは鼻を鳴らした。

「零れい式しきというのだったな、あれは」

「はい。大日本帝國の聖せい獣じゆう――大おお国くに主ぬしの命みことが遣つかわした兵だという」

「ふうむ」

「ユリウス・カエサルがガリア総督であった頃、彼は選択を迫られました。己を追い落とそうとする元老院の勧告にしたがって本国に帰るか、内戦を起こしてローマの独裁者となるか。決意の際には『賽さいは投げられた』と言ったとか言わないとか……」

「うむ。プルタルコスよな。余も読んだぞ」

「僕もひとつ、賽を投げてみようかと」

「ほう」

「今、皇都にはあの聖獣ゆかりのレギオンと復活者リザレクトが跳ちよう梁りようしているという。さらに僕らとなじみぶかい方々もなぜか皇都にとどまっているという。聖獣・大国主命にまつわる密約、成るや否いなや――」

「成れば、万全の体制で西せい征せいに出たカエサル公の裏もかける、か……」

「正直、我が内なる理性の声を謙虚に聞くと、賭けが成じよう就じゆする可能性は高くないように思うのですがね。しかし、僕らには魔女の叡えい智ちを持つ姫君がいる」

　エドワードはちらりと隣の席を見た。

　木の椅い子すに小さな黒猫がちょこんとすわっている。

　賢そうな目で黒王子と獅子心王を眺めたあと、猫のしなやかな体は――一瞬にして黒コートをまとう美女に変わっていた。

　プリンセス・エレノア。金髪の魔女姫だった。

「愚おろかな男の小しよう知ちなど、君の霊感には遠くおよばない。助言を聞かせてくれ」

「はい、お兄さま。……このところ、ひしひしと感じます。東の都――あの東京で育ちつつある騒そう擾じようの気配を……」

　ささやくエレノアだが、実は今、京都の二に条じよう城じようにいる。

　かの地より念を飛ばして、伊豆半島の黒猫に憑ひよう依いさせた結果、猫からエレノア姫への変身が起きた。底知れない魔力だった。

「近く、あの都を揺るがす大事が起きるはずです。最後の判断はそれを見とどけてからでもかまわないように……わたくしは感じます」

　寿命を大幅に削けずって、父なる聖獣・黄金三頭獅子スリーライオンズより魔力を授かった娘だ。

　その霊感は藤ふじの宮みや志し緒お理りをもしのぐ。エドワードは言った。

「だそうです、伯父上」

「そなたの言げんならば信ずるに値あたいする、か。しかしエレノアよ。体の方は大丈夫か？　もうさほど長くないようにも――見えるぞ？」

　リチャードが見つめる魔女姫の顔、白はく蠟ろうのように蒼あおざめていた。

　両目の下にも暗い翳かげがあり、もはや死相であった。寿命を削って得た魔力を濫らん用ようした結果である。そしてエレノアはふっと微笑ほほえみ、この問いを無視して。

　わざとべつのことを口にした。

「ご安心ください。わたくしが斃たおれたあとのことは〝母〟に託たくしております。わたくしに代わる何者か、あるいは何かが派遣されてきましょう」

「ほう、あの母上が！」

　プリンセス・エレノアの母。

　すなわち、現在の英国女王《ヴィクトリア二世》である。

　その銘めいを思い浮かべたのか、リチャードは身を乗り出していた。エドワードの方は大きくうなずいて、東海道将家のことを思い出していた。

　さて。例の密約、たがいに益なしと見れば、すぐ破談になる類たぐいのものだが。

　その成否、いよいよはっきりする頃合いだった。




　　　　　　　　　３




　かねてよりの懸けん案あんだった《橘たちばな征まさ継つぐ》の記憶回復。

　しかし、彼は三日前の朝、志し緒お理りの前でこう言い切った。

「家いえ康やすの勧めどおり、取りやめにしようと思う。仕つかえるべき主あるじも、友も、愛する相手も、俺のそばに今いる人間だけでいい」

「ですが征継さま」

　ちょうど茶室の畳で正座して、腹ふく心しんの将と向き合っていた。志緒理は思わず、彼のそばへにじり寄った。

「それでは騎き力りよくにも、霊れい液えきの補給にも苦労する状況がつづくことに――」

「今までだって、どうにかなってきたことだ。これからも同じ苦労をすればいい。まあ、どこまで当てになるかはわからないが」

　かすかに唇くちびるをゆがめて、復活者リザレクトは微笑する。

「神しん君くん家康も新たな《銘めい》をくれると言う。ならば俺は十分だ」

「もう一度、よくお考えください。何がいちばん大切かを――」

「姫。どこの馬の骨とも知れない俺に、姫も、初はつ音ねも、立りつ夏かどのも、勿もつ体たいないほどによくしてくれた。おれはその人々にできるかぎりのことを返したいと思う。俺にとっては、それこそが最も大切なことだ」

「征継さま……」

「だが。あいにくと俺は、前世で相当危ない橋を渡っていたようだ。その頃、俺の命を救ってくれた戦友などもひとりやふたりではない気がする」

「…………」

「一応、俺はそれなりに恩や義理を重んじる方らしい。この先、そういう連中と出会ったときに、わずかでも姫たちのことをおろそかにするようではいけない。だから」

　橘征継は淡々と、しかし、たしかな決意と共に言った。

「その可能性は最初から排除しておく」

「でも――」

「それとも姫。あなたはもう……」

　詰め寄った志緒理をさりげなく抱きよせ、橘征継は言った。

「俺のために力を貸してはくださらないと？」

「そんなこと――あるはずありません」

　目が潤うるむのを自覚しながら、即答してしまう志緒理だった。彼の秀しゆう麗れいな顔立ちを見あげながら、心から訴える。

「もとはわたくしの野心から、征継さまにご無理を願ったのです。あなたのためにできることを、いくらでもして差しあげたいと――あ……っ」

「姫」

「征継さま……」

　そのまま、また唇くちびるを許してしまった。

　全身が火のように熱くなるのを痛感したものだ。

　そして、茶室で待ち合わせなのだからと選んだ花模様の友ゆう禅ぜんはいつのまにかはだけてしまっていた。畳の上に横たわる志緒理を彼はやさしく、それでいて激しく抱きしめ、何度も唇を重ねてきた。

「白状すると――」

　ちなみに、橘征継は途中でふと告白したものだ。
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「記憶をもどさない理由、家康がだいぶ枯れているのを見たからでもあります」

「ど、どういうことでしょう？」

　激しい行為の最中だったため、志緒理は息を荒らげていた。

「俺はまだ、姫のために戦いつづけないといけない。もし記憶をもどすことで俺まで枯れてしまったら――」

「い、言われてみれば、たしかに……」

「それに、姫への想おもいまで枯れるのは断固阻そ止ししたい」

「征継さま、そ、そのようなことをおっしゃらないでくださいっ。わたくし、すごく恥ずかしくて――あ……っ」

　とにかく、狂おしいほどに深く交わり合うひとときだった。




「ううううっ」

　思い出して、志緒理は身もだえしそうになった。

　聖誕祝いの夜、神君家康公と会う前も接せつ吻ぷんを交わしたのだが。

　あの朝はさらに霊液補給のために肌を交わして、身も心も深く交わって……。思い出すだけで恥ずかしい。しかし、幸福だった。そのうえ愛いとおしい。切ない。彼はどうして、あのまま箱はこ根ねに去っていけたのだろう。無理矢理にでも連れていってほし――

（わたくしとしたことが、なんてことを！）

　さすがに口にはできない。志緒理は心のなかで激しく叫んだ。

　大切なのは天下取りの志こころざしであり、計画遂すい行こうの意志。

　情熱というリソースをほかのことにつぎこむべきではない。ないのだが、それはそれとして志緒理は幸せだった。本当に愛おしい。

　こほん。平静を取りもどすべく、志緒理は咳せき払ばらいした。

　そして思う。箱根に赴おもむいた彼のもとに自分はいない。妹分の橘初音もいない。彼女には皇こう都と東京での皇こう女じよ警護の任務があるのだ。

　秋あきヶが瀬せ立夏も、駿河するが市で東海道総そう督とくの重責をこなしていた……。

「やっぱり初音を派遣するか、それとも立夏さまに――」

　彼が霊液を十分得られるよう、最優先で配慮すべきだ。

　志緒理は冷徹に、そのための方策を考える。やきもちはだめ、やきもちはだめと自分に言い聞かせながら。

「殿下。皇こう城じように到着しましたぜ」

「ありがとう、橘」

　運転席から声をかけられたので、淑しとやかに礼を言う。

　初音の父・橘玄げん蔵ぞうの運転で――皇城まで、やってきたのだ。

　一二月二一日、日曜日。ユリウス・カエサルの遠征開始から三日後の午後だった。志緒理を召し出したのは女じよ皇おう照てる姫ひめ。至尊の国主その人である。




「女皇陛へい下か。カエサル公は着々とご成果をあげられているようでございますね。近衛このえ府ふに届いた公からの報告書、わたくしも拝読いたしました」

「そう……ですか」

　女官らを下がらせ、前回の会食と同じテラスでふたりきり。

　朗ほがらかに声をかけた志緒理へ、照姫はどこか暗いまなざしを向けている。

「そういえば、カエサルさまの御お文ふみには――」

「はい。『我が愛しの女皇陛下、および尊とうとき御血筋の姫君たち、ならびに皇都の諸氏へ謹つつしんで戦勝の記録をお届けする』という前書きがついていたので、ローマ軍の方々がわたくしのところにも届けてくださったのです」

　カエサル流の冗談に、直属の部下たちも冗談半分で悪ノリする。

　彼の指揮する部隊ではよくあることだという。苦笑する志緒理にくらべて、照姫はほの暗い目つきのまま、ぼそりと言った。

「カエサルさまは伊い勢せ湾のどこかを攻略されたと、聞いております」

「ええ。三日前に鳥と羽ば鎮ちん守じゆ府ふ、そして昨日は津つ城じよう鎮守府を陥かん落らくさせ、伊勢湾沿岸部に拠きよ点てんを構築中だと書かれていましたね。そのまま西に進んで伊い賀が上うえ野のを越えれば京都――畿き内ない将しよう家けの中ちゆう枢すう部ぶはもう目の前です」

「伊賀上野……？」

「ちょうどあちらにも鎮守府があるのです」

　女皇の怪け訝げんそうな顔を見て、志緒理はさらりと言った。

　ふだんなら念ねん導どう術じゆつで〝さっ〟と地図を投影するところだが、注意深くひかえた。その道の心こころ得えがない照姫の前で術をひけらかすと、機嫌が悪くなるからだ。

　しかし、皇国日本の女皇はぼそっとつぶやいた。

「志緒理殿下はあいかわらずご聡そう明めいでいらっしゃいます。日本国の地図も、鎮守府の位置も全て頭に入ってらっしゃるのですね……」

「ち、地図を見るのが好きなもので、自然と覚えてしまったのです」

「そうですか、覚えるおつもりもないのに自然と……」

「…………」

　ほんのすこし空気が重い。志緒理は失敗を悟った。

　そういえば、政府高官にも日本の地名（しかも自分の担当地域）を読みまちがえるような不心得者がいたではないか。地図もないのに振る話題ではなかったようだ。

　いつもの優美さと知性による人じん心しん掌しよう握あく術じゆつが、まるで通用しない相手。

　困こん惑わくしつつも、すばやく考える。

（スイーツ……とかの話を振った方がいいのかしら？）

　その手の話題には志緒理自身も全然くわしくないのだが、無難ではある。

　とはいえ、女皇が好む話題かは見当もつかない。

　もう何年もまともに話してこなかった仲なのである。にもかかわらず、どうして自分は召し出されるのか？　本当のところ、何が女皇の望みなのか？

（どうせ微妙な空気になったのなら）

　開き直って、大だい胆たんに攻めてみるのも吉か――。

「陛下！　よろしければ、将しよう門もん公こうをこちらにお呼びいただけませんか？」

「将まさ門かどさまを……？」

「はい。もう何度もお目通りする機会を逃しておりますし」

　にっこり微笑ほほえみながら、志緒理は訴えた。

「わたくし、皇こう家けの姫として陛下の守護騎士たる御方にごあいさつしなければと、かねてより思っていたのです。この機会に是非！」

　やや無神経な無邪気さをよそおって、問題の人物を名指しした。

　前回はその名を出した直後に変化が起きたのだが。はたして志緒理は見た。

「志緒理殿下」

　呼びかける双そう眸ぼうに、刺すような圧力が宿った。

　そのうえで『すーっ』と女皇は顔を近づけてくる。志緒理の顔をのぞきこむ。

「どうせですから、我が守護者である近衛このえ大将と……殿下の橘征継を立ち合わせるというのはいかがでしょう？」

「え――？　立ち合い、でございますか？」

「はい。おふたりに兵をひきいていただき、どちらがよりすぐれた将かを競うのです。話に聞く関せきヶが原はら、日本の命運を決めた大いくさのように！」

「それは……あまり意味がないかと」

　じっと女皇の表情を見つめて、志緒理は言った。

「なんといっても、今は維新同盟の鎮圧が急務でございますし」

「まあ、たしかにそうでした。ふふふふ。わたくしをお笑いくださいませ。志緒理殿下とちがい、いつまでも女皇の地位にふさわしい見けん識しきを持てず、カエサルさまをいつも困らせてしまうのです」

「まさか。照姫陛下よりも玉ぎよく座ざにふさわしい者など、皇こう国こくにはいるはずございません」

「ふふふふふふふふ。ありがとうございます」

　女皇はにこやかに笑っている。目に宿る圧力もいや増している。

　わずかでも相手の隙すきを見み出いだせば、即座に躍おどりかかり、八つ裂きにしかねないような――そういう気配を志緒理は感じてしまった。

　ひそかに息を呑のむ。一方、女皇はテーブルの紅茶に手をのばした。そして。

「…………」

　カップのつまみを手に取った瞬間、眉まゆをひそめた。

「誰か。誰かおりますか？」

「はい、ただいま」

　女皇の呼びかけに応こたえて、若い女官がやってきた。

　黒くろ縮ぢり緬めんの着物に赤い袴はかまを合わせている。最近、初音も愛用している皇城女官の正式な衣装であった。彼女がテーブルのそばまで来たところで。

　ばしゃっ。カップの中身を女官の上半身にぶちまけた。

「すっかり冷めています。新しいものを持ちなさい」

「も――申し訳ございません！　今すぐに！」

　若い女官は涙目で恐縮し、駆け足で去っていく。

　そして、この一幕を前にした志緒理は――想像してしまった。

　さっき女皇が己おのれを卑ひ下げしたとき、ちがう答えをもし口にしていたら。それがまったく女皇の意にかなわないものであったなら。

　藤ふじの宮みや志緒理は一体、どうなっていただろう？

　今、女皇照姫はあの毒どく蛇じやの目つきでじっと志緒理を見つめている……。




「ふうむ」

　女皇と皇女志緒理の一幕、すこし離れて女官たちが見守っていたのだが。

　ふたりの姫がやりとりする屋外テラス席。ここをうかがう人物がもうひとりいた。近くの雑木林に身をひそめた竜りん胆どう先生である。

「なかなか不ふ祥しような気をまとっておるな……」

　先生の両目は真っ赤に染まっていた。

　皇国日本の聖域たる皇城の霊気を借りて、霊れい眼がんを発動させたのだ。

　そして、その目で見つめる女皇照姫の体には――黒い焰ほのおのような気が渦巻くようにまとわりついていた。

　これと同じ気を持つ者、女皇以外にも皇城内に幾人かいる。

　皇都守護の鬼き神しん・平たいらの将門その人。あの男に仕つかえる七名の死し人びとども。

　実は竜胆先生の霊眼には禍まが々まがしい黒き焰をまとう姿で見えており、その連中と同じ気配を――女皇照姫が今まさに放っているのである。

「どう考えても、きっかけはあれか」

　ビールのミニ缶をぷしゅりと開あけ、ぐびりと一呑みしてから。

　先生はつぶやいた。黒い気が女皇の体から立ちのぼったのは、ちょうど《平将門》の話題を振られたときからだった。
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「不祥な気、ですか？」

「妖気などと言いかえてもいいがな。並みの人間どころか復活者リザレクトどもですら、あのような気はまとわぬよ」

「そのような気配が女じよ皇おう陛へい下かから放たれていたと？」

「うむ。姫が平たいらの将まさ門かどの名を出した途端にな」

　竜りん胆どう先生から告げられて、志し緒お理りはため息をこぼした。

「やはりそうでしたか。将しよう門もん公こうの名前を聞くと、陛下の心とお体に変化が現れる……」

　藤ふじの宮みや離り宮きゆうの庭先だった。母屋おもやのすぐ外で話をしていた。

　夜空では、師走しわすの月が冴さえ冴ざえと輝いている。今日の昼間、志緒理は女皇と二度目の面談をしてきたばかりだった。

「まあな。だが、それはあくまで原因のひとつめじゃぞ」

　缶チューハイ五〇〇ミリリットル缶をくぴっと呑のんで、竜胆先生が言う。

　皇こう城じようからの帰り道にコンビニで三本も買い、呑みはじめたらしい。これが最後の一本。仕事帰りに酒を我慢しきれなくなった初老のサラリーマンじみた呑み方である。

　風ふ情ぜいある日本屋敷には、甚はなはだしく不似合いな酒だった。

　が、今さら気にすることでもないので、

「ひとつめ？」

　首をかしげた直後、志緒理は強い念ねん波ぱを感じとった。ひたひたと近づいてくる。並みの騎き士し侯こうや念ねん導どう術じゆつ師しではない。もっと強力な念の持ち主が到来したのだ。

「いかん。わしは席を外すぞ、姫！」

「先生!?」

　竜胆先生、さっと駆け出そうとしたのだが。

「どこへ行く、龍使い？　拙せつ僧そうがそんなに邪魔なのか？」

「ちっ。のこのこ姫の離宮までやってきおって……何の用じゃ!?」

「今後のことで相談したき儀ぎありと、皇こう女じよ殿下より申しつかったのよ。べつにおかしな話ではあるまい」

　庭先に現れた天てん海かい僧そう正じようを見て、竜胆先生が舌打ちしている。

　藁わらの編あみ笠がさ、黒い僧衣に白しら木きの杖つえといういでたちの僧正は志緒理に会え釈しやくして、それから缶チューハイを持った和服童女へ、皮肉な視線を浴びせる。

「おまえはまた飽きもせず、酒ばかり鯨げい飲いんしているのだな」

「御ご坊ぼうの方こそ、飽きもせずに毎度おなじみの説教を繰りかえしおって……」

「昼酒、深酒、寝酒にいいことなどありはせぬ。おまえもいいかげん酒との程よいつきあい方を覚えてもいい頃ぞ」

　皇こう国こく日本の黎れい明めい期きを支えた元げん勲くん・竜胆先生が叱しかられている。

　めったにないことだ。当の先生は不愉快そうに聞き流している。しかし、おとなしく説教を受け入れているのも事実だ。

　元勲という点では同じ立場。僧正には強く出られないのだろう。

「これだから御坊や大御所とは顔を合わせたくなかったのじゃ」

「そういえば先生、僧正さまたちを訪ねるときはさりげなく席を外していらっしゃいましたね」

　今にして気づく志緒理だった。

　本当なら『積もる話でも』と再会をよろこびそうなところなのに。

「たしか僧正さまも、ご隠居さまも、健康にたいへん気を遣つかっておられたとか」

「左さ様よう、左様。皇女殿下はご存じでおられたか」

　天海僧正、健康食品の雄ゆう・納豆が大好物だったという。一二〇歳まで長生きしたとの伝説まである。徳とく川がわ家いえ康やすも老いて尚なお、ひんぱんに鷹たか狩がりを楽しんでいた。それも人一倍、養よう生じように気を配ってきたからこそだろう。

　特に僧正は二代将軍・秀ひで忠ただや三代将軍・家いえ光みつに養生訓を語るほどだった。

「まこと、おまえの酒好きは一向にあらたまらない病気の類たぐいよ。が、それはそれとして、面白い話をしておったな」

　天海僧正は飄ひよう々ひようと言う。

「今きん上じよう陛へい下かのお心が乱れる理由、ひとつめは《平将門》の名であるとかなんとか」

「では、ふたつめは何でございましょう？」

「まちがいなく、志緒理殿下の存在でしょうなあ」

「わ、わたくしですか!?」

　志緒理は啞あ然ぜんとした。僧正はにやにやと意地悪く笑う。

「もともと裡うちにかかえていた志緒理殿下へのもやもやが、面と向き合うことでふつふつと燃えあがり、ああいう形で顔を出すのでしょうな」

「えっ!?」

「まあ、恨うらみつらみというやつでござるよ」

「う、うとまれているのは承知していましたが、恨まれる理由なんて……」

　とまどう志緒理をにやにや見つつ、僧正は言う。

「そもそも今、皇城をうろついている《平将門》とは何者か――。この間、拙僧は精霊、鬼き神しんの類たぐいであると語りましたな」

　神しん君くん家康が『記憶をもどすべきではない』と告げたあとだった。

「武将としての将門公、言ってしまえば帝みかどへの謀む反ほんをしくじった田舎いなか大名。その辺はまあ、明あけ智ち某なにがしと同じ程度の半はん端ぱな武将でござる。しかし、世間の人々はさらし首にされた将門公の無念に同情し、あの御ご仁じんは死後、怨おん霊りようになったのだと語り継いだ……」

「怨霊――」

「それは前世の武ぶ勲くんゆえではなく、悲劇によって名を残したからこそ。この言い伝えはご存じですかな？　将門公の死後、屍しかばねはバラバラに切り刻まれ、首と胴は武蔵むさしの国くにの小さな村に祀まつられたという……」

「存じております。その村、今の地名では千ち代よ田だ区大おお手て町まち」

　博識な志緒理はうなずいた。

「将門公の首くび塚づかがある場所ですね」

「左様。江え戸ど城じようのすぐそば、今こん世せいでも皇こう都と東京の中心地ですな」

　かつて江戸の町割を作った老僧はにかっと笑う。

「この地の民たみは千年以上も前より、流行はやり病やまいや洪水が起きるたび将門公の祟たたりとうわさし、その無念を供く養ようして参った。それは畢ひつ竟きよう、平将門の霊を『禍まがつ神』として崇あがめるのと同じであり、それゆえ激しい怒りと怨みこそがあの御仁の本質となってしまった」

　禍つ神とは災いを呼ぶ凶神の意。

　瞠どう目もくする志緒理の前で、天海僧正はさらに言う。

「おそらく皇こう家けの秘儀によって、女皇陛下はその禍つ神と深い縁えにしを結ばれた。ご気き性しようや魂たましいがだんだん当の怨霊に似てきても――不思議ではございますまい。ささいな妬ねたみや怒りが激しい怨えん恨こんにまで高まってしまい、人と世間に災いを為なす」

「…………」

「特に今上陛下の場合、もともと霊術の素養が傑けつ出しゆつしておられない。稀き代たいの怨霊に引きずられてしまうのは、致し方ないところでございますな」

「そう……でしたか」

「五〇年以上も前、大日本帝國の者どもは楠くすの木き正まさ成しげ公、真さな田だ信のぶ繁しげどのを復活させて、帝國の両翼といたしました。おそらくそのあとで将門公も怨霊――念導神格イフリートとして甦よみがえらせ、東京決戦の折に投入する手て筈はずだったのでしょうな。だが、その前に帝國の命運は尽きた」

　天海僧正はつらつらと語る。

「戦後まもなく、帝國の力の源みなもとは全て封印され申した。楠木・真田の二将、レギオン零れい式しき、そして帝國臣民の崇めた聖せい獣じゆう・大おお国くに主ぬしの命みこと……。将門公もそこにふくまれていたはず。だが、封印の儀は――」

「皇国日本の初代女皇・日ひ美み子こさまと夫ふ君くんたる天てん龍りゆう公こうによって為されたこと」

　すばやく察して、志緒理はあとを受け継いだ。

「全てお二方の霊力と裁量で執とりおこなわれたため、僧正さまやご隠居さまもあずかり知らない秘事となったのですね。でも、照てる姫ひめ陛下は代々の女皇のみが受け継ぐ口く伝でんを頼りに、将門公の封を解かれてしまった……」

「結果、今上陛下は力を得るも、心のゆがみもかかえこむ仕儀となった。まあ、志緒理殿下がおそばにいるかぎり、快方に向かうことはございますまい」

「でしたら」

　志緒理はぼそりとつぶやいた。

「ひとまず、わたくしが皇都をはなれて、陛下の御前から姿を消せば――あのような急変はおさまる可能性が高そうですね」

「一時しのぎではありましょうが、そうなる目算は高いかと」

「もろもろ了解いたしました。でしたら、わたくしは――」

　動揺はすでにない。志緒理はうなずいた。

　己おのれのやるべきことも見えてきた。まっすぐ前を向き、天海僧正と竜胆先生を見つめて、決然と宣言する。

「これから陛下のところへ毎日お邪魔して、じっくりお話ししていきたいと思います。将門公のこともたくさんおうかがいしてしまいましょう」

「ほほう」

「そう来るか、姫よ」

　僧正が面白そうに感心し、竜胆先生はにやっとする。

　女皇の心身をないがしろにする決断である。が、ふたりとも何も言わない。性格の悪さと度胸、共に頼もしい古老たちだった。

「日本と女皇陛下――そして、わたくしや東海道将しよう家けにとって、いちばんよい処置をしたいと思います。みなさま、お手伝いをお願いいたしますね」

　力強く、そして清せい濁だく併あわせのむ皇女の顔で、志緒理は言った。

　橘征継ともうひとりに連絡を取らなければ。また彼女の方には――例の人形と例のお役目もまかせなければ。

　悋りん気きを優先させたい私情を押し殺し、決心する志緒理だった。




　　　　　　　　　５




　ユリウス・カエサルの遠征開始から五日が過ぎた。

　一二月二二日、月曜日。

　本来なら、学校もはじまる週明けである。しかし、箱はこ根ねで待機する橘たちばな征まさ継つぐは軍務の真っ最中であった。箱根城じよう代だいの任こそ東海道の古こ豪ごう・長谷はせ川がわ騎き士し侯こうにまかせているが、ちょこちょこといそがしい。伊い豆ずにとどまった維新同盟のレギオン隊と小こ競ぜり合いがあるからだ。

　また東京・畿き内ない、東西いずれにもすぐ出陣できる構えもととのえていた。

　そして、この日の午後三時頃。

　公務のために、征継はある場所を訪れた。

「極秘指令、くわしい内容は現地の情報員から聞けと伝令を受けて来てみれば……こういうことだったのか」

「はい。征継どのには今日、私の接待役をおねがいしたいと思います」

　芦あしノの湖こを望む展望カフェ兼レストランである。

　征継は今、黒髪の乙女と向き合っている。彼女はちょうど窓まど際ぎわのカウンター席にすわっており、ここからは澄んだ湖水をたたえる芦ノ湖とその奥にそびえる三み国くに山やまの眺望を存分に楽しむことができた。

「ああ、これはもちろんデートなどではありませんが」

　悪戯いたずらっぽく笑う乙女はサングラスをかけていた。

「らしく振る舞っていただけると、もてなされる側の私も気分よくなるかもしれません。ひとつご考慮ください」

「承知した。頭に入れておこう」

　彼女の服装もネイビーのコートに白いセーター、黒のパンツ。臙えん脂じ色のニット帽と、どこにでもありふれた冬の装よそおいだ。しかし、名前は秋あきヶが瀬せ立りつ夏か。東海道総そう督とくという肩書きを持つ女性は、日本国内には彼女しかいなかった。

「もしかして、その格好は変装なのか？」

　かく言う征継も、今日は浅あさ葱ぎの陣羽織を着ていない。

　軍服に似た学ランの上着も脱いで、ダークグレーのモッズコートを羽織っている。和泉いずみの守かみ兼かね定さだも置いてきた。

　目立たない格好でと、指定があったのだ。

「というほどではありませんが、念のため。私が箱根入りした情報、まだ表に出ない方がいいはずです。実は皇こう女じよ殿下とも話し合って――」

　サングラスで凜り々りしい女軍人の顔を隠して、立夏はにやりと微笑ほほえんだ。

「しばらく箱根にとどまることにいたしました」

「駿河するがの方はいいのか？」

「ひそかに父を呼びもどし、私の代理をまかせました。名古屋で負った傷も治りは順調なようですし、前総督として手腕を振るってもらいましょう」

「なるほどな」

　秋ヶ瀬立夏が箱根にいるべき理由。

　なんとなく察しはつく。彼女は復活者リザレクトである橘征継をのぞけば、東海道将しよう家けでもナンバーワンの騎士侯なのだ。

「なじみの店があります。そちらへ場所を移しましょう」

「わかった」

　立ちあがった立夏といっしょに、カフェの出入り口へ向かう。

　その際、彼女のすぐそばまで近づいた。ほとんど密着するほどだ。怪け訝げんそうにサングラスを向ける客人へ、征継は言う。

「らしくした方がいいんだろう？」

「……そうでした」

　立夏はにこりと笑い、征継の腕を取った。

　腕を組む恋人同士という雰囲気で密着し、仲なか睦むつまじさを周囲に披ひ露ろうしながら、ふたりは展望カフェを出ていった。




　タクシーで移動した先は、箱根仙せん石ごく原はらの高級旅館だった。

　秋ヶ瀬家が代々なじみにしているという宿の個室で、立夏とふたりきりになる。

「まるで密会のようだな」

「そういえば、箱根ではそういう男女をたまに見かける気がします」

「東京からも近いせいだな。使いやすいんだろう」

　立夏のコメントに、征継もうなずく。男の方がやけに歳上のカップル、女性の方がやけに派手な雰囲気のカップルなど、たしかにときどき見かけるのだ。

　しかし、ふたりの目的はちがう。

　座卓を挟んで向かい合うなり、立夏がおごそかに言った。

「では――軍議をはじめましょうか」

　昨今、利便性から和洋室がすっかり多くなった旅館業界だが、純然たる和室の畳で征継はあぐらをかき、立夏は正座している。

　腕を組んでいたときの甘さはすでにない。ふたりとも武将の顔であった。

「カエサル公は伊い勢せ湾沿岸に拠きよ点てんを作り、内陸部に進撃する土台を固めつつあります」

　まず立夏から言った。

「この様子ですと、伊勢から京都へ進むうえで障しよう碍がいとなる伊い賀が上うえ野のの鎮ちん守じゆ府ふも近日中に攻略を終えるでしょう」

「衛えい将軍も東とう山ざん道どうの岐阜市に入り、着々と交渉中のようだな」

「まあ、あちらの総督に、ケントゥリア一千騎と共にやってきた衛えい青せいどのをどうにかする覚悟も器量もないでしょう」

　皮肉っぽく立夏が予想すると、征継は淡々とつぶやいた。

「そのカエサルと衛青、両将軍の後方を俺たちが守っているわけか」

「ええ。東海道の本拠地たる駿河するがでは私たちが。箱根では征継どのが。そして肝かん心じん要かなめの皇こう都と東京では――平たいらの将まさ門かど公と二千騎の零れい式しきが目を光らせています。だからこそ、カエサル公も後こう顧この憂うれいなく、思い切って自由に動き回れる」

　ここで立夏が肩をすくめた。

「私がエドワード王子なら京都に戦力を集めて、総力戦の準備をします」

「たしかにその方が手っ取り早い」

「これが英国とローマ、一対一の戦いなら、ですが」

「ああ。だが今回は皇こう国こく日本の女じよ皇おう派はと俺たち東海道、畿内将家もからんでくる。カエサルもエドワード王子もそう単純には動くまい」

「悪知恵のしぼり甲斐がいがある局面ですね。そして征継どの」

　立夏がフッと――すこし人の悪い感じで微笑した。

「皇女殿下から私宛てに、このような要請がありました。『急ぎ箱根に入り、待機を願う。例の人形をお忘れなく』と」

「ほう」

　東海道一の将である征継、二番手の将である立夏を箱根に置く。

　つまりカエサルの西せい征せいに合わせて、切り札エースたる両名を関東地方の端に動かした。志緒理は西よりも東に目を向けている――。

「私が……秋ヶ瀬立夏が箱根にいると、うわさにならない方がいいでしょう。本格的に事を起こすまで、この宿に隠れているつもりです」

「承知した」




　その後、ふたりは『予測される今後の展開と対策』を話し合ったのだが。

　いつのまにか夜になっていた。征継はそろそろ鎮守府へ帰る頃合いだったが、その前にここで夕食でもと立夏に誘われて、結局――

「ふう」

　ちゃぽん。水音がする。湯が跳ねたらしい。

「ここもなかなか、いい湯だ」

　ぼそっと征継はつぶやいた。

　貸し切りの露ろ天てん風ぶ呂ろにひとりでつかり、冬の夜空を見あげている。

　……この旅館、部屋数が一〇室もない隠れ家的宿だという。一度に迎え入れる客数を減らして、サービスの質を上げる意図なのだ。そんな名旅館に来たのだからと、夕食前の温泉を立夏から勧すすめられたのである。

　人気の温泉地・箱根だけあって、いろいろな宿がある。

　湯のなかで征継はつぶやいた。

「姫や初はつ音ねもここに招いたと、立夏どのは言っていたな」

　安心して皇こう女じよ殿下を呼べるほど、信頼できる宿なのだろう。

　いそがしい軍務の間の短い一休み、じっくり堪たん能のうしようとしたとき。うしろから唐突に声をかけられた。

「し、失礼いたします」

「…………」

　振りかえって、征継は驚いた。一瞬、言葉が出なかった。

　旅館スタッフが来たとかではなく、秋ヶ瀬立夏がそこにいたのだ。貸し切り露天風呂にいつのまにか入ってきたらしい。

　しかも、立夏は胸から腰にかけてバスタオルを巻いただけだった……。

　髪をアップにまとめているので、いつもは長い黒髪で隠されたうなじの白さもむき出しになり、ひどくなまめかしい。

　思わず凝ぎよう視しする征継を前にして、立夏は恥じらい、目を伏せてしまう。

「立夏どの。さすがにそのような姿でこんな場所へ来られると、俺としても紳士的に振る舞える自信はないのだが」

「そ、その割に征継どのは落ち着いてらっしゃる」

「そんなことはない。だいぶ興奮している」

　偽いつわらざる思いをかなり冷静に告げる征継だった。

「それで立夏どの。なぜ、こんなことを？」

「皇女殿下はおっしゃいませんでしたが……箱根で待機中の征継どのの身近には、橘初音も志し緒お理り殿下もいらっしゃらない」

　すこし憤然とした調子で、立夏は言った。

　本当に怒っているのではなく、恥ずかしさをごまかそうとして、そんな口ぶりになってしまったのだろう。事実、彼女は『ちゃぽん』と水音を立てて湯に入り、征継のそばまで来てくれた。潤うるんだ瞳ひとみで見つめてくる。

「霊れい液えきをお渡しする役目、私がしなければいけません」

「そうだったか」

「はい。征継どのは――結局、記憶を回復させないまま、帰ってきたのですから」

「過去や、とっくに墓場の下に行った者たちより」

　淡々と征継はつぶやいた。

「俺は今まわりにいてくれる人間や、今の世界を大切にしたいと思う」

「うれしいお言葉です。征継どのがご自身の記憶や前世での旧知よりも、今の時代の私たちを大切にされたいとおっしゃるなら――わ、私もそのお気持ちにできるかぎり、精一杯応こたえたいと思います。ですから……」

「ここへ来てくれたと？」

「は、はい……」

　露天風呂のなかで、そっと寄りそってくれた立夏は初うい々ういしく顔を伏せていた。そのおとがいを征継はできるかぎりやさしく手で持ちあげた。

　顔を上げた女騎士侯の唇くちびるをふさぎ、口づけを交わす。

　立夏はうっとりと受け入れてくれた。それどころか彼女の方から舌を差し入れてきて、力強く征継の舌を求めさえする。

　熱っぽい接せつ吻ぷんをしばらくふたりで愉たのしんだあと、征継は彼女をひきよせた。

　腕のなかに、バスタオル一枚だけという秋ヶ瀬立夏がいる。細身であるくせに十分以上のふくらみとくびれを持つ肢し体たいだった。おそらく、女性的なボディラインとしての美しさでは、征継の身近にいる誰よりもすばらしい。

　その造形美だけでなく、柔らかさと肌の熱さまで征継の裸体に密着している。

「征継どの……」

　もう一度、キスを交わした。今度も長い。

　そして、ふたりの唇が離れたとき、立夏はとろんとした目つきではあるが、しっかりと意志の宿った瞳で征継を見つめてきた。

「それで……です。実は折り入って、お話があります」

「ああ。聞かせてもらおう」

「ま、征継どのとこのようなことをする女子は……ほかにもいるわけですが。皇女殿下や橘初音では、そこまで気が回らないと思い、僭せん越えつながら、まず私がうかがってみようかと……」

　立夏は常に颯さつ爽そうかつ理路整然と話をする。

　そんな彼女としては、珍しく遠回しな入り方だった。

「遠慮なく言ってくれていいぞ、立夏どの」

「は、はい。記憶がないままであれば、征継どのの霊液を確保するために私たち三人が今まで以上にがんばらなくてはいけないと思います。そ、そうなると必然的に、こうして征継どのとふれあう機会も多くなりますが――」

　凜り々りしい女騎士侯にはふさわしくない早口であった。

　一気に言い切ることで、恥ずかしさを乗り越えようとしているのだ。

「で、できれば、私や殿下、橘初音の間で、征継どのとの仲睦まじさを競うようなことにはならないよう、心を砕いていただくべきだと思うのです」

「俺にそのようにしろと？」

「はい。特に志緒理殿下は尊とうとい血筋の姫君ですし、皆、それぞれに身分も立場もちがうので、大変なことでしょうが、やはり、そこはこれからいちばん重要な課題のひとつになるはずですから……」

「たしかに、身内の間での揉もめごとが命取りになるな、俺たちの場合は」

「そう思います」

「全て立夏どのの指摘どおりだ。俺の気配りがおよぶかぎり、そのことには最大限に気を遣つかわせてもらおう。よく言ってくれた」

　恥じらう東海道将家の騎士姫へ、征継は真しん摯しに感謝した。そのうえで彼女の目をまっすぐにのぞき込み、力強く言う。

「そのように配慮するという前提で、立夏どのにお訊たずねするが」

「は、はい」

「今までどおり、いや、今まで以上に俺とのこういう時間を作ってもらうというのは可能だろうか？　俺にとって、立夏どのはこの上なく愛いとおしい女性だ」

「も、もちろんです。あと、私にもひとつ言わせてください」

　内容が内容であるため、ずっと恥じらっていた立夏だが。

　今のやりとりが彼女のなかで何かを変えたのか、剛ごう毅きな女武者らしさがその美び貌ぼうにもどってきた。

　そのうえでうっとりと征継にしがみつき、耳元で睦むつ言ごとさながらにささやきかけてくる。

「志緒理殿下ほどではなくとも、私の方にも面倒な実家や親がひかえていますが。そちらはお気遣い無用です。すでに私が家か督とくを継いで、家長でもありますし……それに、一族と縁を切ってでも添そい遂とげたい殿方と出会えたこと、逆に幸福だと思います」

「立夏どの」

「乳ち飲のみ子ごをかかえたまま天下取りというのも、面白いかもしれませんね」

　くすっと微笑んで、立夏はうそぶいた。その表情は堪たまらないほど優ゆう婉えんで、なまめかしく、そして征継へのやさしさに満ちていた。

　思わず、彼女の一枚きりの着衣であるバスタオルに手をかけてしまった。

「俺も立夏どのと出会えて、幸福だと思う」

「征継どの……あ――っ」

　タオルを外しながら、征継は強く立夏を抱きしめた。








第六章
女皇、乱心
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　実のところ、照てる姫ひめはあまり珈琲コーヒーが好きではない。

　独特の苦みが舌をつくからだ。砂糖とミルクをたっぷり入れても気になる。しかし、目の前に供されれば口をつけるし、それなりの量を飲む。

　貴人たる者、さまざまな形でもてなされ、供応されるもの。

　出される飲食物が好みでなくとも悟られてはいけない。幼少の頃、年配の女官たちにそうしつけられた。それが〝もてなされる側〟の作法だと――。

　いかにも古い世代の日本人が言いそうなことだった。

　反論するのも面倒なので、『珈琲がきらい』の一言はずっと胸に収めてきた。

　きたのだが――今、ちょうど目の前に黒い液体入りのカップがある。もう四日連続となる皇こう女じよ志し緒お理りとの対面中であった。

「陛へい下か。どうかなさいましたか？」

「いえ……。たいしたことではないのですが……」

　志緒理に訊きかれたので、ぎこちなく答える。

　珈琲豆、白磁のカップ、立ちのぼる芳香、全て最高品質であるはずだが。

　どうにも気に入らない。照姫はさっと手を振り、珈琲をカップごと振りはらった。漆しつ黒こくの液体が飛び散り、がしゃんと陶器の割れる音がひびく。

「ま、まことに申し訳ございません！　すぐに替わりをお持ちいたします！」

　いつものテラス席である。

　若い女官が飛び出してきて、あわてて破片を拾いあつめる。この四日間、似たような癇かん癪しやくを何度も起こしていたので、警戒されていたのだろう。

　しかし、よほどあわてていたのか。

「い、痛ッ」

　破片で指を切ったらしい。指先に血のしずくが現れる。涙ぐむ女官へ、志緒理がやさしげな声をかけた。

「大丈夫ですか？　手を止めて、すこし下がりな――」

「早く終わらせなさい。その匂におい、不愉快です」

「は、はいっ」

　照姫はさえぎるように命じて、半泣きの女官をせかした。すぐにべつの女官がふたりも飛んできて、ほうきや雑ぞう巾きんを手に、片付けを手伝う――。

　にっこり笑って、照姫は言った。

「お話をつづけましょう、志緒理殿下」

「は、はい。これはローマ留学中、あちらの帝都で耳にした話なのですが」

「わたくしもうかがっております。志緒理殿下は向こうの学舎まなびやでたいへんすばらしい成績をお収めだったとか。同じ皇こう家けの姫として、誇らしく思ったものです」

「いえ。陛下にお誉ほめいただくほどでは……」

「まあ、ご謙けん遜そんを。わたくしと……たった二歳しかちがわないのに大学へ通われて、そのまま院に進むことまで勧すすめられたと聞いております」

　照姫はじ――っとプラチナブロンドの皇女を見つめた。

「それとも、この話はうそなのですか？」

「い、いえ……。たしかにそのようなこともございました……」

　照姫はもう、珈琲の片付けは一いつ顧こだにしていない。

　それでもわかる。女官たちは皆、ひどくおびえながら作業している。そういう念ねん波ぱが伝わってくる。以前はできなかったことだ。が、ここ数日で不思議なほど感覚が研ぎすまされ、わかるようになった。

　そして、目の前の話し相手、皇女志緒理。

　彼女も恐縮しきっていた。細身だがすばらしいスタイルの体をすくませているうえに、弱々しい瞳ひとみで照姫の顔色をうかがっている。女官たちほどではないが、念波におびえの感情が入りまじっている……。

　照姫が強く見つめれば、志緒理は伏し目がちになる。

　それが愉たのしい。権力だけでなく、念力と精神的圧力まで増していた。ここ数日、守護者・平たいらの将まさ門かどとの同調が驚くほど飛躍的に進んだおかげだ。

　何が理由かは不明だが、彼の荒ぶる魂たましいを前より感じやすくなった。

（そういえば）

　力が増したことと関係あるのか。ここ数日、志緒理の夢を見続けている。

　照姫と彼女の幼い頃からの思い出を――真夜中の夢で繰りかえし見て、跳ね起きてしまうのだ。走そう馬ま燈とうでもあるまいに。

　そして、その都つ度ど、照姫のなかに黒い何かが溜たまっていく。

　それはおそらく、プラチナの髪の麗うるわしき皇女への悪あしき心の類たぐいなのだろう。

　だから、ついこんなことを言ってしまう。

「そろそろ……志緒理殿下と将門さまをお引き合わせしましょうか……」

「本当ですか!?　たいへんうれしゅうございます！」

　魔神・平将門と共に威圧すれば、聡そう明めいなる皇女はどこまでたじろぐか？

　それが知りたくて、照姫は勿もつ体たいぶって何日もはぐらかしてきた話を振ったところ。皇女志緒理はにっこりと笑った。将しよう門もん公こうの真実も知らないで。

　暗い愉ゆ悦えつを照姫が感じたとき、体の奥底から熱い何かがこみあげてきた。

　それはまるで、焰ほのおの熱のような――。

　次の瞬間、照姫は意識を失っていた。




「おめざめでございますか、陛下！」

　気づけば、照姫は寝かされていた。寝室の豪ごう奢しやすぎるベッドの上だ。

　もう夜だった。すぐそばに寝番役の女官がひかえていた。そして、広い寝室の物陰に――帝國軍服・軍帽・マント姿の魔人まで。

　皇こう都と守護の大だい怨おん霊りよう《平将門》その人である。

　両目が焰となって燃えているため、人相がはっきりしない。

　特徴的すぎる人物だが、女官たちの誰も気づいていなかった。闇に溶けこみ、姿さえも消し去る神通力の持ち主なのだ。ただ照姫だけが彼を見ている――。

「まさかどさま……」

　こっそり、口のなかでつぶやいた。

　飲み物でもお持ちしましょうか、などと枕元で女官が騒いでいる。

　照姫はそれを無視して、物言わぬ武人の立ち姿をほれぼれと見つめた。銘めい刀とう・孫まご六ろく兼かね元もとも腰につり下げて、実に力強い。猛たけ々だけしい。

　彼こそが我が力の源みなもと。二千騎ものレギオン零れい式しきを操る最強の将。

　その静かなたたずまいの下には、平へい安あんの御み代よに喫きつした敗北への怒りと勝者への怨うらみが劫ごう火かのように渦巻いている――。

（南な無む……八はち幡まん大だい菩ぼ薩さつ）

　彼のため、照姫がひそかに聖句を念じたときだった。

「ご心配――いたしました、陛下」

　新たにやってきた女官に声をかけられた。

　七十代の老婦人である。今まで女官長として『皇城一の権力者』面づらをしてきた女だ。やせぎすな体に白しろ羽は二ぶた重えの小こ袖そでと綸りん子ずの打ち掛けを着ている。

　照姫が平将門を得た直後から影響力を失い、ずっとおとなしくしていたのだが。

「尊とうとき御体に何事もなく、臣下一同ほっといたしております」

　女皇の昏こん倒とうを聞いて、女官長は駆けつけたのだろう。

　しかし――彼女の倨きよ傲ごうと老害ぶりを知る照姫は舌打ちしたくなった。顔を見るだけで不快な人物に来られても、うとましいだけだ。

　めらっ。体の奥底で、例の焰がすこし熱を増した。

「それと、いまひとつ」

　女官長はひかえていた者を招きよせる。若い女官だ。電話の子機を捧ささげ持っている。

「ちょうど陛下宛てに、志緒理殿下よりお電話を頂ちよう戴だいしておりました」

「まあ」

　女官長への不快感を押し殺しつつ、照姫は子機を受け取る。

　意識を失う前までいっしょにいた皇女の声で、心配そうに言われた。

『おめざめになったとうかがって、安心いたしました！』

「ご心配をおかけして、申し訳ございません。せっかくのお話の途中でしたのに、こんなことになるなんて……。お恥ずかしいかぎりです」

『いいえ。これも陛下の御力がご成長あそばしている証あかしでしょう』

「成長？」

　首をかしげる照姫へ、皇女志緒理はさらに言う。

『わたくしにも覚えがございます。念力や霊力がいちじるしく成長をはじめた時期、その伸びに体が追いつかず、唐突に意識を失ってしまうのです。ここ数日、陛下にそのような兆きざしが現れていること、実は気づいておりました』

「そう……でしたか」

『聖せい獣じゆうの血をひく姫には、たまにあることと仄そく聞ぶんしております。陛下もいよいよ、そうした時期にさしかかられたのでしょう。わたくしもたしか七歳の頃、たびたび人じん事じ不ふ省せいとなってしまい、まわりの者を心配させた覚えが――』

「七歳。今のわたくしは……その倍も歳を重ねているというのに……」

　親切ぶっているくせに、皇女志緒理の言葉は傲ごう慢まんだった。

　上から物を見ている。己おのれはわずか七歳のときにそこを通過したのだと自慢し、一四歳の照姫を無意識に見くだしている。

　なんと腹立たしい。ぎりっ。照姫は歯を強く喰くいしばった。

　直後、また――体の奥底から、焰のような熱がこみあげてきた。熱い。熱い。しかし、意識を失ってなるものかと念じて、心を強く保とうとする。

　南無八幡大菩薩。念じた瞬間、頭も、心のなかもひどくクリアになったのだが。

　ぐしゃり。電話の子機をにぎりつぶしてしまった。

「ひ――っ!?」

　女官が小さく悲鳴をあげた。

　小こ柄がらで華きや奢しやな女皇の細腕が――異常な剛ごう力りきを示したからだろう。しかし、当の照姫は涼しい顔だった。体のなかで激しく焰が燃えている。これすなわち強大すぎる念力であり、行き場のない怒りの念であり、晴らす当てのない怨おん念ねんだった。

「いいことを……思いつきました」

　ぼそり。照姫は暗い焰を両目に宿して、つぶやいた。




「さて。ここ津つ市に我がローマ軍の拠きよ点てんもできあがり、精鋭の騎き士し侯こうたちも集結した。東とう山ざん道どうに入った衛えい青せい将軍の首しゆ尾びも上々、岐阜から関せきヶが原はら経けい由ゆで京へ攻めあがる手て筈はずをつけた。私、ユリウス・カエサルの体調も万全」

　一二月二五日。いわゆるクリスマスの早朝。

　前日のイブ、日本では『恋人たちの聖夜』と呼ぶらしい。だが自他共に認める〝恋多き男〟カエサルは色恋沙ざ汰たと関係なく、朝を迎えていた。

　まだ早朝の六時台。冬の朝日がようやく顔を出してきた頃合だ。

　こんな時間から顔を合わせるのは、ヤン参さん謀ぼうはじめとする幕ばく僚りようたちだった。

「今日これからの襲撃で伊い賀が上うえ野のの鎮ちん守じゆ府ふを陥おとすことができれば……京都攻略の準備、おおむねととのう」

　伊い勢せ湾沿岸に位置する津つ城じよう鎮守府、その会議室だった。

　十数名の幕僚たちと楕だ円えん形けいの卓をかこみ、聖なる朝を軍議についやしている。

　畿き内ない将しよう家けの本拠地・京都の二に条じよう城じようと同じく、津城を改築した鎮守府だった。三重県エリアの中心地であり、県行政府も同じ市内にある。

　この津城から内陸の伊賀上野へ抜ければ、京都はもう目と鼻の先だ。

「今日の私はここ津市に残り、後方よりの監督に専念する。攻略部隊の諸君、君たちの勇戦に心から期待しているぞ」

　しっかりとうなずく幕僚たちを眺めまわして、カエサルは微笑した。

　しかし、すぐ真顔にもどって、ぼそりとつぶやく。

「ま、ここまで来れば、京都の二条城攻撃まではそうそうめったなことは起きないはず……なのだがねえ」

「何か不安の材料ネタでもあるんですか？」

「なに。こういうときはなにかしら不運な出来事で足止めを食うものさ」

　横にすわるヤン参謀に訊きかれて、カエサルはにやりと笑った。

　大だい元げん帥すいの言葉を聞きのがすまいと、青い軍服の幕僚たちが注目している。

「厳密に言うと、そろそろ誰かが邪魔をしにくる頃だ。なにしろ私は敵が多いからな。今も昔も。皆、さんざん智恵をしぼって、私の行く手を阻はばもうとする」

「閣かつ下かが言うと、説得力ありますねえ」

「だろう？　今だって、とりあえず数えるだけでもエドワード王子、リチャード一世、畿内将家の出海いずみ総そう督とく。そのほか西日本の将家諸君。それと――」

　カエサルは苦笑いをこぼした。

「一応は盟友であるはずの人々のなかにも、まあ、おそらく……」

「閣下！」

　不意に、幕僚のひとりがこわばった声を出した。

　念ねん導どう士し官かんである。ヤン参謀と同じく黒髪黒目の中国系だ。卓上に彼が広げた資料の上に、手乗りサイズの仔犬が現れていた。

　連絡用小型随ずい獣じゆう、神行小狗カニス・ミノール。瞬間転移してきたのだ。

「皇城付き武官、および横よこ須す賀か基地より急使がとどきました！」

「あんな話をしたばかりなのに？　君、いい報しらせなら口頭、悪い報せなら文書で頼む。朗報はここにいる全員で分かち合いたいからな」

「では、伝令文を表示いたします」

「やれやれだ」

　即答されて、カエサルは肩をすくめた。

　数日前、ヤン参謀から『トントン拍びよう子しのお気楽人生』などと言われたが、これでなかなかどうして、障しよう碍がいの多い人生を送ってきたのだ。揉もめごとを歓迎する気はさらさらないが、つきあいの長い古なじみでもある。

「ほほう」

　念導士官がカエサルの前に、念ねん導どう術じゆつでウインドウを投射してくれた。

　虚こ空くうに次から次へと、不吉な文面が現れる。

『本日未明、女皇・照姫陛下は高等女官九名、関東総督および関東将家の高官六名を拘束および拘禁せよと、近衛このえ府ふへ指示』

『近衛大将・平将門公、すみやかに勅ちよく命めいの実行にうつる』

『将門公、拘束対象者の確保のため、直属の七名とレギオン零式七〇〇騎を投入』

『拘禁を受け入れず、抵抗を試みた関東州軍所属の騎き士し侯こう三名、士官一二名、ならびに兵卒三七名。彼ら全員の死亡を確認』

『関東将家の市いちヶが谷や、目め黒ぐろ、浦うら安やす、朝あさ霞かの各衛え府ふ――将門公配下の零式による襲撃を受け、現在も防戦中』

『〇五時三〇分。女皇は拘束対象に藤ふじの宮みや志緒理殿下も重ねて追加』

『〇六時〇五分。レギオン零式五〇騎、東京南みなみ麻あざ布ぶ・藤宮離り宮きゆうに到着。志緒理殿下の拘束を図るも失敗した模様』

『現在、志緒理殿下は行方ゆくえ不明。都内に潜伏中と思われる』

　意外なニュースばかりであった。

　カエサルは「なんとねえ」とつぶやき、首をかしげた。

「なにがどうなって、我が愛いとし子はこんな暴挙に出たんだ？　出発前に考えた未来予想のうち、いちばんありそうになかった展開になってきたぞ」

　あごの無ぶ精しようひげをカエサルは撫なでた。

「ともかく皇都のローマ軍団へ伝令だ。至急、我が軍も皇女の捜索にとりかかれと。尚なお、志緒理の保護に成功した場合、女皇へひきわたす必要はなし、だ」

　指示しながらも、ローマの国こく父ふは思う。

　さて、この唐突すぎる狂騒曲、どのような思おも惑わくと陰いん謀ぼうが重なった結果、形になったものなのか？　いくつかの推測がわきあがってくる。

　腕組みして関東の地を想おもうカエサルへ、ヤン参謀が訊たずねた。

「われわれ西日本組はどうしたもんですかね？」

「予定どおり、伊賀上野の攻略を開始だ。東京の方はひとまず、向こうの連中にまかすとしよう。対策を決めるのは、彼らの動きを見てからだ」

　ユリウス・カエサルが自ら畿内へ乗りこんだ理由、功こう名みよう心しんだけではない。

　留守中に皇都で何かが起きるなら、それもまたよし。誘いの一手でもあった。

「さて。ここにエドワード王子と橘たちばな征まさ継つぐがどうからんでくる……？」

　それ次第で、大方の内情は見えてくる。

　日英ローマの三国間での精妙なる駆け引き、ここからが本番だった。
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　ふたたび東京での内戦だった。

　前回は――一二月九日の未明に勃ぼつ発ぱつした。

　あれから半月後。クリスマス当日、一二月二五日の未明に二度目の戦闘は起きた。奇くしくも前回と同じ時間帯、早朝四時頃である。

「ふふふふ」

　皇こう城じよう正せい殿でんの玉ぎよく座ざで、ひとり照てる姫ひめはほくそ笑む。

　女官をはじめ、まともな人間は誰もそばにいない。皇城の外では、冬の空がようやく白しら々じらと明るくなりはじめている。

　クリスマスイブの夜、焰ほのおのような熱がにわかに身中で燃えあがった。

　電話機をにぎりつぶしたあとは全ての女官を下がらせて、思いついたばかりのアイデアを忘れるべきか、頼もしき守護神に伝えるべきか――ずっと考えつづけた。さながら新しい玩具おもちやでもいじりまわすようにして。

　だが、闇やみ夜よが最も深くなる頃、ついに呼んでしまった。

「まさかどさま」

　ずっと照姫のそばでひかえていた男の名を。

　そこからは一いつ気き呵か成せいだった。照姫の胸の裡うちで高まった負の想念――己おのれの意に沿わぬもの全てを屈くつ服ぷくさせ、蹂じゆう躙りんし、力ずくで思いどおりにしたいという感情を現実にすべく、魔神・平たいらの将まさ門かどは動き出した。

　死して甦よみがえりし七騎の従者を呼び、うち何名かに数百騎ずつ零れい式しきをあたえて。

　まだ朝日も昇らぬ皇こう都と東京へ解きはなったのである。

　尚なお、皇こう国こく日本は法治国家であり、立憲君主国家。

　女じよ皇おうといえども『気に入らない』だけで重臣たちを投獄し、反抗的な者は刀で斬きり伏せるなど許されない。また、身を守るため衛え府ふにこもった関東将しよう家けの騎き士し侯こうと兵たちを――レギオン零式の兵力にまかせて攻囲し、投降勧告もせずに攻撃を重ねるなど。

　もはや言語道断だろう。

　だが、照姫と将門軍団はそれを全て実行していた。

「ふふふふふふふ」

　皇城正殿の玉座のそばに、まともな人間は誰もいない。

　しかし、城外へ出なかった死せる近衛このえ騎士が黙然とひかえていた。彼らはその念ねん導どう力りよくで、都内の実況映像を表示してくれていた。

　関東将家の市いちヶが谷や、目め黒ぐろ、浦うら安やす、朝あさ霞かの各衛府――。

　四つの衛府は皆、念ねん障しよう壁へきを張りめぐらして、零式軍団が上空から仕掛ける銃じゆう槍そう射撃をしのいでいた。時折、守備兵の神かむ威いも出撃させて、散発的に反撃を試みている。

　しかし、まあ、どこも陥かん落らくするのは時間の問題だろう。

　だから気に入らないのは――

「志し緒お理り殿下ったら、どこへ行かれたのでしょうね……？」

　暗い目つきでねっとりとつぶやく。

　南みなみ麻あざ布ぶの藤ふじの宮みや離り宮きゆう。あちらにも零式数十騎を送りこんでいる。彼らの放った銃槍の熱線によって、由ゆい緒しよある公く家げ屋敷と庭園からは火の手が上がっていた。

　そして、この敷地内に生きた人間の念は残っていない。

　焼け死んだのではなく、襲撃時にはもぬけのからだったようだ。

「殿下を探し出して、わたくしのところに連れてきなさい。あの方が抵抗されるようなら、攻撃を許可します」

　近衛府の兵も、捜索に参加させた方がよいのだろうか？

　照姫は首をかしげた。とりあえず誰か女官を呼んで、指示を伝えさせよう。

　そういえば、すこし前におそるおそる報告しにきた者がいた。皇城付きのローマ軍武官が事情の説明を求めているとか、なんとか。まあ、そちらは当分、無視しておくとする。言い訳を考えるのも面倒くさい――。

　なによりもまず、皇城と皇都を気の済むまで造りかえなくては。

　体の奥底で燃える焰に突き動かされて、照姫は決意した。




「ほ、本当に来ちゃいましたねえ、将門さんの軍団っ」

　びっくりした様子で、初はつ音ねは口早に言った。

「零式が飛んでくるのを見たとき、『うそ!?』ってなっちゃいました。いくら女皇陛へい下かが変だからって、さすがにレギオンはよこさないわよねって思ってたのに！」

　藤宮志緒理が滞在中の離宮は、東京南麻布にある――。

　一二月二五日、木曜日。朝の七時をすこし過ぎている。都心部ではあるが、人々や車の喧けん噪そうでにぎわいだすにはまだまだ早い。

　しかし今、この界かい隈わいはかなりの剣けん呑のんさであった。

　藤宮家の離宮から火の手が上がっている。離宮を襲った零式五〇騎の部隊は、まったく遠慮せずに銃槍を撃ち放ったのだ。

　木造建築と庭園の木々が熱線の餌え食じきとなり、勢大に炎上していた。

　しかも、この五〇騎の零式は襲撃後、一騎ずつ別行動に取りかかった。

　散開して、立ちならぶビルの屋上すれすれの低空をゆっくり飛びはじめたのだ。視線と銃口を南麻布の街並に向けて、何かを探すように。

　尚、襲撃隊には人間がひとりだけいて、緑の翼よく竜りゆうを駆っていた。

　黒い将校の軍服を着た、禍まが々まがしいほどに赤い両目の持ち主だった――。

「やっぱり、わたくしを探しているのでしょうね……」

「まちがいなく、そうじゃろうなあ」

　志緒理のつぶやきに、竜りん胆どう先生が相づちを打った。

　南麻布からも近い六ろつ本ぽん木ぎのホテル、最上階である一四階の一室だった。窓からは藤宮離宮とその庭園も眺めることができる。

　実は昨晩から偽ぎ名めいで部屋を取り、女三人で泊まっていたのだ。

「昨日の夜、陛下との電話がいやな感じで終わったので……」

　志緒理はそっとため息をついた。

「念のため離宮を出ておいたのが大正解でした」

「使用人連中を逃がしておいたのもな。あの零式ども、姫のいない屋敷にまさか銃をぶっ放すとは……。あと気づいたか？　彼奴きやつらの頭かしらは死して甦よみがえりし七騎のひとり――例の近衛騎士どのじゃったぞ」

「はい。わたくしを問答無用で殺すつもりはないようですね、一応。すこしは話の通じそうな相手を送りこむのですから……」

「でも、ほんとに効いちゃいましたねえ、姫様のいやがらせチクチク！」

　あっけらかんと言う初音は、能天気な笑顔だった。

「にこにこ笑って女皇陛下のところに日参して、おびえたふりをしたり、さりげな～く自慢話や将門さんの話を振る作戦っ。怨おん霊りようのせいで陛下がおかしくなった隙すきに容よう赦しやなくつけいる姫様の腹黒さに、しびれちゃいました！」

「そう言われると、わたくしがすごい悪女のようですね……」

「まあ、心清らかな大善人ではなかろうよ。それに姫が夜な夜な試していたアレも、意外と効いていた気がするぞ。ほれ、皇城で眠る女皇めがけて呪じゆ詛そを送りこむ――」

「じ、呪詛、ですか!?」

　先生の指摘でどきっとした志緒理へ、初音がびっくりした目を向ける。

「それってつまり、呪いのおまじないですよね!?」

「そ、そこまで大層なものではありませんっ。毎晩、丑うし三みつ時あたりに念を送っていただけです。女皇陛下がお眠りのなかでわたくしの夢でも見ればと……！」

「そうは言っても、龍の御血筋の姫が送る念じゃぞ」

　ぼそっと竜胆先生は言う。

「まして、送られる側は怨霊・平将門に取りこまれたにわか巫女みこ。念力と感覚が急に高まった分、能力を持てあまし気味でもある……。まあ、姫の念波に過か剰じようすぎる反応を見せても不思議ではなかろうな……」

「その結果があの襲撃だったんですねー」

「い、因いん果が関係は定かではありませんし、厄やつ介かいな相手を呪詛するのは崇す徳とく帝てい以来、皇こう家けでは伝統みたいなものですっ」

　強引なごまかしのあと、志緒理は咳せき払ばらいした。

「このホテルを引き払いましょう。思ったよりも女皇陛下の変化はかなり急でしたが……それ以外は想定の範囲内です。例の策にとりかかっても問題ありません」

「じゃあ、姫様！」

「はい。駿河するがと箱はこ根ねにも連絡を入れてください。わたくしたちは予定どおりのルートで脱出を開始します」

　三人とも、すでに身支度を終えていた。

　志緒理はいつもの洋装に〝おしのび〟用の伊達だてメガネに印象偽ぎ装そうの念導術。

　初音はついに女官の衣装を脱いで、はいからさんスタイルに復帰。竜胆先生は例の目立つ和服姿だが、やはり偽装の念で人目につかない工夫をしている――。




「うちのお父さまが車で来てくれるはずなんですけど」

　困り顔で初音が言った。

「これじゃ通行止めと同じだから、合流は無理そうですねえ」

　志緒理・竜胆先生・初音の一行はホテルを出たのだが。

　外の騒ぎはだいぶ大きくなっていた。大勢の人でごったがえしている。

　藤宮離宮の炎上に加えて、今まで空から志緒理を捜索中だった零式の一部が――地上に降りていたのだ。

　カーキ色の巨人兵が国道一号など、広い車道上をねり歩いている。

　全長八メートル弱、数百トンの巨体である。一歩踏み出すたび『ずんっ、ずんっ！』と道路が揺れる。さらにときどき、零式たちは道路標識や路駐していた車を踏みつぶし、蹴り飛ばしていく。電柱を薙なぎ倒す。切れた電線が落ちて、跳ねまわり、火花が散る。

　障害物を細かく避けるつもりなど皆無のようだ。

　こんな状況である。麻布界隈にやってきた車は減速・停車して、何かを探している風のレギオン数十騎がいずれ飛び去るのを、じっと待つばかりであった。

　このままだと、いずれ大だい渋じゆう滞たいが起きるだろう。

　そして、歩道や屋内から、騒ぎを不安げに見守る人々がいる――。

（また、どこかの騎士侯が叛はん乱らん騒ぎでも……）

（燃えているのは、皇女さまのお屋敷みたいだぞ……）

（志緒理さまはご無事なのか……？）

（本当になんなんだ、あの緑のレギオンは……？）

　事情を呑のみこめない人々は老若男女問わず、顔をこわばらせていた。

　見慣れないレギオンが数十騎も低空と地上を徘はい徊かいしている。その剣呑さにおびえて、近くの誰かと話をするときも声をひそめてしまう。

　一方、裏路地に入った皇女一行は――

「車が使えないうえに、この騒ぎで二三区内の鉄道はほぼ全線停止……。ほかの移動方法を考えないといけませんね」

「かんたんですよ、姫様。それを使えばいいだけです！」

　初音が指さしたのは、志緒理の靴だった。

　いつも愛用するローファーなどとはちがう、白のスニーカーだ。ごてごてと派手な色を使っていないあたりが小こ洒落じやれている。

　今日の服といっしょに初音が用意していた品。志緒理はハッとした。

「ということは、つまり」

「はい。地道にてくてく歩きましょう。次の目的地は結構近いし、大丈夫です！」

「き、緊急事態ですから、仕方ありませんね……」

「ちっ。朝っぱらから散歩などしたら、昨日の酒が抜けてしまうぞ……」

　病弱をかたって体育をズル休みする皇女殿下と、飲んだ夜の翌日は昼までひたすらダラダラするのが生き甲斐の念導精霊ジーニー。

　予想外の運動にたじろぐふたりをひきつれて、初音は歩き出した。

　現在地は港区六本木。めざす方角は東。当座の目的地は――浜はま離り宮きゆうであった。
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　築つき地じ市し場じようのすぐ近く、隅すみ田だ川がわ河口と東京湾に面している。

　それが浜離宮の立地だ。今でこそ皇こう家け所有の庭園だが、もともと江え戸ど時代の頃は徳とく川がわ将軍家のものだった。

　皇こう女じよ一行はここに隠れるため、やってきた――のではない。

　海・河口に面した浜離宮。その裏手には民間の船着き場がある。そこから事前に手配しておいた高速クルーザーに乗って、志し緒お理りたちは船出したのだ。

「もし素直に身の安全だけを考えるのなら」

　冷たい海風にぶるっと身を震わせて、志緒理はつぶやいた。

「このまま海路で、横よこ須す賀かのローマ軍基地をめざすべきなのでしょうね」

「でも姫様。築地からだと、横須賀って結構遠いですよー」

「ええ。比較的ましというだけで、どのみち危険には変わりありません。覚悟を決めて、予定どおりのプランでいきましょう」

　志緒理の隣には初はつ音ねがすわっている。

　八人乗り小型船の小さなキャビンにはすきま風が入りこんでくる。借りたジャケットと携帯カイロで防寒しながらの船旅だった。

　真冬の一二月に、今月二度目となる海上クルーズである。

　船の操縦は初音と同じく、藤ふじの宮みや家けに仕つかえる橘たちばな一族の者だった。

「姫。随ずい獣じゆうども……八や咫た烏がらすや海かい竜りゆうやらの気を感じるようになったぞ」

　もちろん竜りん胆どう先生もいる。かもめたちが飛ぶ空、東京湾の緑がかった海水などに目を配りつつ、警告してくれた。

「女じよ皇おうめ、将しよう門もん公こうとその直属だけでなく、近衛このえ府ふの念ねん導どう術じゆつ師しどもにも姫の捜索を命じたようじゃな。もっと物騒な追っ手が来るのも時間の問題じゃろうて」

「大丈夫です。目的地はもう目の前ですから……！」

　実際、ほんの十数分のクルーズだった。

　有あり明あけ一帯に広がる埋め立て地――そのなかの適当な船着き場に到着するなり、志緒理と竜胆先生、そして初音は急いで下船したのである。

　東京湾内、隅田川河口近くに造られた、広大な埋め立て地だった。

　開発予定地として長年放置されてきたため、やたらとだだっ広い空き地でもある。

　一〇年前、ここに新たな鎮ちん守じゆ府ふを造る計画が進行していたという。しかしユリウス・カエサルとローマ軍の到来にともない、白紙にもどされた。

　以後は『晴海はるみから国際展示場を移転させる』『臨海副都心――仮称・お台だい場ばを建設する』等の検討がされているものの、実現にはいたっていない。だが、その広さと、人通りや建物がほとんどない点などから、実はドラマのアクションシーンの撮影地として人気の穴場であった。

「来ましたよ、姫様！」

　埋め立て地を小走りに駆けていたら、初音が叫んだ。

　全員、足を止めて北西――自分たちが逃げてきた方角を見る。そちらの空から、カーキ色の有翼巨兵・零れい式しきが数十騎も飛来してくる……。

　あるいは、南みなみ麻あざ布ぶの藤宮離宮を襲った部隊がそのまま来たのかもしれない。

「初音。あなたの九く郎ろう判ほう官がんは――」

「いつでも大丈夫ですよお。でも、あいかわらず東京の水すい霊れい殿で契約させてもらえないままなので、七、八騎しか呼び出せません」

　本拠地の外では、騎き士し侯こうは騎き力りよくの一割しかレギオンを召集できない。そして、その地の水霊殿で『鎮守の契約』を結ぶことでのみ、滞在先を本拠地にできる。

　それが騎士侯とレギオンのルールである。

　今の橘初音は事実上の戦力外。しかし、志緒理は落ち着きはらっていた。

「でしたら……やはり、頼みの綱はあの方々ですね」

　直後、『かしゃん！』と金属音が鳴りひびく。

　錫しやく杖じようを振りまわしたとき、先端に付けた数個の金かな輪わが鳴る。その音である。志緒理たちの方にゆるゆると近づいてくる老僧の持ち物だった。

「墓場に捨てた我が名の下もとに……神しん兵ぺいどもよ、急ぎ来きたれ」

　颯さつ爽そうたる戦国武将であったのは、遠い昔。

　いまや編あみ笠がさと黒い僧衣をまとう天てん海かい僧そう正じよう。その枯れた声に応こたえて、東――浦うら安やす方面より飛来する軍団があった。

　青きサムライ・神かむ威いが四〇〇騎である。

　今まで海中にひそみ、このときを待っていたのだ。

「あれが僧正さまの軍団レギオン……」

　天海僧正、実に騎力五〇二を誇るという。織お田だ信のぶ長ながを弑しい逆ぎやくした英えい傑けつの力をついに志緒理は目まの当たりにした。その一方で、僧正は号令する。

「撃てぃ！」

　空中ですばやく壁状陣形を作った神威四〇〇騎。

　その最前面に位置する者たちが集中砲火をはじめる。零式数十騎はこれを正面から浴びせかけられる形となった。だが、それでもカーキ色の小軍団は横一列に広がり、精一杯の応射で反撃を試みる。

　多勢に無勢でかなうはずないのだが、全ての零式は懸けん命めいに撃ちかえそうとする。

　自みずからと仲間たちの損傷も無視して、玉ぎよく砕さい覚悟という体ていで……。

「零式とか申す兵ども、あいかわらず不ふ憫びんな戦いを強しいられておりますな」

「僧正さま！」

「あれでは大戦の頃とまったく変わらぬ。哀あわれなものです」

　老僧はすこし編み笠を上げて、皮肉っぽい微笑を見せた。

「皇こう女じよ殿下のご依頼および、大御所さまの肝きもいりを受けて、罷まかり越しました。ひとまず殿下の手足としてはたらく所存。いかようにもお申しつけくだされ」

「ありがとうございます。頼りにさせていただきます」

　志緒理は丁てい寧ねいに頭を下げた。

　戦闘のこともそうだが、戦後も考えなくてはならない。女皇と平たいらの将まさ門かどのように、無む思し慮りよな市街戦など可能なかぎり避けねばならない。

　だからこそ、こんな東京の果ての埋め立て地まで逃げてきたのだ。

　神しん君くん・天海の長老ふたりに前もって伝えておいた合流ポイントまで……。

「さっきの話を覚えていますか、初音？」

「もちろんですっ。いつでも大丈夫ですよ！」

　ここで陣を敷くことが第一に果たすべき課題だった。

　第二は――満面の笑みを浮かべる女騎士侯へ、志緒理はうなずきかけた。




「まあ。志緒理殿下ったら、どこからあれだけのレギオンを？」

　皇こう城じよう正せい殿でんの玉ぎよく座ざで、照てる姫ひめはすっと目を細めた。

　見つめる先は、念導力で表示されるウインドウ――有明での戦闘映像である。零式約五〇騎が神威四〇〇騎の陣を破れず、苦戦中だ。

　両軍共に真正面から撃ち合うも、一方的に零式ばかりが墜つい落らくしていく。

　射撃を中和するレギオンの防御結界、数が多いほど強固になる。照姫もさすがにその程度のことは知っていた。ならば。

「将門さま。おねがいいたします」

　傍かたわらにひかえる皇都の守護神は騎力二四〇〇超、破格の武人である。

　平将門の燃える双眼が――一瞬だけ明るさを増した。照姫の要請に応じて念を高め、ごうっと本物の焰ほのおさながらにめらめらと燃えたのだ。

　照姫にはわかる。天下の将門公が念と闘志を大いに昂たかぶらせている！

「南な――無む……」

　大日本帝國の軍服をまとう五体で、咒じゆ言ごんを口にする。

　このとき、都内各地で関東州軍を相手に四〇〇騎の零式が戦闘中だった。

　が、それとはべつに、皇城上空にカーキ色の有翼巨兵が一二〇〇騎も具現化し、球状陣形を構築してから。

　ゆっくりと飛行をはじめた。

　東南――皇女志緒理とその軍団が即席の陣地とした有明へ、ではない。

「将門さま……？」

　照姫の念を察知する感覚、以前より鋭くなっている。

　おかげでわかった。新たな零式一二〇〇騎がめざすのは東ではなく、南だった。川かわ崎さきや横浜といった神奈川方面へ向かう方角だ。照姫はハッとした。

　平将門が何に闘志を燃やしているのか。遅まきながら理解したのである。




「関東領内の全鎮守府へ、私――東海道総そう督とく・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かの名で伝令を出せ」

　箱はこ根ね第一鎮守府、青せい龍りゆう門もん。

　その敷地内の中心に建つ護ご国こく塔とう、一階ホールであった。

　軍服姿の秋ヶ瀬立夏が指示を出している。聞くのは無論、東海道将しよう家けの士官らであり、さっそくきびきびと動き出す者もいる。

「現在、皇こう都と東京にて近衛このえ大将・平将門公が乱心のうえ、畏おそれ多くも皇女志緒理殿下を捕ほ縛ばくせんと、兵を動かした次第。これより、われら東海道将家は殿下ご救出のための最善策に取りかかる所存。関東将家の各位にも協力を要請したし」

　早朝のうちに東京から届いた連絡で、おおまかな事情は把握している。

　妥だ当とうと思われるメッセージを、立夏はすらすらと言った。女皇ではなく、近臣の乱心だと喧けん伝でんするところが肝きもだった。

　あくまで皇こう女じよ殿下を救うため、主君に隠れて悪を為なす奸かん臣しんを討つため。

　その大義名分のもと、皇都に向けて軍を動かす――。

「あるいは、われらが女皇陛下の玉ぎよく体たいにも将門公の魔ま手しゆがおよんでいるやもしれず。皇国の興こう廃はいにかかわる大事と思おぼし召めせ……まあ、文面はこんなところか。細かな部分は適てき宜ぎ修正なり追加を頼む。マスコミへの情報リークもぬかりなく、な」

　青龍門は箱根の四鎮守府のなかでも、最も東に位置している。

　すなわち、皇都東京に最も近い砦とりで。ここを前線基地として、立夏は箱根・東海道陣営の指揮を執とる構えであった。

　今、午前九時過ぎ。長い一日がはじまろうとしている。

「総……督、どの」

　横から声をかけられた。立夏の隣にいる少女だった。

「一号機、との同調が、完了しました。あちらとの情報共有、問題あり、ません」

　ややぎこちない話しぶりだが、語る内容は明めい晰せきだ。

　巫女みこ装しよう束ぞくを着ている。そして彼女は不機嫌そうだ。あからさまに眉まゆをひそめて、怒りの宿る目を立夏に向けている。

「どうした？　ほかにも何か言いたそうだな」

　ついにやにやと笑ってしまうあたり、立夏の人の悪さだった。案あんの定じよう、巫女装束の少女は憤然と文句をつぶやく。

「この衣装、はともかく、髪はやりすぎ、でしょう。不愉快、です」

　もともと金髪の少女――を模した、等身大の人形なのだ。

　きわめて精巧な造りである。指の関節まで曲がるように作ってある。そこに精霊という魂たましいまで宿った結果、もはや見た目は生きた人間と遜そん色しよくない。

　だが、人形の金髪は黒く染められていた。

　碧あおいはずの目にも、黒のカラーコンタクトをはめてある。

「日本の鎮守府で金髪碧へき眼がんは目立ちすぎる。その方がまだ違和感ない」

「こちら、には、違和感しかありません」

「おまえをそばに置くためのカモフラージュだ。悪いがしばらくの間、東海道うちの念導精霊ジーニーのふりをしてもらうぞ」

　黒髪ショートの少女巫女となった精霊モリガン、みごとな仏ぶつ頂ちよう面づらであった。

　かつて橘たちばな征まさ継つぐが富士鎮守府を維新同盟より奪還したときに鹵ろ獲かくした――念導神格イフリート《モルガン・ル・フェイ》の依より代しろとなる人形、その二号機である。
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「それにしてもモリガンくん。君は最近……具体的には二号機と同調しているとき、やけに不機嫌じゃないか？」

「そん、なことはありません」

　こちらは伊い豆ず、長なが浜はま鎮守府。高級士官用のラウンジだった。

　エドワード黒王子と、仏頂面の精霊モリガンが向き合っている。こちらの一号機は金髪碧眼、白い海兵セーラー服にベレー帽といういでたちだ。

「それ、より、報告はご覧いただけ、ましたか？」

　モリガンは不愉快そうに話題を変えた。

「皇都の近衛大将……平将門は、念導神格イフリートの亜種であり、彼が本拠地とできるエリアは、皇都東京にかぎられる。その怨おん念ねんが現女皇にあたえる影響など、こちらに、まとめて――」

「問題ない。ひととおり見させてもらった」

　エドワードは窓まど際ぎわの席に、優雅に腰かけていた。

　海に面した長浜鎮守府内のオフィスビル。このラウンジは最上階にあり、窓からは駿河するが湾を一望できる。抜群の眺望だった。

「無論、東海道側は……全ての情報を、開示したわけでは、ないようです」

「それでも十分、重要かつ興味深い。それにこうして君の一号機と二号機が同調することで、極秘裏に連絡を取り合うこともできる――」

　黒王子ブラツクプリンスはくすりと、貴公子の微笑を浮かべた。

「ふふ。決して関係を明かしてはいけない同士の共闘がはじまるわけか。東洋ではこの関係をなんと言うのだったかな？」

「検索によると、呉ご越えつ同どう舟しゆう、です」

「ああ、それだ。あと橘征継は……すでに出ているんだろう？」

「は、い。もうかなり前、に」

　ここ数日間、伊豆長浜と箱根は共に少数のレギオンを送り出し、何度か小こ競ぜり合いを重ねてきた。が、いずれも深刻な決戦ではない。

　この展開も見越したうえで、うわべだけの戦いを演じていたに過ぎないのだ。

「皇都に潜伏させた密偵スカウト諸君からも、緊急報告があれこれと届いている。この好機、存分に利用させてもらおうじゃないか」




　そして、同じ頃。

　東海道のキーパーソンである橘征継は洋上にいた。

　青き翼よく竜りゆうを駆り、レギオン兼かね定さだを六〇〇騎ひきいて、皇都東京へ直進していた。まもなく相模さがみ湾を通過して、三み浦うら半島の上空にさしかかる。

　皇女殿下を逆臣の暴走より救出するという名目のもと――。

　東海道将家は先せん鋒ぽうとして、最も強剛な軍団と指揮官を送りこんだのである。
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　カエサルの要請を受けて、征まさ継つぐは箱はこ根ねにもどったわけだが。

　畿き内ないの戦況と同じほどに東――皇こう都と東京にも意識を向けていた。皇こう女じよ志し緒お理り・秋あきヶが瀬せ立りつ夏かとも話し合い、すでに覚悟を固めていたのだ。

　数日後、あるいは数カ月後、もしくは数年後でも。

　どこかのタイミングで皇都に軍を進める必要が出てくるだろうと。

　まず聖せい獣じゆう・大おお国くに主ぬしの命みことの情報を得るため。なにより皇こう国こく日本の天下を取るために。

　維新同盟、エドワード王子との密約、ユリウス・カエサル、女じよ皇おう照てる姫ひめなどの諸要素が絡からみ合い、混こん沌とんとしている。

　が、そのなかに細くはあるが成功への筋道が見えかくれしている。

　そして今、皇女たる主君を救うという大義名分のもと、征継は大手を振って、皇都東京へ進軍する好機を得ていた。

「ここからはぎりぎりの綱渡りがつづくわけだ」

　ぼそりと征継はつぶやいた。独ひとり言ごとだ。

　現在時刻、もうすぐ〇九時三〇分。

　東京から志緒理脱出の報しらせを受けて、すぐに出陣した。

　兼かね定さだ六〇〇騎をひきいて、箱根より進発。まっすぐ東へ飛び、ほんの数十分で相模さがみ湾を通過し、三み浦うら半島もほぼ横断しつつある。

　軍団の推定時速、一〇〇キロ前後というところ。

　ふつう、これだけの飛行速度を翼よく竜りゆうに出させることはできない。

　征継は例の『己おのれの肉体をレギオンと同化させる』を使い、レギオンの飛ひ翔しよう力りよくによって己と竜を運んでいた。

「それにしても家いえ康やすの銘めい……やはり駄目だったか」

　ひきいる軍団は赤紫色の神かむ威い型・兼定が六〇〇騎きり。

　今の征継が呼べるレギオン、これでほぼ全てだった。東京を離れる直前、神しん君くん家康から直じかにその銘を――授かっていたのだが。

「神君家康公より拝命つかまつった我が銘――征せい夷い大たい将しよう軍ぐんのもとに」

　試しにもう一度だけと、翼竜の鞍あん上じようで唱えてみる。

「集つどえ、我が軍団レギオンよ」

　何も起こらない。征継はかぶりを振った。

「おまえをもらったときと同じだな」

　腰につるした銘めい刀とう・和いず泉みの守かみ兼定へ、つぶやく。

　無論、返事はない――否いな。物言わぬはずの刀は『ぶうん』と震えた。が、何を伝えたいのかは不明だ。思わぬ反応に、征継はにやっと笑った。

「使えんものを当てにしてもはじまらない、というところか？」

　征継の軍団は三浦半島の東端、横よこ須す賀か市の上空に侵入していた。

　ここは必ず通過する予定のポイントだった。

「来たか」

　浅あさ葱ぎ色の陣羽織をまとう征継の右肩に、管くだ狐ぎつねが転移してきた。

　横須賀市内で待機する東海道軍の者が情報を送ってくれたのだ。管狐が宙に伝令文を投影してくれる。『皇女殿下、有あり明あけにて天てん海かい大だい師しと合流』『皇こう城じようより零れい式しき一二〇〇騎、出陣。東京湾を南下し、羽はね田だ空港沖にて布ふ陣じん』『橘たちばな初はつ音ね――』などなど。

　征継軍がここまで移動する間、何が起きたか。その報告だった。

「俺に一二〇〇騎、当ててきたか」

　混乱いちじるしい皇都には入れず、外で撃滅するつもりで。しかも惜しみなく倍の兵数をぶつけて、必勝を期してきた。

「女じよ皇おうと将まさ門かど、どちらの采さい配はいかは知らないが――ずいぶんと俺を買ってくれたものだ」




　およそ一五分後。

　征継ひきいる兼定六〇〇騎、まもなく羽田沖に到達する。

　今、騎き士し侯こうの超感覚が行く手に待ち受ける大軍の念を察知している。また、征継の鋭い視力はすでに敵の陣形を見て取っていた。

「三日月か」

　東京湾洋上の空で、零式一二〇〇騎は壁状陣形を組んでいた。

　横に広がれば、最前列で銃撃を行える兵が増える。火力重視の陣形だ。そして、壁はゆるくカーブ気味。『）』の形だった。距離が詰まったあとは『凹』に変わり、征継の軍を弧のなかに取りこもうとするのではないか？

　半包囲の状態から、兼定六〇〇騎を押しつぶす狙いで。

　まあ、妥当な用兵だった。もしかしたら征継得意の戦法――偽装退却で敵を釣り出し、そこに伏兵をぶつけて包囲殲滅――まで知っているのかもしれない。そんな小細工にひっかからないよう、あえてどっしりかまえて、待ち受ける。

　一二〇〇騎。二倍の兵力があるからこその横よこ綱づな相撲ずもうだとも言える。

　敵将は聖誕パーティーの夜に揉もめた相手、将門直属の七騎の誰かであるはずだ。

「なるほどな」

　しかし、征継はかすかに頰ほおをゆるめて、笑う。

「これ見よがしな勝ち方で、カエサルのように人気取りをする趣味はないが。たまにはやつの真似まねをするのも――悪くないかもしれん」

　兼定たちはここまで敵軍の倍以上の距離を高速飛行で移動してきた。

　霊液をだいぶ消耗している。兵力の差以上に、圧倒的に不利。しかし、敵の横綱ぶりにたしかな隙を見み出いだしていた。それゆえの笑みだった。

　そして現在、兼定六〇〇騎は縦長に列を組み、楔くさび形がたの陣形だった。

「おまえたち――そのまま進め。敵陣への接近を最優先にしろ」

　赤紫色のサムライたちは銃撃しつつ、縦列を維持したまま直進していく。

　その先には三日月の陣を組んだ零式一二〇〇騎がどっしり待ちかまえ、熱線の弾幕で迎え撃ってきた。レギオン軍団のまとう防御結界、兵力が多いほど防御力も増す。火力くらべ、撃ち合いでかなう道理はない。

　現に、最前面にいた兼定たちは次々と熱線を浴びて、墜落していく――。

　しかし、征継は淡々と命じた。

「全力突撃。撃つ余力があるなら、その分、前へ進め」

　もはや一発の応射すらもせず、全ての兼定が加速をはじめた。

　もともと兼定軍団には、横須賀から羽田沖まで時速一〇〇キロ前後で高速飛行してきた勢いがあった。さらに全霊液を数分で消耗し尽くしかねないほどの超加速。なかには墜落するはずだった赤紫の同志――その亡骸なきがらを背後からかかえて、楯たてとする猛者もさまでいた。

　そこまでしての全力加速から、渾身の全軍突撃！

　ただし、征継とその騎竜だけは――すっと突撃隊から離れた。羽田沖の洋上で青き翼竜は大きく翼を広げて、一気に減速する。

「俺たちはべつにやることがある。行ってこい」

　竜の鞍上でつぶやく征継に見送られて、兼定たちは突進をつづけた。

　三日月の陣で密集する零式一二〇〇騎は、楔形陣形で突っ込んでくる兼定六〇〇騎を一斉掃射で突き放しにかかる。

　だが、もう間に合わない。

　零式と兼定、二種の軍団同士が正面衝突――。

　オオオオオォォォォォォオオオオオオオォォォォォォォッ！

　オオオオオォォォォォォオオオオオオオォォォォォォォッ！

　倍の物量を誇る大軍団へ突入していった兼定たち、仮面の下で雄々しく咆哮し、高らかなる鬨ときの声としていた。

　それは天空の巨大な三日月に、一本の大きな楔が突き刺さる光景だった。

　そして、たとえばリチャード獅子心王ならば、突撃した自軍にそのまま前進せよと厳命したかもしれない。敵の陣形をまっぷたつに斬り裂き、中央突破するために。

　だが、征継は〝突破〟までは求めなかった。

「そのまま――楔を刺したままでいろ！」

　ゆるくカーブした『（』に、鋭い『―』が打ちこまれる。

　両軍の陣形がこの激突によって『Ｔ』となり、さらに『＋』となったところで、兼定軍団の突進は止まった。

　中央突破ではない。中央に楔を突き立てるための用兵だった。

　二倍の兵力差がある。ぶあつい敵陣を突破できるほどの威力はさすがに出せない。だが霊液の消耗など気にせず全力を振りしぼれば、敵の密集陣形に深々と分け入り、距離を詰めての乱戦に持ちこむ程度は――かなう。

「お兄さま、お待たせ！」

「もう来たか。早いな」

　頼もしい援軍の声を聞いて、征継はわずかに頰ほおをゆるめた。

　零式と兼定の正面衝突をよそに、一騎のレギオンがこちらに接近してくる。烏え帽ぼ子し型の頭部が目立つ、赤と白の神威――九く郎ろう判ほう官がんだ。

　その右肩に腰かける〝はいからさん〟、もちろん橘初音だった。

　皇女の命めいを受けて、ここまで飛んできてくれた。生身をさらしたまま東京湾を縦じゆう断だんしてきたというのに、疲れや凍こごえた様子は一切ない。ずり落ちる気配さえ微み塵じんもない。レギオンと主あるじの間に、神秘の絆きずながあるゆえだった。

　そして、勝利の女神のしっぽをつかんだと確信して――

「総員抜ばつ刀とう。あの瘦やせガラスどもを蹴け散ちらしてこい」

　征継は無造作に命じた。




　　　　　　　　　５




「ネルソン提てい督とく、の模も倣ほう……ですか」

　偽いつわりの黒髪を軽く揺らして、精霊モリガンの二号機はつぶやいた。

　橘たちばな征まさ継つぐが見せた用兵へのコメントである。

「うわさどおり、模倣が得意なお国くに柄がらなの、ですね、日本は」

「そうか？」

　秋あきヶが瀬せ立りつ夏かはやや意地悪に微笑した。

　箱はこ根ね青せい龍りゆう門もんの護ご国こく塔とうホールで、あいかわらず指揮を執とっている。各地からの情報も続々と集まってきていた。

　今、羽はね田だ沖おきで起きている零れい式しき一二〇〇騎と兼かね定さだ六〇〇騎の戦闘映像も。

　斥せつ候こうの八や咫た烏がらすが目視している現地の状況を、念ねん導どう術じゆつで再生させているのだ。

「日露戦で日本の東とう郷ごう提督が見せた戦法にも、大英帝国の連中は同じいちゃもんをつけていた気がするな、たしか……」

「あちらの戦術、も、明らかにネルソン提督の亜流、です」

　むっと眉まゆをひそめて、モリガン二号機はつんと顔をそむける。

　日本にけちをつけたいというより、黒髪に染められたせいで機嫌が悪いのだ。それをむしろ可愛かわいらしく感じて、立夏はふたたび笑った。

「そもそも、古こ今こんの名将が選ぶ戦法はおのずと似るもの。誰の所有物でもない。細かいことで目くじらを立てると、可愛い顔が台無しになるぞ？」

「な――!?」

「それより、大たい勢せいはもう決したな」

　どちらが勝つか、立夏の目にはすでに明らかだった。

　戦場での激しい駆け引きの末に勝敗が決まる。そういう戦闘もある。名将同士のいくさではままあることだ。そして今回のように――最初の一撃で勝敗が決する戦闘もある。名将と凡ぼん将しようのいくさで、ままあることだった。

「ところ、で。霊れい液えきの消しよう耗もういちじるしいレギオンを、いつのまにか、回復させる……。あの奇術マジツク、タネは橘征継の武ぶ勲くん、ですね？」

「さて、どうだったかな？」

　戦闘映像をモリガンが熱心に見つめている。

　零式一二〇〇騎による密集陣形の中央部へ、楔くさびとなって突入した兼定六〇〇騎。実は激突の時点で四五〇騎近くに減少していた。

　また、箱はこ根ねから羽田沖まで高速移動したことによる霊液の消耗。

　今の全力突撃でもだいぶ霊液を消耗させた。かなりの疲労が蓄積し、戦う力もたいして残っていないというありさまだったのだが。

　それでもけなげに、武装を銘めい刀とう・和いず泉みの守かみ兼定に早変わりさせて。

　新しん撰せん組ぐみ・土ひじ方かた歳とし三ぞうの刀とう術じゆつで斬きりかかり、乱戦へと切りかえていった。

　なにしろ、一二〇〇騎もの敵がひしめくなかに突入したのである。斬り捨てるべき相手はいくらでも目の前にいる。乱戦への移行はおそろしく容易だった。

　そして戦いながら――いつのまにか。

　兼定たちは力を取りもどし、刀術のキレはさらに増していた。

　計画どおりに橘初はつ音ねが合流して、霊液補給をどうにか完了させたのだ。

「それに、しても。橘征継は乱戦に、強い」

「たしかにな。さすが天てん然ねん理り心しん流りゆうの剣というところか」

　ようやく素直に賛さん辞じしたモリガンへ答えてから、立夏は橘征継を思う。

　混戦での強さは銘刀・和泉守兼定の武勲ゆえ。《雁がん行こう剣けん》という。天然理心流の技名であり、前世とは関係なく彼が今こん世せいではじめて授かった力だ。

　記憶の回復を選ばなかった橘征継は――

　あの刀と共に、まったく新しい人間として生まれ変わりつつあるのかもしれない。




　初めて零式を見たとき、征継は思った。

　機敏そうだが、兵器としては不安なほど脆もろそうだなと。

　あのときの印象そのままに、赤紫色の精鋭たちはカーキ色の極ごく薄うす装甲を紙のごとく斬り裂き、貫つらぬき、断ち切っていく。

　ガ――ッ！　ガ――ッ！　ガ――ッ！　ガ――ッ！

　零式の装甲が裂けるたび、青い霊液が無む惨ざんに飛び散る。

　青き神秘の液体こそがレギオンの動力であり、命の源みなもとたる血液なのだ。

　酸さん鼻びをきわめる霊血の乱舞。

　兼定たちが振るう日本刀がその作り手だった。

　刀を中段で左ななめに傾かせる平ひら青せい眼がんなどの構えから、数々の剣技を繰り出す。

　晴せい眼がん剣けん、無む明みよう剣けん、左さ足そく剣けん、霞かすみ剣けん、虎こ達たつ剣けん、雲うん向こう剣けん、竜りゆう虎こ剣けん。

　飛ひ龍りゆう剣けん、陰いん勇ゆう剣けん、虎こ尾び剣けん、五月雨さみだれ剣けん、雁行剣、雲うん無む剣けん、飛ひ燕えん剣けん、月げつ影えい剣けん、電でん光こう剣けん、石せつ火か剣けん、車しや輪りん剣けん、虎こ口こう剣けん、獅し子し王おう剣けん――。

　全て〝剣けん鬼き〟土方歳三が学び、強さの礎いしずえとした天然理心流の数々である。

　ここに兼定たちが振るう刀、それ自体の鋭さが加わる。零式たちの脆い装甲は秘刀の切れ味にひとたまりもなく、あっけないほどかんたんに斬り裂かれてしまう。

　――もちろん、零式も抵抗している。

　槍やり代わりに銃槍の刃やいばを繰り出し、至近距離から熱線を放つ。

　これで討ち取られる兼定もいる。だが、かなり少数だった。零式どもが振りまわす銃槍さえも天然理心流の剣は斬り裂き、両断し、無力化してしまうのだ。

「お兄さま……兼定たち、もしかして」

　征継の騎き竜りゆうに、初音も相あい乗のりしている。

　しかも、手た綱づなを取る征継の胸に抱かれる形で。寒風吹きすさぶ羽田沖の空だというのに、妹分の着物は汗でしっとりとしていた。

　やわらかで肉付きのよい肢し体たいも熱く火ほ照てっている。

　初音の吐き出す息は熱く、すこし潤うるんだ瞳ひとみで兄貴分の顔を見あげていた。

　そして今、征継の心身には滾こん々こんと霊液が流入中だった。それを分けあたえてくれた初音はめったに聞かせてくれない、しっとりとした声でささやいた。

「このまま、零式を全滅させちゃうんじゃないかしら……？」

「そこまではさすがに無理だろうが。近いところまでやるかもしれん」

　二倍の兵力を擁ようする零式一二〇〇騎。

　この大軍団と対たい峙じした瞬間、征継は直感した。

　大胆な速攻から乱戦に持ちこめば――いけると。武将としての勘と経験がいくつもの手がかりを見み出いだしていた。

　どっしりと待ち受けて、数の利を活いかして戦おうとする。

　横よこ綱づな相撲ずもう。妥だ当とうかつ合理的な采さい配はい。無難で消極的とも言いかえられる。

　だから――開戦直後に無謀なほどの大攻勢をかければ、そのまま形勢を一気に決めてしまえると征継は直感した。もちろん、一歩どころか半歩まちがえれば無残に全滅するしかないギャンブルである。そんな感覚に運命をゆだねるなど、まともな人間ではない。

　だが、しかし。

　混乱の巷ちまたである最前線で、その賭けに乗れるか否かを瞬時に見きわめ、決断する。そこが名将と凡将の分かれ目でもある。そして今回、敵将は明らかに後者だった……。

「そもそも平たいらの将まさ門かどの直属の者は……近衛府や関東将しよう家けの騎き士し侯こうだったという。エドワード王子やリチャード王並みの器量を求める方が酷なんだろう」

　ぼそりとつぶやく征継の前で、幾百の剣がさらに群ぐん舞ぶを見せる。

　零式の頸くびを断ち切り、手足を切り落とし、胴を貫き、背中を斬り裂く――。

「あっちの零式ってレギオン、ほんと鎧よろいがうすいのね……」

「俺も気になったので、立夏どのに訊きいてみた。あれは体を軽くすれば、その分、燃費がよくなる……霊液の消耗を抑えられるからだそうだ」

　聖せい獣じゆう・大おお国くに主ぬしの命みことはレギオン零式を第二次世界大戦の頃に生み出した。

　当時は今のように人造霊液も開発されていなかった。

　水すい霊れい殿でんも国内に一、二基程度しかなかったという。レギオンを継続的に運用できる環境自体がなかったのだ。しかし、戦車・戦闘機など通常兵器の開発力で後おくれを取っていた大日本帝國は――

　神秘の有翼巨兵を過度に運用することで、その差を埋めようとした。

　ゆえに低消耗で長期活動できるレギオンが望まれたのだとか。この奇策、はじめはそこそこ上手うまくいっていたらしい。だが。

「大戦の末期、霊液の枯こ渇かつぎりぎりまで零式たちは酷こく使しされ、無駄にのびきった戦線の各地で活動停止したらしい。おまけに装甲が異様にうすいから、レギオン同士の乱戦や力勝負になれば、まず勝ち目はなかったと聞いた」

「やっぱり、そうよねえ……」

「ん――？」

　戦況に変化が起きていた。

　抜ばつ刀とうしての乱戦に持ちこんでから、十数分。

　この短時間で、一二〇〇騎の零式はなんと七〇〇騎を切るほどに数を減らす大だい窮きゆう境きように追いこまれていた。だが、不幸中の幸いと言うべきか。

　友軍の数が減ったことで、戦場にスペースが増えていた。

　装甲がうすく、軽量な零式が――その軽さを活かして、迅じん速そくかつ縦じゆう横おう無む尽じんに空を飛びまわるためのスペースである。今までは左右前後を飛ぶ僚りよう友ゆうの零式が邪魔で、さほど軽快な動きは見せていなかった。

　しかし、今は和泉守兼定で斬りかかられても、一瞬の加速で飛びのく。

　そのうえ急速旋回して、攻撃側の兼定のうしろに回りこみ、逆に銃槍の刃を赤紫色の背中に突き立てる。青い霊液が飛び散り、深ふか傷でとなる。

　生き残った零式たちによる類るい似じの反撃、あちこちで見るようになってきた。

「あ、あれ、気持ち悪いくらいに速いわ！」

「強みと弱みがはっきりした兵だから、こういうことも起きるのだな」

　初音が目を丸くしている。

　スペースを得た零式は『ぬるり――』と蛞蝓なめくじが這はうように静かなくせに、おそろしい速さで旋回する。神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、亡霊にでも喩たとうべき動きだった。

「お兄さま！　初音は軍団を動かしてないから、まだまだ霊液に余裕があるわ。もっとたくさん補給して、兼定たちに力をあげて頂ちよう戴だい！」

「助かる。礼を言うぞ、初音」

　このいくさ、ここからが詰めだった。

　あれだけの戦闘速度で飛びまわれば、零式の消耗も早まる。

　いったん守勢にまわり、それを待つのもいい。いくらか粘ねばれば、征継を追いかけてくる東海道軍の後ご詰づめもこの空域に到達する――考えを巡らしたときだった。

　ぶうん、と。

　腰の銘めい刀とう・和泉守兼定がはっきりと震えた。

（新たな銘を……使え）

「なに？」

　耳元でささやき声を聞いた気がした。

　征継はハッとして、ベルトで鞘さやごと腰につるした銘刀を見る。

「もしかして、おまえなのか？」

（ふっ）

　かすかなささやき声。男らしい美声だった。

　もうまちがいない。これは和泉守兼定からのメッセージなのだ。「お兄さま？」と怪け訝げんそうにする初音を目配せで制して、征継は愛刀に声をかけた。

「妙な芸を覚えたものだな」

（ふん。ここ数カ月で、この刀の武勲もだいぶ増えた。すこしは箔はくも付こうものさ。力に磨きをかけるのは、生きた人間だけではないぞ）

　剣というより、その持ち主めいた口ぶりであった。

　どこか皮肉っぽく、剛ごう毅きで、鉄の意志を持つ男であるかのような――。伝え聞く元新撰組副長の人ひと柄がらにも似た物言いだった。

（それよりも話のつづきだ。貴様、畏おそれ多くも東とう照しよう大だい権ごん現げんさまより賜たまわった銘、よもやこの刀と同じ程度のあつかいで足りると――思ってはいまいな？）

「ほう？」

（あの銘こそ、われら日本の武家が代々奉ほうじてきた最高の力よ。そうたやすく意のままにできるはずあるまい）

「なるほど、そういうものか」

（しかし、あまり認めたくない話ではあるが……）

　ぶううんと刀が震える。鬼と呼ばれた男の仏ぶつ頂ちよう面づらめいた振動だった。

（前世における貴様の武勲、大権現さまをも超え――匹敵……いや、まあまあ見劣りせぬほどの大きさであったはず。その威を以もつて、将軍の銘をねじ伏せてみろ！）

「つまり、力ずくか」

　この声、あるいは銘刀兼定に遺のこされた――土方歳三の念なのか。

　真しん偽ぎはわからない。しかし、なかなか気の合いそうな言いぐさではあった。

「それは俺好みでいいな」

　限界まで念を高めんと精神集中しつつ、征継はかすかに笑った。

「神しん君くん家いえ康やす公こうより拝命つかまつった我が銘、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんよ。もらった以上、俺の好きなようにさせてもらうぞ。橘征継の新たな銘として――」

　三さん国ごく随ずい一いちの大将軍、大だい元げん帥すいのごとく、重い一言を吐く。

「俺の軍団を、ここに集めろ」

　征夷大将軍の官名、そもそも中国の言葉に由来するという。

　中華に仇あだなす四方の蛮族は東とう夷い・南なん蛮ばん・西せい戎じゆう・北ほく狄てきであり、『夷を征す将軍』は京都から見て東――東北や関東を攻める者の意味合いが強い。

　古代日本では、北へ向かう将軍職を鎮ちん狄てき将軍とも呼んだ。

　ならば橘征継の所有物となった現在、征夷大将軍の銘はどうあるべきか――？

「征せい西せい将軍」

　征継はついに、然しかるべき言葉を口にした。

　かつて地の果てるまで大陸の西をめざし、立ちふさがる全ての敵をあまねく打ち倒した男に最もふさわしい銘が――新生した瞬間であった。

　そして、それは変化のはじまりだった。

　橘征継は本来、エドワード王子にも匹敵する騎き力りよくの持ち主。

　事実、あの貴公子と遜そん色しよくないほどの念力も保有している。今までは霊液不足から、せっかくの莫ばく大だいな念を使い切れていなかった。

　しかし今、ずっと持てあましてきた念力がついに実体化をはじめていた。

「我が銘《征西将軍》のもとに姿を見せろ、我が軍団レギオンよ！」

「お、お兄さまっ？　ん――んんんんんんっ!?」

　同じ騎竜の鞍あん上じようで、初音が切なげにあえぐ。

　征継がぎゅっと強く抱きしめて、ふたたび霊液を分けてもらったからである。

　そして、この直後。

　ずっと持てあましてきた念力が征継と初音のまわりで爆発的に拡散し、なんと六〇〇騎弱の兼定として、一気に具現化を遂とげた。

　誕生後すぐに、赤紫色のレギオンたちは揃そろって咆ほう哮こうをはじめる。

　オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。オオオオォォォォォ――。

　それは産うぶ声ごえであり、征西将軍・橘征継へ捧ささげる戦場の歌ウオークライだった。

　すでに零式たちと交戦していた兼定たちも、まだ四〇〇騎ほど生き残っている。合わせて約一千騎。堂々たる大軍団であった。
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「総員抜刀。かかれ」

　征継は指示した。もはや勝利は確定的だとさえ言える。

　新生した兼定六〇〇騎が銘刀・和泉守兼定を手に、戦場へ突入していく――。




「一千騎以上もいた我が軍が……敗北!?」

　皇こう城じよう正せい殿でんの玉ぎよく座ざで、女じよ皇おう照てる姫ひめは愕がく然ぜんとした。

　羽田沖で起きた戦闘。念導力で再生される現地映像のなかで、いきなり橘征継が援軍数百騎を呼びよせたのである。

　その唐突な増援に圧倒されて、近衛このえ軍の零式一二〇〇騎は撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　照姫の眉み間けんに、険けわしいしわが現れる。

　だが、こみあげてくるのは敗北への怒りだけではない。

　敵軍――否いな、賊軍は銘刀・和泉守兼定を縦横に振るい、みごとな剣技を見せつけた。

　その戦いぶり、伝え聞く土方歳三の武功を彷ほう彿ふつとさせる。すでに平将門という守護者を得た照姫だが、かすかな嫉しつ妬と心しんを自覚して、眉をひそめた。

「将門さま。かくなるうえは」

　今の自覚を振り捨てるように、照姫は傍かたわらの魔神へ訴える。

「皇都に残しておいた零式一千騎を集めて、すぐに羽田へ遣つかわしましょう。疲ひ弊へいした東海道軍を打ち倒す好機でございます」

　しかし、燃える瞳ひとみの帝國軍人はゆっくりとかぶりを振った。

「出兵はならぬと、おおせなのですか？」

　ぼんやりとだが、近衛大将たる将門の意志を察することができた。

　東京をがら空あきにはできないと、皇都の守護神は言っている。照姫はぎゅっと拳こぶしをにぎりしめて、敗北の悔しさを押し殺した。

　たしかにそのとおりだ。

　今まさに女皇照姫の命めいで、腐った高官どもの強制排除を推おし進めている。

　皇女志緒理も一軍をひきいて有あり明あけに居すわり、伊い豆ずにはいまだ維新同盟の脅きよう威いも健在。今はまだ好き勝手できない……。




　尚なお――。

　東海道将家と大英帝国は異常すぎる状況下だからこそ、その隙につけいるべく事を起こしたのでは等。女皇をそうさせるための工作が為なされていたのでは等。

　また保護者パトロヌスと恃たのむユリウス・カエサルの肚はらにも、なにかしらの企みがある等。

　経験と見けん識しきもないうえに、心まで乱した女皇は考えもしない。

　皇都東京と皇国日本の覇権を懸かけた騒乱、彼女を中心として、いよいよ次の段階へ移行しつつあった――。








終章









「武力によって女じよ皇おうの身み柄がらを押さえる。半月前に謀む反ほんを企くわだてた輩やからと発想は同じだが……皇こう女じよ殿下とその一党、今のところ思おも惑わくどおりに事を進めておる」

　一二月二五日の昼前、千ち代よ田だ区の神かん田だ明みよう神じんであった。

　かつて神しん君くん家いえ康やすであった男はひとり、境けい内だいをぶらぶらしていた。木も綿めんの着物に羽織、草ぞう履りという和装だが、ステッキと中折れ帽は当節風である。

「殿下と東海道に都合よく、女皇の方から格好の口実をあたえてくれたからな……。僥ぎよう倖こう、あるいは呪じゆ詛そとやらが効いたのか」

　物騒な物思いにふけりつつ、家康はすたすたと石段を登った。

　赤々と目立つ拝はい殿でんの前に、賽さい銭せん箱ばこが置かれている。

「ただ、女皇の変わりぶりは――東海道の思惑以上に急すぎる。これが吉と凶、どちらに転ぶかは……なんとも言えぬ気がするな。まあ、ここが器量の見せどころか。天てん海かいの坊主めまで、年とし甲斐がいもなくはしゃぎおって……」

　くくっと含み笑いして、ぞんざいな手つきで賽銭を投げる。

　賽銭箱に吸いこまれる小銭を見て、家康はうなずいた。この神田明神が祀まつる祭神こそ、平たいらの将まさ門かどなのである。

「すでに喧嘩を売ったあとではござるが――ふふふふ。一応、あいさつさせていただこうかと思い立ち、寄り道いたした。逆ぎやく縁えんあって何処いずこかでまみえたときは、おたがい手加減なしということでよしなに……」

　神田明神の境内で、家康はふてぶてしくほくそえむ。

　ふだんは平日でも人でにぎわう場所。しかし、今日は閑かん散さんとしている。

　今、都内と東京近郊は厳戒態勢下だからだ。

　今朝から女皇配下の零れい式しきが出陣し、関東将しよう家けの衛え府ふ四箇所を襲っていた。うち市いちヶが谷や、目め黒ぐろ、朝あさ霞かはすでに陥おちた。だが浦うら安やす衛府と――有あり明あけに陣を敷いた皇女志し緒お理りの一党はいまだ持ち堪こたえている。

　朝のうちは、マスコミ各社も緊急報道を繰りかえしていた。

　しかし、遅まきながら女皇の命めいを受けて近衛このえ府ふが情報統制を開始し、現在はテレビもラジオもほとんどの放送を中止している。例外は政府発表の告知くらいだ。

　一般市民にも外出をひかえよと告知がまわっている。

　朝から公共の交通機関が停止していたことと合わせて、出歩く人間はほとんどいない。市民はすくない情報に困こん惑わくしつつ、屋内で息をひそめているはずだ。

　散歩よろしくぶらぶらする家康も、

「じじいの徘はい徊かいと思われぬうちに行くかね」

　軍・警察あたりの巡回に見つかり、保護される恐れがあった。

　まあ、橘たちばな征まさ継つぐに〝あの銘めい〟を譲ったとはいえ、まったく無力になったわけではない。邪魔者は力ずくで押しのけることもできるが――。

　これから、まだやることがある。揉もめごとは避けておきたい。

　悠ゆう々ゆうたる足取りで、家康は神田明神をあとにした。

　尚なお――。

　皇都東京には平将門ゆかりの神域が複数箇所ある。

　今こん世せいの地名でいう虎とらノの門もんの兜かぶと神社、四よつ谷や門もんの鎧よろい明神、西にし早稲わせ田だの稲荷いなり鬼き王おう神社、牛うし込ごめ門もんの筑つく土ど八はち幡まん、大おお手て町まちの首塚、神田明神、浅あさ草くさ橋ばしの鳥とり越ごえ神社。実はそれらの七社、東京上空から見おろすと北斗七星――ひしゃくの形を描くように配置されている。

　誰あろう、天海僧そう正じようが江戸の町割の際に手配した。

　要は願かけなのだ。古来、神の象徴として崇あがめられてきた北斗七星を地上に描くことで、その神力を呼びこもうという……。

　明みん国こくや朝ちよう鮮せんでも、同じ目的で城壁や城門などを北斗の形に配したと聞く。

　が、それも三〇〇年以上は昔の話だ。

「まあ、将しよう門もん公こうへの義理立てはこんなところでいいだろうさ」

　これ以上の神社参りは必要ない。

　神田明神と同じく千代田区内のある場所めざして、家康は歩くことにした。そこそこ離れているが、足には自信がある。

「江え戸ど城じよう……ではなく、今は江戸城じよう址しか。ずいぶんとご無ぶ沙さ汰たしているな」

　かつての〝我が家〟にして、現在は東京最大の禁足地。

　そして、おそらくは聖せい獣じゆう・大おお国くに主ぬしの命みことにまつわる秘密の鍵かぎとなる地。実は皇女志緒理から依頼されていたのだ。

　東京攻略に合わせて、かの地へ踏みこむための下準備をと――。




　伊い豆ず、長なが浜はま鎮ちん守じゆ府ふの見渡すかぎりに広がる芝生。

　愛用の白い翼よく竜りゆうには鞍くらが乗せられ、携行用の荷物もくくりつけられている。

「さあ、僕らもいよいよ旅立ちの時だ」

　黒い英国将校の軍服に革のマント、腰のベルトには長剣をつるしている。

　エドワード黒王子の格好、かつて中世の頃、流る浪ろうの騎士に身をやつして旅立つときと似たようなものであった。

　目立つといけないので、供も数人しか同行させない。

「あとはよろしく頼む。しばらくの間、箱はこ根ねの東海道軍との小こ競ぜり合いもいい具合につづけてくれ。まあ、あちらの秋あきヶが瀬せ総そう督とくも話のわかる女じよ傑けつだ。上手うまいようにやってくれるはずではあるがね」

　見送りに来た留守役への言葉だった。

　そう。彼に長浜鎮守府をまかせて、エドワードは外の世界へ躍おどり出る。日本国女皇とまだ見ぬ聖獣が待ち受けるはずの皇こう都と東京へ――。

「王子殿プリンス。報告、いたします」

　バックパックを背負い、やはり旅支度の精霊モリガンが進み出てきた。

「先行したグレイソン中佐より、伝令、です。我、キャメロットおよび、カールレオンとの合流に、成功せり。王子殿プリンスの到着をお待ち申し上げる」

「ありがたい。さすがは僕の世話役だ」

　駆く逐ちく艦かんティンタジェルの艦長であり、エドワードの相談役もこなす老軍人。

　数日前、彼も極秘裏に伊豆から旅立っていた。そして、伝令文にあるキャメロットとカールレオン、今は亡きティンタジェルの同型艦である――。

「本国からも、伝令が、あります」

「ほう？」

「ヴィクトリア女王陛へい下かの勅ちよく命めいにしたがい、《クイーン・ヴィクトリア》の……日本派遣を決定、とする、と」

「あれをオーストラリアからよこしてくれるのか。大盤振る舞いだな！」

　感かん嘆たんしてから、エドワードは思い出した。

「なるほど。エレノアのおねだりのおかげか」

　己おのれが斃たおれたあとのことは〝母〟に託たくしてある。瀕ひん死しの魔女姫の言葉であった。




「ふうむ。橘征継がまず動いたか……」

　畿き内ない地方、伊い勢せ湾沿岸。

　津つ城じよう鎮守府の護ご国こく塔とう、その屋上にユリウス・カエサルはいた。しかし、伊勢湾の眺望ではなく、虚こ空くうに投影された伝令文のウインドウを注視している。

　東海道総督・秋ヶ瀬立夏からだった。

「なになに？　『皇女殿下の危難にともない、殿下の筆ひつ頭とう騎士たる橘征継を急ぎ東京に派遣した旨むね、伏してお詫わび申し上げ候そうろう……』『代わりに私、秋ヶ瀬立夏が箱根の関せきに入り、橘の代役として――』。なかなか行きとどいているな」

　海辺の風は強いが、冬とはいえ日差し自体はあたたかい。

　まだ昼前である。今朝早くに伊い賀が上うえ野の鎮守府へ送りこんだローマ軍の攻略部隊、いまだ維新同盟の守備隊と交戦中だった。

　カエサル自身はより強大な敵の動きにそなえて、ここ津城に待機している。

　具体的にはエドワード黒王子、リチャード獅し子し心しん王おう――。

「総督自みずからが代役となってくれた以上、こちらとしては文句も言いづらいな」

「東海道将家がローマの属国なら、話はべつですけどねえ」

　隣でヤン参さん謀ぼうもぼやいている。

　にわかに風が強くなってきたので、乱れる髪を手で押さえていたのだが。その肩に手乗りサイズの仔犬が瞬間転移してきた。

　東方ローマ軍の連絡用随ずい獣じゆう、神行小狗カニス・ミノールである。

「閣かつ下か。東とう山ざん道どうの――関せきヶが原はら鎮守府からです」

「どれ？　……おお」

　表示されたウインドウの文面を一読、カエサルは目をぱちくりさせた。

「こいつは驚きだ。とんでもない報しらせだぞ、君」

「ははあ。なんていうか……今日って、四月一日でしたっけ？」

「何だね、そいつは？」

「今時は四月一日にかぎり、うそをついてもいいことになってるんですよ」

「残念ながら一二月二五日だな。ナザレのイエスとかいう宗教家が我が麗うるわしのローマのどこかで生まれた日、なのだろう？」

　軽口をたたき合うも、ふたりとも魔物にだまされたような顔であった。

　が、気を取りなおしたらしく、ヤン参謀がぼそりと言う。

「これが本当なら……我が軍は畿内将家――敵地のどまんなかで孤立したも同然になりますけど、大丈夫ですかね？」

「そちらは無論、大丈夫だとも。しのげないということもないさ」

　それについては平然と、カエサルはうそぶいた。

　ガリア地方の城じよう塞さい都市アレシアを攻囲した際、逆に敵援軍の包囲を受けてしまい、内と外の双方向から攻撃された。それでもみごとにしのいでガリア軍を壊滅させた手て際ぎわ、カエサルのなかでいまだ健在――のはずだった。

「ただ、よりにもよって、あの衛えい青せい将軍がねえ！」

　衛青将軍、ケントゥリア一千騎をともない、関ヶ原を出しゆつ奔ぽん。

　すでに岐阜県エリアを抜けて、長野県内へと侵入済み。進路は依い然ぜんとして東を維持。関東方面へと移動中――。

　偉大にしてひかえめなる副将の命令違反。カエサルは大いに詠えい嘆たんした。

「これはいよいよ、例の人物を呼びよせておくべきかもしれんな。帝都ザナドゥの皇帝陛下に連絡を取ってみるか……」




　ケントゥリア一千騎に守られながら、長野の空を往ゆく。

　白銀色のレギオンに混じり、衛青はただひとりの人間として翼竜を駆っていた。まもなく伊い那な市の上空にさしかかる。

　険けわしい山越えはレギオンの霊れい液えきを激しく消しよう耗もうさせる。

　山がちな東山道地方を行軍する場合、日本アルプスの特に峻しゆん険けんなあたりは避けるのがセオリーだった。そうする以上は当然、山々の間にある人里――小さな山村や地方都市の上を通過していくルートになる。

　渡り鳥の群れのごとく空を往く大軍団に、下界の人々はさぞ仰ぎよう天てんしているだろう。

「夜よ闇やみに乗じて、身ひとつで軍を抜け出すべきだったのかもしれませんね」

　騎き竜りゆうの鞍あん上じようでひとり、衛青は微苦笑している。

　いつもの温おん柔じゆうさは変わらない。ただし今、彼と翼竜のまわりに青い球状の光が蛍火のようにまとわりついていた。

　それはさながら、耳元で何かをささやきかけているようでもあった――。














　　　あ と が き









　みなさま、おひさしぶりです。

　日本の首都東京にはグールやアリスがいたり、カラスやらトイボックスやら北きた区く赤あか羽ばねやらだったりと、ネタの宝石箱状態の昨今です。

　当シリーズも五冊目にて、舞台に東京が加わるようになりました。

　そして今回、パワースポットとしての東京と怨おん霊りよう・平たいらの将まさ門かどの関係をテーマのひとつとしております。ここに徳とく川がわ家いえ康やす＆天てん海かい僧そう正じようをからめて掘り下げだすと、実はその関係だけで一冊まるまる埋まりかねない情報量になります。

　それだけディープな題材なのです。

　今回、そのあたりの豆知識を結構あれこれ書いておりますが。

　実のところ戦記物語というシリーズの性質も踏まえて、相当あっさり気味に仕上げているのです。あれでも（苦笑）。

　これが同じ集英社より刊行中の『カンピオーネ！』なら、よりオカルト色を強くして、北斗七星の形にならぶ神社群と、日光および久く能のう山ざんの東とう照しよう宮ぐう、おとなりの中国で明みん朝ちようの頃に流行はやったという風水建築ブームをからめて、もろもろ書いていたかも……ああ、いえ、さすがにあちらでもマニアックすぎると自粛した可能性が大ですね（笑）。




　さて。

　今回が皇都物語なら、次巻は皇都大戦になりそうな流れとなっております。

　日英ローマの三国、さらに各陣営の実力者たちがいりみだれる一大決戦のはじまり、しっかり書いていきたいと思います。

　よろしければ、次の第六巻にてご確認くださいませ。

　また、今年は前述したシリーズの新章三部作も刊行がはじまる予定です。

　丈たけ月づき城じようのシリーズ作品を複数お読みのみなさまには、そちらもお楽しみいただければ幸いに存じます。







用語辞典







一章


[image: ]明智光秀

　織田家臣団でも随一の早さで出世を遂げた人物。文武両道の教養人であり、文化人との交流も多く、領地では善政を敷いた。しかし、唐突に織田信長を裏切り、本能寺の変を経て、全てを失った。裏切りの動機は謎である。『信長への個人的怨み』『信長がないがしろにする朝廷への同情』などがよく言われるものの、信頼のおける資料の裏付けはない。

　名前が広く知られている割に、謎多き人物でもある。




[image: ]南光坊天海

　経歴不詳の天台僧として歴史に登場し、またたく間に徳川家康のブレーンとなった。家康の死後、主君を神格化するため比叡山延暦寺に伝わる山王神道をもとに山王一実神道の理念を構築。《東照大権現》の神号を創案し、徳川政権の宗教政策を取りしきった。以後、三代将軍家光の代まで活躍する。

　明智光秀説が正しければ、彼は一一〇歳前後まで生きていたことになる。




[image: ]衛え府ふ

　東京近郊では、鎮守府を衛府と呼称する。




[image: ]孫まご六ろく兼かね元もと

　室町時代の刀鍛冶。美濃国の関で活動し、『関の孫六』とも言われる。同じ刀鍛治の二代目和泉守兼定も関の職人であり、兼元・兼定と並び称されるほどだった。




[image: ]皇国日本のはじまり

　戊辰戦争に敗れた旧幕府軍の一部は蝦夷地に上陸する。

　かの地に降臨した聖獣・天龍公の庇護を得ることに成功。奥羽越列藩同盟の盟主であった皇家の貴人を国主に据えて、蝦夷地に北領朝廷（北朝）を打ち立てる。

　たびかさなる明治新政府の攻撃に苦しめられるも、陸軍奉行・土方歳三らの活躍でどうにか乗り切り――のちの一九三六年。皇家の姫・日美子が天龍公の妻となり、皇国日本の礎を作る。




[image: ]大日本帝國のはじまり

　日本の領土は北海道（蝦夷地）以外、明治・大正の新政府が統治するところとなる。

　しかし、一九二三年に帝都東京でクーデター発生。とある内親王と聖獣・大国主命を奉じる陸軍の一派が議会と帝城を制圧する。このとき大国主命の霊力が暴走し、関東大震災を発生させてしまう。クーデター勢力は壊滅した東京を見捨て、大阪へ拠点を移す。これが大阪朝廷（南朝）と大日本帝國のはじまりである。






二章


[image: ]桓武天皇と平氏

　清和天皇の血をひく子孫らが地方で土豪となり、源氏の武士たちとなった。

　同様に、平家の武士たちは土豪化した桓武天皇の末裔。平将門および、その二〇〇年後に生まれる天下人・平清盛、両名とも桓武天皇の孫・高望王の系譜である。






三章


[image: ]英雄戦争

　一九二〇年代の後半。聖獣ローレライによって庇護される中欧の小国に、小男の軍事指導者が現れる。あの英雄に酷似した外見から『ナポレオン四世』の異名を得た彼だが、その名を聞くたび不機嫌に『ナポレオン』と訂正させていた。

　彼は歩兵・戦車・レギオンより成る陸戦師団をひきいて、スイスを攻略。

　さらに一九三〇年、フランスを併合。新帝国の成立を宣言し、自らがナポレオン・ボナパルトその人であると公式に明言する。新帝国はドイツ、オーストリアを皮切りにポーランド、ベルギー、オランダ、イタリアなどを次々と席巻。大英帝国とも開戦する。ヨーロッパの戦火が加速度的に激化するなか、ナポレオン最大の敵は意外にも新帝国の中心部から現れた。アルザス・ロレーヌの地にカールともシャルルとも名乗る青年が出現し、新帝国へ反旗を翻したのである。新帝國打倒のため挙兵した彼は、正式に名乗りをあげる。我こそは騎士王カール大帝、シャルルマーニュとも呼ばれた男だと。英雄ナポレオンと新帝国が一九四五年に敗れるまでの戦乱を第二次世界大戦、あるいは英雄戦争という。




[image: ]大日本帝國と第二次世界大戦

　一九三三年、大日本帝國は国連を脱退、ナポレオンの新帝国と同盟。アメリカにワシントン条約の破棄を通告し、軍縮体制を解除する。さらに聖獣・大国主命よりレギオン『零式』を得て、軍部の暴走は加速する。一九三六年、ハワイ真珠湾を奇襲。レギオン零式の力で成功させる。太平洋戦争のはじまりである。だが一九三〇年代後半から、大日本帝國は敗色濃厚となっていく。ここで介入したのが、長きにわたって雌伏を続けてきた北海道の北領朝廷――皇姫日美子と聖獣・天龍公、そしてレギオン〝神威〟の軍勢であった。北朝軍は関東以北の諸藩連合軍と共に決起し、大阪を襲う。最小限の武力行使をもって、すみやかに大阪政府と軍部を鎮圧。

　一九四〇年、アメリカに条件付きの降伏を申し入れ、受諾される。

　戦後、皇国日本の建国が宣言され、皇姫日美子は初代女皇として即位する。




[image: ]レギオンの登場

　一九二〇年頃、レギオンの実戦投入が欧州ではじまる。人造霊液と水霊殿がない当時、レギオンは秘密兵器・決戦兵器にはなりえても、主力兵器とはなりえない存在だった。しかし、一九七〇年代初頭に人造霊液が実用化される。これを受けてレギオンは一気に主力兵器の座を独占。『レギオンに対抗しうるのはレギオンのみ』の道理が戦場を支配するようになる。一方で、奉じるべき聖獣を持たないアメリカ合衆国はレギオンの下賜を受けられず、超大国の凋落がはじまる……。






四章


[image: ]密教伝来と最澄・空海の入唐

　延暦二三年（西暦八〇四年）、三八歳の最澄と三一歳の空海は第一八回遣唐使船にて入唐を果たす。ただし、最澄は桓武天皇に庇護される仏教界の要人として。

　空海は正式な僧の資格すら持たない無名の留学生として。最澄の渡航費用は全て日本国の負担、だが滞在期間は一年のみ。天台宗の経典をあわただしく写本し終えたところで帰国せざるを得なかった。対する空海は莫大な費用を自腹でまかなう代わりに二年の留学期間中、自由に行動し、多くの唐人と交わり、唐僧より真言密教の正嫡を継承するにいたる。そのため初期における〝密教としての成熟度〟は天台宗よりも真言宗の方に軍配が上がる形であった。が、のちに最澄の弟子・円仁、円珍が入唐し、現地最新の密教・仏教を日本に持ち帰ることとなる。

　作中、天海僧正は中国渡来の叡智を『最澄大師の伝』と述べているが。

　むしろ高弟の功績であろうと承知のうえで、開祖を持ちあげた可能性が高い。






五章


[image: ]ガリア遠征

　ユリウス・カエサルのガリア戦争は結局、八年にもおよぶ。

　が、七年目にガリア人から若き名将ウェルキンゲトリクスが登場し、ガリア諸部族を連合させるまで、基本的に連戦連勝であった。ガリア人戦士は個人的な武勇ではすぐれていたが、軍団としての練度と装備ではローマ側が圧倒的に勝っていたのである。しかし、カエサルが巧妙かつ悪辣な策謀のかぎりを尽くして、ガリア諸部族の統合を注意深く妨害しつづけた点を忘れてはならないだろう。ライン川を越えてゲルマン人が侵入してきたときも、適切に迎え撃った。

　彼は勝つべくして勝つための準備を、常に怠らない人間だったのだ。









著者紹介




丈月 城　たけづき じょう


アスリートも愛用するという評判を聞いて、ランブルローラーなる健康器具を使ってみたら、予想以上に効き目があって驚きました。

座り仕事でかたまった体をほぐすのによく効きます。






illustration

BUNBUN　ブンブン


花粉が大変な季節はよりいっそう引きこもりがちなのですが、締め切った部屋でも鼻がムズムズするのはどこから…。









[image: ]ダッシュエックス文庫DIGITAL

クロニクル・レギオン５

騒乱の皇都

著者　丈月 城


© JOE TAKEDUKI 2016




２０１６年５月31日発行




この電子書籍は、ダッシュエックス文庫「クロニクル・レギオン５　騒乱の皇都」

２０１６年４月27日発行の第１刷を底本としています。








発行者　　鈴木晴彦

発行所　　株式会社　集英社

　　　　　〒１０１－８０５０

　　　　　東京都千代田区一ツ橋２丁目５番10号

　　　　　０３－３２３０－６０８０（読者係）

制作所　　株式会社ＩＣＥ






本作品の全部また一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。なお個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。






item/image/p285.jpg





item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg
D OF CONQUEST

E TAKEDUKL
X 6

\ BUNBUN ,
CPRESENTS





item/image/p079.jpg





item/image/p227.jpg





item/image/p306.jpg





item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml






目次





		序　章



		第一章　密約



		第二章　魔人覚醒



		第三章　皇都の軍神たち



		第四章　夷を征す者



		第五章　騒乱の萌芽



		第六章　女皇、乱心



		終　章













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p021.jpg





item/image/p012.jpg
-:-
=}
%
o
3
wn
z
o
©
w
w
=
o
z
o
=2
5=
o

BE M SASF Y

W LN






item/image/p011.jpg
-;-CHRONICLE LEGION'S WORLD

AR






item/image/dx_logo.png


item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/p213.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/gaiji1.png


item/image/p010.jpg
WORLD -'C

wn
=
o
(&3
w
e
(")
=
o
=
o
=3
=
o

A






item/image/p045.jpg





item/image/p127.jpg





